
令和７年３月 26 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安曇野市教育委員会  

 

安 曇 野 市 教 育 委 員 会 

令和７年３月定例会 

 

会   議   議   案 

 傍　聴　用



 



議案第１号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳 (担当) 高橋満 

  

タイトル 安曇野市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

決定を要する事項の

内容 
標記規則改正の可否 

要旨 教育委員会各課の所掌事務を見直すもの。 

説明 

 

１ 改正内容 

(１) 教育振興基本計画、こども計画等を策定したため、この策定及び

管理について各所管課に追記するもの。 

(２) 人権集会所を廃止したため、生涯学習課の附属施設から削るも

の。 

(３) 子どもの権利に関することを子ども家庭支援課の所掌事務に加

えるもの。 

(４) その他、各課の所掌事務の表記を揃えるもの。 

        

                                  

２ 施行日 

 令和７年４月１日 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

事
務

局
組

織
規

則
（

平
成

1
7
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
規

則
第

4
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
学
校
教
育
課
）
 

（
学
校
教
育
課
）
 

第
７
条
 
学
校
教
育
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
７
条
 
学
校
教
育
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(２
) 

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
及
び
進
捗
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(３
) 

（
略
）
 

(２
) 

（
略
）
 

(４
) 

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(５
) 

（
略
）
 

(３
) 

（
略
）
 

(６
) 

（
略
）
 

(４
) 

（
略
）
 

(７
) 

（
略
）
 

(５
) 

（
略
）
 

(８
) 

（
略
）
 

(６
) 

（
略
）
 

(９
) 

（
略
）
 

(７
) 

（
略
）
 

(1
0)
 
（
略
）
 

(８
) 

（
略
）
 

(1
1)
 
（
略
）
 

(９
) 

（
略
）
 

(1
2)
 
（
略
）
 

(1
0)
 
（
略
）
 

(1
3)
 
（
略
）
 

(1
1)
 
（
略
）
 

(1
4)
 
（
略
）
 

(1
2)
 
（
略
）
 

(1
5)
 
（
略
）
 

(1
3)
 
（
略
）
 

(1
6)
 
（
略
）
 

(1
4)
 
（
略
）
 

(1
7)
 
（
略
）
 

(1
5)
 
（
略
）
 

(1
8)
 
（
略
）
 

(1
6)
 
（
略
）
 

(1
9)
 
（
略
）
 

(1
7)
 
（
略
）
 

(2
0)
 
所
管
す
る
附
属
施
設
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(2
1)
 
（
略
）
 

(1
8)
 
（
略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

 

２
・
３
 
（
略
）
 

 

（
学
校
給
食
課
）
 

（
学
校
給
食
課
）
 

第
８
条
 
学
校
給
食
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
８
条
 
学
校
給
食
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

(４
) 

所
管
す
る
附
属
施
設
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

２
 
（
略
）
 

 

２
 
（
略
）
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改
正
後
 

改
正
前
 

（
生
涯
学
習
課
）
 

（
生
涯
学
習
課
）
 

第
９
条
 
生
涯
学
習
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
９
条
 
生
涯
学
習
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
及
び
進
捗
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(２
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(３
) 

（
略
）
 

(２
) 

（
略
）
 

(４
) 

（
略
）
 

(３
) 

（
略
）
 

(５
) 

（
略
）
 

(４
) 

（
略
）
 

(６
) 

（
略
）
 

(５
) 

（
略
）
 

(７
) 

（
略
）
 

(６
) 

（
略
）
 

(８
) 

（
略
）
 

(７
) 

（
略
）
 

(９
) 

（
略
）
 

(８
) 

（
略
）
 

(1
0)
 
（
略
）
 

(９
) 

（
略
）
 

(1
1)
 
（
略
）
 

(1
0)
 
（
略
）
 

(1
2)
 
（
略
）
 

(1
1)
 
（
略
）
 

(1
3)
 
（
略
）
 

(1
2)
 
（
略
）
 

(1
4)
 
そ
の
他
地
域
の
社
会
教
育
及
び
社
会
体
育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
 

(1
3)
 
そ
の
他
、
地
域
の
社
会
教
育
及
び
社
会
体
育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
 

(1
5)
 
所
管
す
る
附
属
施
設
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

２
 
生
涯
学
習
課
に
附
属
施
設
と
し
て
、
安
曇
野
市
公
民
館
条
例
（
平
成
18
年
安
曇
野
市
条
例
第
22

号
）
に
規
定
す
る
公
民
館
を
置
く
。
 

２
 
生
涯
学
習
課
に
次
に
掲
げ
る
附
属
施
設
を
置
く
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(１
) 

安
曇
野
市
公
民
館
条
例
（
平
成
18
年
安
曇
野
市
条
例
第
22
号
）
に
規
定
す
る
公
民
館
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
_ 

 

(２
) 

安
曇
野
市
人
権
教
育
集
会
所
条
例
（
平
成
17
年
安
曇
野
市
条
例
第
23
6号

）
に
規
定
す
る
人

権
教
育
集
会
所
 

 

（
文
化
課
）
 

（
文
化
課
）
 

第
10
条
 
文
化
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
10
条
 
文
化
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

(４
) 

市
誌
編
さ
ん
に
関
す
る
こ
と
。
 

(４
) 

市
誌
編
纂
に
関
す
る
こ
と
。
 

(５
) 

歴
史
的
価
値
が
あ
る
公
文
書
に
関
す
る
こ
と
。
 

(５
) 

歴
史
的
価
値
あ
る
公
文
書
に
関
す
る
こ
と
。
 

(６
) 

図
書
館
基
本
計
画
の
策
定
及
び
進
捗
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

(６
) 

図
書
館
基
本
計
画
策
定
及
び
進
捗
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

(７
)・

(８
) 

（
略
）
 

(７
)・

(８
) 

（
略
）
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(９
) 

所
管
す
る
附
属
施
設
に
関
す
る
こ
と
。
 

(９
) 

（
略
）
 

(1
0)
 
（
略
）
 

(1
0)
 
（
略
）
 

(1
1)
 
（
略
）
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改
正
後
 

改
正
前
 

(1
1)
 
所
管
す
る
附
属
施
設
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

２
 
文
化
課
に
次
に
掲
げ
る
附
属
施
設
を
置
く
。
 

２
 
文
化
課
に
次
に
掲
げ
る
附
属
施
設
を
置
く
。
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

(４
) 

安
曇
野
市
穂
高
陶
芸
会
館
 

(４
) 

穂
高
陶
芸
会
館
 

(５
)～

(1
1)
 
（
略
）
 

 

(５
)～

(1
1)
 
（
略
）
 

 

（
子
ど
も
家
庭
支
援
課
）
 

（
子
ど
も
家
庭
支
援
課
）
 

第
11
条
 
子
ど
も
家
庭
支
援
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
11
条
 
子
ど
も
家
庭
支
援
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
の
調
査
研
究
及
び
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。
 

(１
) 

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
の
調
査
研
究
及
び
総
合
調
整
並
び
に
計
画
に
関
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
及
び
会
議
に
関
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

こ
ど
も
計
画
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
及
び
進
捗
管
理
に
関
す
る
こ

と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
 

(４
) 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(５
) 

（
略
）
 

(３
) 

（
略
）
 

(６
) 

（
略
）
 

(４
) 

（
略
）
 

(７
) 

（
略
）
 

(５
) 

（
略
）
 

(８
) 

（
略
）
 

(６
) 

（
略
）
 

(９
) 

（
略
）
 

(７
) 

（
略
）
 

(1
0)
 
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
（
相
談
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。
 

(８
) 

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。
（
相
談
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
 

(1
1)
 
（
略
）
 

(９
) 

（
略
）
 

(1
2)
 
（
略
）
 

(1
0)
 
（
略
）
 

(1
3)
 
（
略
）
 

(1
1)
 
（
略
）
 

(1
4)
 
（
略
）
 

(1
2)
 
（
略
）
 

(1
5)
 
（
略
）
 

(1
3)
 
（
略
）
 

(1
6)
 
（
略
）
 

(1
4)
 
（
略
）
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(1
5)
 
所
管
す
る
附
属
施
設
に
関
す
る
こ
と
。
 

(1
8)
 
（
略
）
 

(1
6)
 
（
略
）
 

(1
9)
 
所
管
す
る
附
属
施
設
に
関
す
る
こ
と
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

２
 
（
略
）
 

 

２
 
（
略
）
 

 

（
こ
ど
も
園
幼
稚
園
課
）
 

（
こ
ど
も
園
幼
稚
園
課
）
 

第
12
条
 
こ
ど
も
園
幼
稚
園
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
12
条
 
こ
ど
も
園
幼
稚
園
課
の
分
掌
事
務
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

幼
児
期
の
教
育
及
び
保
育
に
関
す
る
こ
と
。
 

(１
) 

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
に
関
す
る
こ
と
。
 

-4-



改
正
後
 

改
正
前
 

(２
) 

公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

穂
高
幼
稚
園
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

穂
高
幼
稚
園
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
 

(４
)～

(６
) 

（
略
）
 

(４
)～

(６
) 

（
略
）
 

２
 
こ
ど
も
園
幼
稚
園
課
に
次
に
掲
げ
る
附
属
施
設
を
置
く
。
 

２
 
こ
ど
も
園
幼
稚
園
課
に
次
に
掲
げ
る
附
属
施
設
を
置
く
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(２
) 

安
曇
野
市
立
穂
高
幼
稚
園
 

 

(２
) 

穂
高
幼
稚
園
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議案第２号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳 (担当) 高橋満 

  

タイトル 
安曇野市教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任す

る規則の一部改正について 

決定を要する事項の

内容 
標記規則改正の可否 

要旨 
教育委員会と教育長の権限配分につき、記載を明確にするとともに、

一部の配分を見直すもの。 

説明 

 

１ 改正内容 

(１) 令和４年度の組織改編により市長部局よりこども施策の権限を委

任された。現行第２条中「教育」「教育機関」という文言にこれらを含

むか曖昧であることから、明確にするもの。 

(２) 第２条中「規程」「訓令・告示」「指令」等につき、重複を整理し、不

足する部分を加えるもの。 

(３) 第２条第８号につき、非常勤の公務員でない有識者会議の委員に

つき教育委員会名で委嘱するため改めるもの。 

(４) 第３条の規定振りを第４条と合わせるもの。また、現状の運用にお

いて適用の場面が想定できない第３条第２項を削るもの。 

(５) 第３条と第４条の適用関係から重複を除くよう整理するもの。  

 

２ 施行日 

 令和７年４月１日 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

の
権

限
に

属
す

る
事

務
の

一
部

を
教

育
長

に
委

任
す

る
規

則
（

平
成

1
7
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
規

則
第

5
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
委
任
事
務
）
 

（
委
任
事
務
）
 

第
２
条
 
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
除
き
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
安
曇
野
市
教
育
委
員

会
教
育
長
（
以
下
「
教
育
長
」
と
い
う
。
）
に
委
任
す
る
。
 

第
２
条
 
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
除
き
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
安
曇
野
市
教
育
委
員

会
教
育
長
（
以
下
「
教
育
長
」
と
い
う
。
）
に
委
任
す
る
。
 

(１
) 

教
育
（
安
曇
野
市
教
育
委
員
会
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
（
令
和
４
年
安
曇
野
市
規
則
第
８

号
）
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
事
務
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
基

本
的
な
方
針
に
関
す
る
こ
と
。
 

(１
) 

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
基
本
的
な
方
針
に
関
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

（
略
）
 

(２
) 

（
略
）
 

(３
) 

委
員
会
が
行
う
行
政
処
分
（
重
要
な
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

教
育
委
員
会
の
告
示
、
訓
令
、
指
令
等
に
関
す
る
こ
と
。
 

(４
) 

学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
（
そ
の
用
に
供
す
る
施
設
並
び
に
安
曇
野
市
教
育
委
員
会
に
対
す

る
事
務
委
任
規
則
に
よ
り
設
置
に
係
る
権
限
を
委
任
さ
れ
た
機
関
及
び
施
設
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。
 

(４
) 

学
校
（
幼
稚
園
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。
 

(５
) 

職
員
（
県
費
負
担
教
職
員
を
除
く
。
）
の
任
免
、
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す
る
こ
と
。
 

 

(６
) 

県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
そ
の
他
の
進
退
に
つ
い
て
の
内
申
に
関
す
る
こ
と
。
 

 

(７
) 

（
略
）
 

(５
)～

(７
) 

（
略
）
 

(８
) 

附
属
機
関
（
有
識
者
の
意
見
を
徴
す
る
た
め
委
員
会
の
規
程
で
設
置
す
る
も
の
（
以
下
「
有

識
者
会
議
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
の
委
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
任
免
及
び
委
嘱
に
関
す

る
こ
と
。
 

(８
) 

附
属
機
関
の
委
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
任
免
及
び
委
嘱
に
関
す
る
こ
と
。
 

(９
) 

（
略
）
 

(９
) 

（
略
）
 

(1
0)
 
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
敷
地
の
選
定
に
関
す
る
こ
と
。
 

(1
0)
 
学
校
そ
の
他
教
育
機
関
の
敷
地
の
選
定
に
関
す
る
こ
と
。
 

(1
1)
 
（
略
）
 

(1
1)
 
（
略
）
 

(1
2)
 
教
育
関
係
の
条
例
、
予
算
そ
の
他
の
議
会
の
議
決
を
経
る
べ
き
議
案
に
つ
い
て
の
意
見
の
申

出
に
関
す
る
こ
と
。
 

(1
2)
 
教
育
関
係
予
算
そ
の
他
の
議
会
の
議
決
を
経
る
べ
き
議
案
に
つ
い
て
の
意
見
の
申
出
に
関
す

る
こ
と
。
 

(1
3)
～
(1
7)
 
（
略
）
 

(1
3)
～
(1
7)
 
（
略
）
 

(1
8)
 
教
育
長
が
委
員
会
の
決
裁
を
要
す
る
と
認
め
る
事
項
 

 

(1
8)
 
教
育
長
が
教
育
委
員
会
の
決
裁
を
要
す
る
と
認
め
る
事
項
 

 

（
専
決
）
 

（
専
決
）
 

第
３
条
 
教
育
長
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
２
号
（
教
育
委
員
会
規
則
を
除

く
。
）
、
第
３
号
、
第
５
号
（
懲
戒
を
除
く
。
）
、
第
６
号
及
び
第
８
号
（
有
識
者
会
議
の
委
員
に

限
る
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
特
に
重
要
又
は
異
例
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

第
３
条
 
教
育
長
は
、
第
２
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
専
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

(１
) 

教
育
委
員
会
規
則
以
外
の
委
員
会
の
定
め
る
規
程
の
制
定
及
び
改
廃
を
行
う
こ
と
（
重
要
な
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改
正
後
 

改
正
前
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

も
の
を
除
く
。
）
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(２
) 

委
員
会
の
告
示
、
訓
令
、
指
令
等
を
発
す
る
こ
と
（
重
要
又
は
異
例
な
も
の
を
除
く
。
）
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
 

(３
) 

職
員
（
県
費
負
担
教
職
員
を
除
く
。
）
の
任
免
及
び
分
限
に
関
す
る
こ
と
（
重
要
な
も
の
を

除
く
。
）
。
 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(４
) 

県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
そ
の
他
の
進
退
に
つ
い
て
内
申
を
行
う
こ
と
（
分
限
処
分
、
懲
戒

処
分
そ
の
他
重
要
又
は
異
例
な
も
の
を
除
く
。
）
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

２
 
教
育
長
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
も
、
こ
の
規
則
の
規
定
を
類
推
し

て
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
教
育
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
う
ち
、
重
要
と
認
め
ら
れ
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
の
会
議
に
付
し
、
又
は
処
理
後
速
や
か
に
委
員
会
の
会
議

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
教
育
長
は
、
前
２
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
う
ち
、
特
に
重
要
と
認
め

ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
の
会
議
に
付
し
、
又
は
処
理
後
速
や
か
に
委
員
会

の
会
議
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
 
教
育
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
を
安
曇
野
市
教
育
委
員
会
事

務
局
の
職
員
に
専
決
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

４
 
教
育
長
は
、
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
を
安
曇
野
市
教

育
委
員
会
事
務
局
の
職
員
又
は
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
長
に
専
決
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

第
４
条
 
教
育
長
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
２
条
第
８
号
（
有
識
者
会
議
の
委
員
を
除

く
。
）
、
第
12
号
、
第
15
号
及
び
第
16
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
緊
急
を
要
し
委
員
会
の
会
議

に
付
す
る
時
間
的
余
裕
の
な
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
４
条
 
教
育
長
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
２
条
第
５
号
、
第
８
号
、
第
12
号
、
第
15
号

及
び
第
16
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
緊
急
を
要
し
委
員
会
の
会
議
に
付
す
る
時
間
的
余
裕
の
な

い
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
（
略
）
 

 

２
 
（
略
）
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議案第３号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳 (担当) 高橋満 

  

タイトル 令和７年度安曇野市の教育の方針について 

決定を要する事項の

内容 
標記の方針の承認 

要旨 

安曇野市教育振興基本計画に基づき、令和７年度の認定こども園・

幼稚園・小中学校における教育の方針を定めることにつき、承認を求

めるもの。 

説明 

 

『令和７年度安曇野市の教育の方針』 

 

・安曇野市教育振興基本計画（基本理念・基本方針） 

・令和７年度安曇野市立認定こども園・幼稚園グランドデザイン 

・令和７年度安曇野市学校教育グランドデザイン 

・安曇野市の小中一貫教育 

・令和７年度安曇野市コミュニティスクール(ACS)事業 

・資料 

 

（以 上） 

 

 

-11-



-12-



 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 

安曇野市の教育の方針 

令和７年４月１日 

安曇野市教育委員会 
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安曇野市が目指す教育 
 

１ 基本理念 

〔子どもに対する教育や支援〕 

からだを動かし、頭で考え、心に感ずる “未来を拓く たくましい安曇野の子ども” 

を育みます。 

〔生涯を通じた学び〕 

すべての人が生涯を通じて学び合い、文化・芸術のかおり高い安曇野を目指しま

す。 

 

２ 基本方針 

◆１ 子ども・若者が健やかに成長し、安心して暮らせるまちの実現 

 

◆２ 郷土愛と未来を切り拓く力を育む魅力ある学校教育の実現 

 

◆３ 学校と家庭、地域等との連携による豊かな学びと心の育成の実現 

 

◆４ 生涯を通じ学ぶ喜びを実感できる地域の実現 

 

◆５ スポーツを通じて心や体を健やかに育む地域の実現 

 

◆６ 文化芸術を育むとともに歴史・文化遺産を継承し続ける地域の実現 

 

安曇野市・安曇野市教育委員会「第１次 安曇野市教育振興基本計画」（令和7年3月）参照 

 

 

 

 

 

表紙（ステッカー）について  （リニューアル版：令和４年４月１日～） 

「からだを動かし・頭で考え・心に感ずる」は、安曇野市出身の文芸評論家・作家・教育者 臼井 

吉見さんの言葉。安曇野市の宝である子どもたちが健やかに成長してほしいという願いを込め、

園児・小学生・中学生を、北アルプスの高山に生息する希少鳥類ライチョウに見立ててデザインし

たもの。 
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令和7年度 安曇野市立認定こども園・幼稚園グランドデザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安曇野市立認定こども園は、国の「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に基づき、「安曇野市立認定こども園教育・保育課
程」を作成し、生後6か月から就学前までの子ども一人ひとりの成長発達段階にあわせて、教育・保育を行っています。 

運営の重点 健康と安全  安全管理  食育の推進  相談窓口の充実  保護者との連携 

地域との連携  小学校との連携  職員の研修  信州やまほいく（信州型自然保育） 

園庭芝生化  特色ある保育の積極的な発信  明科中学校区「地域との連携・協働体制づくり」 

方針 安全で安心できる保育を保障し、人や自然とのかかわりの中で、豊かな人間性や生きる力を

育みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

安曇野市立認定こども園・幼稚園の理念  
・生涯にわたる人間形成の基礎を培うために、就学前における全ての子どもの成長、発達について連
続性をもった教育・保育を行います。 

 
・専門性を生かしながら全ての子育て家庭への支援を行います。 
 
・子どもにとって最もふさわしい生活の場を保障し、家庭や地域から信頼される幼稚園・こども園を
目指します。 

＜基本理念＞ 安曇野市教育振興基本計画  ―R7.4.1～R11.3.31― 
 
・からだを動かし、頭で考え、心に感ずる“未来を拓く    
たくましい安曇野の子ども”を育みます。 

 
・すべての人が生涯を通じて学び合い、文化・芸術のかおり 
高い安曇野を目指します。 

「からだを動かし、頭で考え、心に感ずる」は、文芸評論家・作家・教育者の 臼井吉見さん（1905 

—1987安曇野市堀金出身）の講演「中学生諸君にのぞむ」（1967）から 

― 育ってほしい安曇野の子どもの姿 ― 
・いのち（自分・人・生き物）やものを大切にする子ども 

・あいさつができる子ども 

・さまざまな人とのかかわりを通して、お互いを認め合える子ども 

・好奇心を持ち、意欲的に取り組み、やり抜こうとする子ども 

・自分で考え、主体的に行動できる子ども 

・人の話を聞き、自分の気持ちを伝え表現できる子ども 

・自然の中で豊かな感性を育み、表現できる子ども  

 (参考)「幼児期の終わりまでに育てたい姿（10の力）」 

①健康な体と心  ②自立心  ③協同性  ④道徳性・規範意識の芽生え  ⑤社会とのかかわり 

⑥思考力の芽生え  ⑦自然とのかかわり・生命尊重  ⑧数量や図形、標識や文字への興味 

⑨言葉による伝え合い  ⑩豊かな感性と表現  （文部科学省「新幼稚園教育要領のポイント」から） 
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令和７年度 安曇野市学校教育グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 安曇野市・安曇野市教育委員会（学校教育課・学校給食課・生涯学習課・文化課・子ども家庭支援課・こども園幼稚園課） 

 

 

 

 

県
教
育
委
員
会
・
中
信
教
育
事
務
所 

＜基本理念＞ 安曇野市教育振興基本計画 ―R7.4.1～R11.3.31― 
 
・からだを動かし、頭で考え、心に感ずる“未来を拓く    
たくましい安曇野の子ども”を育みます。 

 
・すべての人が生涯を通じて学び合い、文化・芸術のかおり
高い安曇野を目指します。 

「からだを動かし、頭で考え、心に感ずる」は、文芸評論家・作家・教育者の 臼井吉見さん（1905 

—1987安曇野市堀金出身）の講演「中学生諸君にのぞむ」（1967）から 

校
長
会
・
教
頭
会
・
教
育
会
・
退
職
校
長
会
・
県
立
特
別
支
援
学
校
・
市
内
県
立
四
高
校
長
会
・
市
PTA
連
合
会
・
教
育
関
係
七
団
体

学
校
運
営
協
議
会
・
地
域
学
校
協
働
活
動
本
部 

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
な
ど 

 

＜目指す教育・学校の将来像＞ 
・・郷郷土土へへのの愛愛着着とと誇誇りりをを持持ちち、、志志をを高高くく未未来来をを切切りり拓拓くく安安曇曇野野教教育育のの実実現現  

・・行行ききたたいい、、学学びびたたいい、、地地域域かからら必必要要ととさされれるる魅魅力力ああるる学学校校のの創創造造  
 
＜これからの安曇野市の教育・学校のあり方について＞ 

家 

庭
・
地 

域 

自ら動く児童生徒 
・自ら考え、判断し、行動する児童生徒 

・自分らしく、自己を表出する児童生徒 

  地域へ飛び出す-地域とともに歩む学校 
・地域の“ひと・もの・こと”と積極的なかかわりをもち、特色ある豊かな学習を展開する学校 

   学び続ける教師 
・豊かな発想でのびのびと自らを高める教師 

・明るく元気に、笑顔で子どもの前に立つ教師 

 

願う 児童生徒、教師、学校の姿 

参照：安曇野市教育振興基本計画 基本方針２・３ 

中学校区ごとの特色と魅力を高める小中一貫教育の創造  重点プロジェクト →詳細は次ページ 

8つの視点で安曇野市立17小中学校の教育の充実を図る  共通アプローチ 
(1)  学力向上 （例）学習者主体の授業、認め合える学級集団、ICT機器の活用 など 

(2)  感性を高める自然・文化・芸術プログラムへの参加 （例） 学校ミュージアムや能楽教室 など 

(3)  成長の土台づくりと体力向上  （例）コオーディネーション運動、部活動や地域クラブ活動 など 

(4)  郷土愛の育成  （例）安曇野の時間、キャリア教育 など 

(5)  共生社会の実現  （例）交流及び共同学習、人権や多様性の尊重、訪日教育旅行団との交流 など 

(6)  連携・接続と協働  （例）幼保小中高及び民間施設との連携、地域学校協働活動 など 

(7)  安曇野らしい食育  （例）手作りお弁当の日、交流給食 など 

(8)  命を守る  （例）感染症予防、交通事故０運動の推進、防災教育 などｸ 

安曇野市コミュニティスクール 「安曇野の時間」 小中一貫教育 
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学校長

教頭 教務主任

研究主任

からだを動かし、頭で考え、心に感ずる“未来を拓くたくましい安曇野の子ども”を育みます。

安曇野市の目指す小中一貫教育 ➡５地域の７中学校区を基本単位とする

中学校区ごとの特色と魅力を高める小中一貫教育の創造

安曇野市教育委員会は、令和５年４月から小
中一貫教育の導入をスタートさせました。中学
校区で小・中に共通する育てたい子ども像（９
年間の一貫した教育目標）を設定し、「成長段
階に応じた系統性・継続性・連続性に考慮した
学びのあり方」を考え実践しています。

安曇野市の小中一貫教育は、校長会主催の「クローバー研修」と連携しなが

ら推進を図りたい。「クローバー研修会」では、これまで学校運営の中核とな

る各校の学校長、教頭、教務主任、研究主任の四者が一堂に会し、四つ葉のク

ローバーのように一致団結して課題解決のための研修を積み重ねてきた。本年

度もこのクローバー研修会と連携し、各中学校区の重点プロジェクトを核に小

中一貫教育の推進を図っていく。

❶穂高南小ー北小ー西小ー穂高東中
❷穂高北小ー穂高西小ー穂高西中
❸豊科北小ー豊科東小ー豊科北中
❹明南小 ー明北小 ー明科中
❺豊科南小ー豊科南中
❻堀金小 ー堀金中
❼三郷小 ー三郷中

校長会クローバー研修会と連携した小中一貫教育の推進

令和７年度の推進日程概要

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

クローバー
研修会

第一回
・目標設定
＊オンライン

第二回
・情報共有
＊参集

第三回

・一年間の実践
の共有と振り返り
＊オンライン

Google Classroomを

プラットフォームに
情報共有

オンライン会議等 あづみのオープンスペースによる情報交換

「目指す子ども像」の確認
今年度の達成目標の設定

実践中間報告
「安曇野の時間」学習経過報告
以降の取り組みについて

＊分野別推進委員会と連携を図りながら小中一貫教育を推進していく

幼保から小中への継続的で段階的な成長と学びの実現へ

重点プロジェクト

分野別推進委員会
①「安曇野の時間」推進委員会…総合的な学習の時間の小中系統性の見直し
② 外国語教育連携委員会 …学区内小中英語科教科会による小中連携
③ ＩＣＴ教育推進委員会 …重点プロジェクト校と連携した授業づくり研究

豊科北中学校区

自らかかわり合って学ぶ
授業づくり豊科南中学校区

自己表現力を伸ばそうとする
児童・生徒の育成

穂高東中学校区

学習者主体の授業づくり

穂高西中学校区

自立した学び手の育成
三郷中学校区

自らかかわり合って学ぶ
授業づくり

堀金中学校区

自らかかわり合って学ぶ
授業づくり

明科中学校区

地域と学校の連携・
協働体制づくり

令和７年度 各中学校区の重点プロジェクトテーマと分野別推進委員会

研究主任会① 研究主任会②

＊

＊県教委指定「ウェルビーング実践校」
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R7.4.1改訂

豊科南・豊科北・穂高・三郷・堀金・明科の6つの連絡会

地域公民館を拠点とした中学校区連絡会

社会で生き抜く力・ふるさとへの愛着と誇り・学ぶ楽しさ

安曇野市コミュニティスクール(ACS)事業

学校運営協議会

地域学校協働活動 による“地域づくり”

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

通
称
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

地域学校協働本部

小学校 中学校

安
曇
野
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
・
生
涯
学
習
課

小中一貫教育

地域住民の参画による“学校づくり”

地域住民や団体等の参画により

*1

*1 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」(第47条の5)に規定する学校運営協議会
*2 「社会教育法」(第5条第2項)により規定されている、地域が学校と連携・協働して行う活動

小・中学校17校にそれぞれ設置

*2

*3

*3 「社会教育法」(第9条の7)に基づき教育委員会が委嘱する地域住民と学校との連絡調整等を行うコーディ
ネーターで、安曇野市では、各小・中学校に1名以上配置している。

形成された緩やかなネットワーク

（歩み）H21～安曇野市学校支援地域本部事業、H26～安曇野市スクールサポート事業

H29～安曇野市コミュニティスクール事業、R4～学校運営協議会による新制度へ移行
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（資料 1） 安曇野市立小・中学校、認定こども園・幼稚園一覧表 

地域名 中学校名 小学校名 こども園・幼稚園名 

豊科 豊科南中学校 豊科南小学校 豊科認定こども園 

  豊科北中学校 豊科北小学校 豊科南部認定こども園 

    豊科東小学校 南穂高認定こども園 

      たつみ認定こども園 

      アルプス認定こども園 

      上川手認定こども園 

穂高 穂高東中学校 穂高南小学校 有明の森認定こども園 

  穂高西中学校 穂高北小学校 有明あおぞら認定こども園 

    穂高西小学校 西穂高認定こども園 

      北穂高認定こども園 

      穂高認定こども園 

      穂高幼稚園 

三郷 三郷中学校 三郷小学校 三郷北部認定こども園 

      三郷南部認定こども園 

      三郷東部認定こども園 

      三郷西部認定こども園 

堀金 堀金中学校 堀金小学校 堀金認定こども園 

明科 明科中学校 明南小学校 明科北認定こども園 

    明北小学校 明科南認定こども園 

計 7 校 10 校 19 園 

 

（資料 2） 安曇野市の園と学校の概要 

園・小・中別 園児・児童・生徒・教職員 人数（人） 前年度比 

市立認定こども園・幼稚園 
園児数 2,213 -62 

教職員数 447 -16 

市立小学校 
児童数 4,607 -34 

教職員数 340 10 

市立中学校 
生徒数 2,379 -49 

教職員数 220 1 

（園は R6.4.1 現在、学校は R6.5.1 現在） 
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は自治体の実施機関等の内部における審議、検討又は 協議に関する情報

で、公にすることにより、率直な意見の交換又は意思決定の中立性が損なわれるおそ

れのある案件に該当するため非公開とします（平成 18 年安曇野市条例第５号）第５

条第１項第５号） 

議案第４号



議案第５号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳 (担当) 高橋満 

  

タイトル 令和７年度以降の教育事務の点検評価に係る外部評価について 

決定を要する事項の

内容 
外部評価方法の変更の可否 

要旨 

安曇野市教育振興基本計画は教育委員会の施策全般を定めたもの

であることから、今後は、この進捗管理をもって教育事務の点検・評

価の外部評価としていきたい。 

説明 

 

１ 教育事務の点検・評価について 

・教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行状況の

点検及び評価等を行うこととされており（地方教育行政法第 26 条第

１項）、この点検及び評価を行うにあたっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見を活用することとされている（同条第２項。以下「外部

評価」）。 

・令和６年度までは、有識者３名に外部評価を委託してきた。 

 

２ 安曇野市教育振興基本計画について 

・令和７年度４月より「安曇野市教育振興基本計画」を施行し、以降は、

毎年度、検討委員会による進捗管理を行う予定である。 

・この計画は、教育委員会の施策全般について定めたものであること

から、この進捗管理は、教育事務の点検及び評価の対象とする事務

事業の範囲とほとんど重なり合う。 

・以上から、令和７年度以降は、外部評価について別に評価者を選任

する取扱いをやめ、安曇野市教育振興基本計画の進捗管理をもっ

て、外部評価としたい。 

 

３ 改正内容等 

・以上から、安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会の権限に「教

育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に係る意

見の申出」を加えるもの。 

 

〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（…）の管理及

び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し

学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
教

育
振

興
基

本
計

画
策

定
検

討
委

員
会

設
置

要
綱

（
令

和
5
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
告

示
第

2
1
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
所
掌
）
 

（
所
掌
）
 

第
２
条
 
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
所
掌
す
る
。
 

第
２
条
 
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
所
掌
す
る
。
 

(１
) 

教
育
基
本
法
（
平
成
18
年
法
律
第
12
0号

）
第
17
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
安
曇
野
市
教

育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
、
進
捗
管
理
及
び
改
定
に
関
し
必
要
な
検
討
を
行
う
こ
と
。
 

(１
) 

教
育
振
興
基
本
計
画
（
教
育
基
本
法
（
平
成
18
年
法
律
第
12
0号

）
第
17
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
く
本
市
に
お
け
る
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
策
定
に
際
し
必
要
な
検
討
を
行
う
こ
と
。
 

(２
) 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
31
年
法
律
第
16
2号

）
第
26
条
に

規
定
す
る
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
等
に
係
る
意
見
を
申

し
述
べ
る
こ
と
。
 

(２
) 

教
育
振
興
基
本
計
画
の
進
捗
に
関
し
、
意
見
を
申
し
述
べ
る
こ
と
。
 

(３
) 

（
略
）
 

 

(３
) 

（
略
）
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議案第６号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳 (担当) 高橋満 

  

タイトル 
安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準の一部改

正について 

決定を要する事項の

内容 
標記要綱改正の可否 

要旨 教育長専決に係る条文その他の取扱いを明確にするもの。 

説明 

 

１ 改正内容 

(１) 共催・後援を行うことができる行事の内容につき、子ども家庭支援

課の所管する「子どもの健全育成」に資する行事を加えるもの（第３

条第２号関係） 

(２) 従前、過去に承認を得た行事と主催者・趣旨が同一であれば、講

演者・演者・展示作品が異なっていても、過去に承認を得たものとし

て教育長専決としてきた。この点につき明確な規定振りとなっていな

かったため、これを改めるもの。 

(３) 「不共催・後援承認書」等、不適当な用語用字を改めるもの。 

 

２ 施行日 

 令和７年４月１日 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

の
共

催
及

び
後

援
等

に
関

す
る

取
扱

基
準

（
平

成
2
1
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
告

示
第

9
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
定
義
）
 

（
定
義
）
 

第
２
条
 
こ
の
基
準
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
 

第
２
条
 
こ
の
基
準
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

 

（
審
査
基
準
）
 

（
審
査
基
準
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

２
 
教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
団
体
以
外
の
団
体
が
主
催
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
明
ら
か
に
確
認
で
き
る
も
の
に
限
り
、
共
催
又
は
後
援
を
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
団
体
以
外
の
団
体
が
主
催
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
満
た
す

こ
と
が
明
ら
か
に
確
認
で
き
る
も
の
に
限
り
、
共
催
又
は
後
援
を
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(１
) 

行
事
の
内
容
が
教
育
、
学
術
、
文
化
又
は
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。
 

(１
) 

行
事
の
内
容
が
教
育
、
学
術
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
 

(２
)～

(６
) 

（
略
）
 

 

(２
)～

(６
) 

（
略
）
 

 

（
教
育
長
の
専
決
範
囲
）
 

（
教
育
長
の
専
決
範
囲
）
 

第
４
条
 
教
育
長
は
、
次
に
掲
げ
る
行
事
に
つ
い
て
は
、
専
決
に
よ
り
後
援
の
承
認
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
 

第
４
条
 
後
援
の
承
認
に
つ
い
て
、
教
育
長
が
専
決
で
き
る
行
事
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(２
) 

過
去
に
教
育
委
員
会
が
承
認
し
た
行
事
（
主
催
者
及
び
行
事
の
趣
旨
が
同
一
で
あ
っ
て
、
講

演
、
演
奏
、
展
示
等
の
内
容
が
異
な
る
も
の
を
含
む
。
）
 

(２
) 

過
去
に
教
育
委
員
会
が
承
認
し
た
行
事
（
団
体
又
は
行
事
が
、
前
条
第
２
項
の
規
定
を
満
た

し
て
い
る
か
判
断
し
難
い
も
の
は
除
く
。
）
 

２
 
前
項
第
２
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
に
承
認
を
受
け
た
行
事
と
主
催
者
及
び
趣
旨
が
同
一

で
あ
っ
て
も
、
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
行
事
に
係
る
講
演
、
演
奏
、
展
示
等
の
内
容
が
前
条
第
２

項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
判
断
し
難
い
場
合
は
、
専
決
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
 

 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

 

（
申
請
）
 

（
申
請
）
 

第
５
条
 
教
育
委
員
会
の
共
催
又
は
後
援
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
共
催
・
後
援
申
請
書
（
様

式
第
１
号
）
を
原
則
と
し
て
行
事
の
開
催
30
日
前
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

第
５
条
 
教
育
委
員
会
の
共
催
又
は
後
援
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
共
催
・
後
援
申
請
書
（
様

式
第
１
号
）
を
原
則
と
し
て
行
事
の
開
催
30
日
前
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
教
育
委
員
会
が
金
銭
等
の
負
担
を
伴
う
行
事
に
つ
い
て
は
、
行
事
開

催
90
日
前
ま
で
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
教
育
委
員
会
が
金
銭
等
の
負
担
を
伴
う
行
事
に
つ
い
て
は
、
行
事
開

催
90
日
前
ま
で
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
教
育
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
申
請
書
に
添
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
教
育
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
申
請
書
に
添
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
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改
正
後
 

改
正
前
 

(２
) 

収
支
予
算
書
（
参
加
料
、
入
場
料
等
を
徴
収
す
る
場
合
に
限
る
。
）
 

(２
) 

収
支
予
算
書
（
参
加
料
、
入
場
料
等
を
徴
収
す
る
場
合
）
 

(３
) 

団
体
の
規
約
、
役
員
名
簿
（
法
人
格
の
な
い
団
体
に
限
る
。
）
 

 

(３
) 

団
体
の
規
約
、
役
員
名
簿
（
申
請
団
体
が
任
意
団
体
（
実
行
委
員
会
等
）
の
場
合
）
 

 

（
通
知
）
 

（
通
知
）
 

第
６
条
 
教
育
委
員
会
は
、
共
催
・
後
援
申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
行
事
の
共
催
又
は
後
援
を

承
認
す
る
場
合
は
共
催
・
後
援
承
認
書
（
様
式
第
２
号
）
に
よ
り
、
承
認
し
な
い
場
合
は
共
催
・
後

援
不
承
認
通
知
書
（
様
式
第
３
号
）
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

第
６
条
 
教
育
委
員
会
は
、
共
催
・
後
援
申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
行
事
の
共
催
又
は
後
援

を
、
承
認
す
る
場
合
は
共
催
・
後
援
承
認
書
（
様
式
第
２
号
）
に
よ
り
、
承
認
し
な
い
場
合
は
不
共

催
・
後
援
承
認
書
（
様
式
第
３
号
）
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
条
件
）
 

（
条
件
）
 

第
７
条
 
教
育
委
員
会
が
行
事
に
つ
い
て
共
催
又
は
後
援
を
承
認
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
を

付
す
も
の
と
す
る
。
 

第
７
条
 
教
育
委
員
会
が
行
事
に
つ
い
て
共
催
又
は
後
援
を
承
認
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
を

付
す
も
の
と
す
る
。
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

(１
)～

(３
) 

（
略
）
 

(４
) 

そ
の
他
教
育
委
員
会
の
指
示
を
遵
守
す
る
こ
と
。
 

 

様
式
第
３
号
（
第
６
条
関
係
）
 

共
催
・
後
援
不
承
認
通
知
書
 

（
略
）
 

 

 

  様
式
第
３
号
（
第
６
条
関
係
）
 

不
共
催
・
後
援
承
認
書
 

（
略
）
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議案第７号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳 (担当) 高橋満 

  

タイトル 安曇野市立小・中学校職員服務規程の一部改正について 

決定を要する事項の

内容 
標記規程改正の可否 

要旨 
長野県の関連条例改正に伴い、県費負担教職員につき、フレックス制

度の利用を認めるもの。 

説明 

 

１ 改正の趣旨 

・長野県教育委員会では、職員が高い士気をもって効率的に勤務

できる環境をつくり、個々のライフスタイルにあった働き方が

できるよう、選択的週休３日が可能なフレックスタイム制度を

導入するための条例改正を行った。 

・県費負担教職員については、勤務条件については県条例で、服

務監督については市教育委員会の規則等で定めることとなって

いる。 

・以上から、県の関係条例が円滑に施行できよう、本市の標記規

程を改めるもの。 

 

２ 改正内容 

・本件改正については、長野県教育委員会より「フレックスタム

制導入に係る規程（準則）の一部改正について（令和７年２月

13 日６教義第 851 号）」が発出された。これによる改正を行っ

ても、本市標記規程に支障は認められないため、当該通知を踏

まえた改正を行うもの（第 18 条）。 

・「公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育職員の

服務を監督する教育委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を

図るために講ずべき措置に関する指針（令和２年文部科学省告

示第１号）」は、時間外在校等時間を１カ月あたり 45 時間以内、

１年あたり 360 時間以内とする等、在校等時間の上限を規定し

ている。また、市教育委員会は、当該指針を参考に、所管する

学校の教育職員の在校等時間の上限等に関する方針を定める等

の措置を行うこととされている。この点につき、当面は、各学

校長の服務に、その管理に属する教育職員の業務量の適切な管

理を行うよう義務付ける規定を追加することで対応するもの

（第 37 条の２）。 

 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
立

小
・

中
学

校
職

員
服

務
規

程
（

平
成

1
7
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
訓

令
第

3
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
定
義
）
 

（
定
義
）
 

第
２
条
 
こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

第
２
条
 
こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(３
) 

県
費
負
担
教
職
員
 
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
31
年
法
律
第

16
2号

）
第
37
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
費
負
担
教
職
員
を
い
う
。
 

 

＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
_ 

 

（
勤
務
時
間
等
）
 

（
勤
務
時
間
等
）
 

第
18
条
 
（
略
）
 

第
18
条
 
（
略
）
 

２
 
校
長
は
、
県
費
負
担
教
職
員
の
う
ち
、
特
別
の
業
務
に
従
事
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
職
員
、
職
員
の

申
告
を
考
慮
し
て
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
職
員
そ
の
他
校
長
が

認
め
る
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
前
項
の
勤
務
時
間
と
は
異
な
る
勤
務
時
間
と
な
る
よ
う
に
別

に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

３
 
（
略
）
 

 

２
 
（
略
）
 

 

（
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
）
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

第
37
条
の
２
 
校
長
は
、
教
育
職
員
の
在
校
等
時
間
が
公
立
学
校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管

理
そ
の
他
教
育
職
員
の
服
務
を
監
督
す
る
教
育
委
員
会
が
教
育
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
を
図

る
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
（
令
和
２
年
文
部
科
学
省
告
示
第
１
号
）
に
規
定
す
る
上

限
時
間
を
上
回
る
こ
と
が
な
い
よ
う
業
務
量
の
適
切
な
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

＿
＿
＿
＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第８号 教 育 部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長)上條貴芳 (担当係長)山浦功和  

  

タイトル 
安曇野市立学校における指定校変更及び区域外就学の取扱いに関

する要綱の一部改正について 

決定を要する事項の内容 
安曇野市立学校における指定校変更及び区域外就学の取扱いに関

する要綱の一部改正について承認を求めるもの。 

要旨 

①院内学級の申請書について、医師の診断書の添付を不要とする

もの。 

②「院内学級期間満了報告書」の提出者を「主治医」から「学校長」

に改めるもの。 

③指定校変更基準のうち、「兄弟姉妹関係による許可」の許可期間

を「兄弟姉妹の許可期間の終了まで」から「小学校又は中学校卒

業まで」に改めるもの。 

説明 

１ 改正の概要 

（１）院内学級への転校手続きに際して、現在、病名等が記載され

た医師の診断書の添付を求めているが、実際には入院による長

期療養が必要な場合、病名に関わらず院内学級への転校を認め

ていることから、医師の診断書を不要とし手続きを簡素化するも

の。 

 

（2）院内学級の期間満了の際には、主治医から書類の提出を求

めているが、転出日等は学校長が把握できていることから、書類

の提出者を主治医から学校長へ改めるもの。 

 

（3）指定校変更基準のうち「兄弟姉妹関係による許可」の許可期

間は、「兄弟姉妹関係の許可期間終了まで」である。そのため、兄

弟姉妹が指定校を変更し、この基準で指定校を変更した児童生

徒は、兄弟姉妹の許可期間が終了した場合には、原則として住

所地の学校が指定校となる。しかし、引き続き現在通学中の学校

に通うことが現実的である。そのため、許可期間を「小学校又は

中学校卒業まで」に改めるもの。 

 

２ 施行期日 

  令和７年４月１日 

（以 上） 
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安
曇

野
市

立
学

校
に

お
け

る
指

定
校

変
更

及
び

区
域

外
就

学
の

取
扱

い
に

関
す

る
要

綱
（
令

和
6

年
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

告
示

第
2

号
）
 

改
正

後
 

改
正

前
 

（指
定

校
変

更
の

申
立

て
） 

（指
定

校
変

更
の

申
立

て
） 

第
４
条

 
別

表
に

掲
げ

る
理

由
に

よ
り

指
定

校
変

更
の

申
立

て
を

行
う

児
童

又
は

生
徒

の
保

護
者

（以
下

「指
定

校
変

更
申

立
者

」と
い

う
。
）は

、
就

学
指

定
校

変
更

申
立

書
（様

式
第

１号
）に

、
別

表
に

掲
げ

る
区

分
に

応
じ

た
添

付
書

類
を

添
え

て
就

学
を

希
望

す
る

学
校

の
学

校
長

を
経

由
し

て
教

育
委

員
会

へ
提

出

す
る

。
 

第
４
条

 
別

表
に

掲
げ

る
理

由
に

よ
り

指
定

校
変

更
の

申
立

て
を

行
う

児
童

又
は

生
徒

の
保

護
者

（以
下

「指
定

校
変

更
申

立
者

」と
い

う
。
）は

、
就

学
指

定
校

変
更

申
立

書
（様

式
第

１号
）に

、
別

表
に

掲
げ

る
区

分
に

応
じ

た
添

付
書

類
を

添
え

て
就

学
を

希
望

す
る

学
校

の
学

校
長

を
経

由
し

て
教

育
委

員
会

へ
提

出

す
る

。
た

だ
し

、
学

齢
児

童
又

は
学

齢
生

徒
の

保
護

者
が

、
別

表
第

５
項

の
理

由
の

う
ち

市
内

の
院

内
学

級
へ

指
定

校
変

更
の

申
立

て
を

行
う

場
合

に
は

、
院

内
学

級
申

立
書

（様
式

第
２
号

）を
当

該
院

内
学

級

の
学

校
長

を
経

由
し

て
教

育
委

員
会

へ
提

出
す

る
。
 

２
・３

 
（略

） 

 

２
・３

 
（略

） 

 

（区
域

外
就

学
の

申
立

て
） 

（区
域

外
就

学
の

申
立

て
） 

第
９
条

 
別

表
に

掲
げ

る
理

由
に

よ
り

、
区

域
外

就
学

の
申

立
て

を
し

よ
う

と
す

る
児

童
又

は
生

徒
の

保
護

者
（以

下
「区

域
外

就
学

申
立

者
」と

い
う

。
）は

、
区

域
外

就
学

申
立

書
（様

式
第

４
号

）に
別

表
に

掲
げ

る

添
付

書
類

を
添

え
て

就
学

を
希

望
す

る
学

校
の

学
校

長
を

経
由

し
て

教
育

委
員

会
へ

提
出

す
る

。
 

第
９
条

 
別

表
に

掲
げ

る
理

由
に

よ
り

、
区

域
外

就
学

の
申

立
て

を
し

よ
う

と
す

る
児

童
又

は
生

徒
の

保
護

者
（以

下
「区

域
外

就
学

申
立

者
」と

い
う

。
）は

、
区

域
外

就
学

申
立

書
（様

式
第

４
号

）に
別

表
に

掲
げ

る

添
付

書
類

を
添

え
て

就
学

を
希

望
す

る
学

校
の

学
校

長
を

経
由

し
て

教
育

委
員

会
へ

提
出

す
る

。
た

だ

し
、
学

齢
児

童
又

は
学

齢
生

徒
の

保
護

者
が

、
別

表
第

５
項

の
理

由
の

う
ち

市
内

の
院

内
学

級
へ

区
域

外
就

学
の

申
立

て
を

行
う

場
合

に
は

、
院

内
学

級
申

立
書

を
当

該
院

内
学

級
の

学
校

長
を

経
由

し
て

教

育
委

員
会

へ
提

出
す

る
。
 

２
～

４
 
（略

） 

 

２
～

４
 
（略

） 

 

（院
内

学
級

） 
（院

内
学

級
） 

第
12

条
 
別

表
第

５
項

の
理

由
の

う
ち

市
内

の
院

内
学

級
に

就
学

す
る

こ
と

に
つ

い
て

第
６
条

第
１項

又
は

第
10

条
第

１項
の

許
可

を
受

け
た

学
齢

児
童

又
は

学
齢

生
徒

が
在

籍
す

る
当

該
院

内
学

級
の

学
校

長

は
、
当

該
許

可
の

期
間

を
満

了
し

た
と

き
は

、
院

内
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

又
は

生
徒

の
期

間
満

了
に

つ
い

て
（報

告
）（

様
式

第
７
号

）を
教

育
委

員
会

へ
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
12

条
 
第

４
条

第
１項

た
だ

し
書

又
は

第
９
条

第
１項

た
だ

し
書

の
規

定
に

よ
り

院
内

学
級

に
就

学
す

る
こ

と
に

つ
い

て
第

６
条

第
１項

又
は

第
10

条
第

１項
の

許
可

を
受

け
た

学
齢

児
童

又
は

学
齢

生
徒

の
主

治

医
は

、
当

該
許

可
の

期
間

を
満

了
し

た
と

き
は

、
院

内
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

又
は

生
徒

の
医

療
満

了

に
つ

い
て

（報
告

）（
様

式
第

７
号

）を
当

該
院

内
学

級
の

学
校

長
を

経
由

し
て

教
育

委
員

会
へ

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

２
 
院

内
学

級
の

学
校

長
は

、
前

項
に

規
定

す
る

報
告

書
の

提
出

が
あ

っ
た

と
き

は
、
就

学
期

間
の

確
認

を

行
い

、
教

育
委

員
会

へ
提

出
す

る
。
 

２
 
（略

） 

 

３
 
（略

） 

 

別
表

（第
３
条

関
係

） 
別

表
（第

３
条

関
係

） 

 
区

分
 

理
由

 
許

可
期

間
 

添
付

書
類

 
 

区
分

 
理

由
 

許
可

期
間

 
添

付
書

類
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改
正

後
 

改
正

前
 

（略
） 

３
 

兄
弟

姉
妹

関
係

に

よ
る

許
可

 

現
在

、
兄

弟
姉

妹
が

指
定

校
変

更
又

は
区

域
外

就
学

を
許

可
さ

れ
て

お
り

（
第

９
項

及
び

第
10

項
に

よ
る

区
分

を
除

く
。
）、

そ

の
許

可
さ

れ
た

学
校

へ
の

就
学

を
希

望

す
る

場
合

 

小
学

校
又

は

中
学

校
卒

業

ま
で

 

 

（略
） 

５
 

心
身

の
状

況
等

に

よ
る

許
可

 

疾
病

や
障

が
い

に
よ

り
、
指

定
さ

れ
た

学

校
へ

の
就

学
が

困
難

な
場

合
又

は
治

療

の
た

め
に

専
門

病
院

等
へ

通
院

若
し

く
は

入
院

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

合
 

そ
の

事
由

が

解
消

す
る

ま

で
 

教
育

委
員

会
が

必
要

と
す

る
書

類
 

（略
） 

 

（略
） 

３
 

兄
弟

姉
妹

関
係

に

よ
る

許
可

 

現
在

、
兄

弟
姉

妹
が

指
定

校
変

更
又

は
区

域
外

就
学

を
許

可
さ

れ
て

お
り

（
第

９
項

及
び

第
10

項
に

よ
る

区
分

を
除

く
。
）、

そ

の
許

可
さ

れ
た

学
校

へ
の

就
学

を
希

望

す
る

場
合

 

兄
弟

姉
妹

の

許
可

期
間

の

終
了

ま
で

 

 

（略
） 

５
 

心
身

の
状

況
等

に

よ
る

許
可

 

疾
病

や
障

が
い

に
よ

り
、
指

定
さ

れ
た

学

校
へ

の
就

学
が

困
難

な
場

合
又

は
治

療

の
た

め
に

専
門

病
院

等
へ

通
院

若
し

く
は

入
院

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

合
 

そ
の

事
由

が

解
消

す
る

ま

で
 

医
師

の
診

断
書

 

（略
） 
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改
正

後
 

改
正

前
 

様
式

第
２
号

（第
４
条

、
第

９
条

関
係

） 
様

式
第

２
号

（第
４
条

、
第

９
条

関
係

） 

（削
除

） 
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改
正

後
 

改
正

前
 

様
式

第
３
号

（そ
の

１）
（第

６
条

関
係

） 
 

 

様
式

第
３
号

（そ
の

１）
（第

６
条

関
係

） 
 

 

就
学

指
定

校
変

更
決

定
通

知
書

 

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
指

令
第

 
号

 
 

年
 

 
月

 
 

日

保
護

者
 

 
様

 

 

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
 

 
印

  

下
記

児
童

又
は

生
徒

の
就

学
指

定
校

変
更

に
つ

い
て

、
決

定
し

ま
し

た
の

で
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 

フ
リ

ガ
ナ

 
 

性
別

 
 

児
童

又
は

生
徒

氏
名

 
 

生
年

月
日
 

 

保
護

者
氏

名
 

 
続

柄
 

 

現
住

所
（

住
民

登
録

地
）
 

 

指
定

学
校

及
び

学
年

 
安

曇
野

市
立

 
 

 
 

 
 

 
学

校
 

 
 

 
 

 
 

第
 

 
学

年
 

希
望

就
学

校
及

び
学

年
 

安
曇

野
市

立
 

 
 

 
 

 
 

学
校

 
 

 
 

 
 

 
第

 
 

学
年

 

決
定

 
許

可
 

 
 

 
不

許
可

 

不
許

可
理

由
 

 

変
更

期
間

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

備
考

 
 

（
許

可
条

件
）

 

 
 

１
 

通
学

方
法

、
経

路
に

つ
い

て
は

、
学

校
長

に
報

告
し

保
護

者
の

責
任

に
お

い
て

行
う

こ
と

。
 

 
 

２
 

通
学

途
中

の
事

故
等

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
が

責
任

を
負

う
こ

と
。

 

 
 

３
 

許
可

期
間

終
了

後
は

、
教

育
委

員
会

が
指

定
す

る
学

校
へ

就
学

す
る

こ
と

。
 

 
 

４
 

申
請

の
内

容
に

虚
偽

が
あ

っ
た

場
合

は
、

教
育

委
員

会
が

指
定

す
る

学
校

へ
就

学
す

る
こ

と
。

就
学

指
定

校
変

更
決

定
通

知
書

 

安
曇

野
市

指
令

第
 

号

 
 

年
 

 
月

 
 

日

保
護

者
 

 
様

 

 

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
 

 
印

  

下
記

児
童

又
は

生
徒

の
就

学
指

定
校

変
更

に
つ

い
て

、
決

定
し

ま
し

た
の

で
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 

フ
リ

ガ
ナ

 
 

性
別

 
 

児
童

又
は

生
徒

氏
名

 
 

生
年

月
日
 

 

保
護

者
氏

名
 

 
続

柄
 

 

現
住

所
（

住
民

登
録

地
）
 

 

指
定

学
校

及
び

学
年

 
安

曇
野

市
立

 
 

 
 

 
 

 
学

校
 

 
 

 
 

 
 

第
 

 
学

年
 

希
望

就
学

校
及

び
学

年
 

安
曇

野
市

立
 

 
 

 
 

 
 

学
校

 
 

 
 

 
 

 
第

 
 

学
年

 

決
定

 
許

可
 

 
 

 
不

許
可

 

不
許

可
理

由
 

 

変
更

期
間

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

備
考

 
 

（
許

可
条

件
）

 

 
 

１
 

通
学

方
法

、
経

路
に

つ
い

て
は

、
学

校
長

に
報

告
し

保
護

者
の

責
任

に
お

い
て

行
う

こ
と

。
 

 
 

２
 

通
学

途
中

の
事

故
等

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
が

責
任

を
負

う
こ

と
。

 

 
 

３
 

許
可

期
間

終
了

後
は

、
教

育
委

員
会

が
指

定
す

る
学

校
へ

就
学

す
る

こ
と

。
 

 
 

４
 

申
請

の
内

容
に

虚
偽

が
あ

っ
た

場
合

は
、

教
育

委
員

会
が

指
定

す
る

学
校

へ
就

学
す

る
こ

と
。
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改
正

後
 

改
正

前
 

様
式

第
６
号

（そ
の

１）
（第

10
条

関
係

） 

 

様
式

第
６
号

（そ
の

１）
（第

10
条

関
係

） 

 
 

区
域

外
就

学
決

定
通

知
書

 

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
指

令
第

 
号

 
年

 
 

月
 

 
日

保
護

者
 

 
 

様
 

 

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
 

 
印

 

下
記

児
童

又
は

生
徒

の
区

域
外

就
学

に
つ

い
て

、
決

定
し

ま
し

た
の

で
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 

フ
リ

ガ
ナ

 
 

性
別

 
 

児
童

又
は

生
徒

氏
名

 
 

生
年
月

日
 

 

保
護

者
氏

名
 

 
続

柄
 

 

現
住

所
 

 

指
定

学
校

及
び

学
年

 
 

 
 

 
立

 
 

 
 

 
 

 
学

校
 

 
 

 
第

 
 

学
年

 

希
望

就
学

校
及

び
学

年
 

安
曇

野
市

立
 

 
 

 
 

 
 

学
校

 
 

 
 

第
 

 
学

年
 

決
定

 
許

可
 

 
 

 
不

許
可

 

不
許

可
の

理
由

 
 

変
更

期
間

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

備
考

 
 

（
許

可
条

件
）

 

 
 

１
 

通
学

方
法

、
経

路
に

つ
い

て
は

、
学

校
長

に
報

告
し

保
護

者
の

責
任

に
お

い
て

行
う

こ
と

。
 

 
 

２
 

通
学

途
中

の
事

故
等

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
が

責
任

を
負

う
こ

と
。

 

 
 

３
 

許
可

期
間

終
了

後
は

、
教

育
委

員
会

が
指

定
す

る
学

校
へ

就
学

す
る

こ
と

。
 

 
 

４
 

申
請

の
内

容
に

虚
偽

が
あ

っ
た

場
合

は
、

教
育

委
員

会
が

指
定

す
る

学
校

へ
就

学
す

る
こ

と
。

 

区
域

外
就

学
決

定
通

知
書

 

安
曇

野
市

指
令

第
 

号

 
年

 
 

月
 

 
日

保
護

者
 

 
 

様
 

 

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
 

 
印

 

下
記

児
童

又
は

生
徒

の
区

域
外

就
学

に
つ

い
て

、
決

定
し

ま
し

た
の

で
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 

フ
リ

ガ
ナ

 
 

性
別

 
 

児
童

又
は

生
徒

氏
名

 
 

生
年
月

日
 

 

保
護

者
氏

名
 

 
続

柄
 

 

現
住

所
 

 

指
定

学
校

及
び

学
年

 
 

 
 

 
立

 
 

 
 

 
 

 
学

校
 

 
 

 
第

 
 

学
年

 

希
望

就
学

校
及

び
学

年
 

安
曇

野
市

立
 

 
 

 
 

 
 

学
校

 
 

 
 

第
 

 
学

年
 

決
定

 
許

可
 

 
 

 
不

許
可

 

不
許

可
の

理
由

 
 

変
更

期
間

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

備
考

 
 

（
許

可
条

件
）

 

 
 

１
 

通
学

方
法

、
経

路
に

つ
い

て
は

、
学

校
長

に
報

告
し

保
護

者
の

責
任

に
お

い
て

行
う

こ
と

。
 

 
 

２
 

通
学

途
中

の
事

故
等

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
が

責
任

を
負

う
こ

と
。

 

 
 

３
 

許
可

期
間

終
了

後
は

、
教

育
委

員
会

が
指

定
す

る
学

校
へ

就
学

す
る

こ
と

。
 

 
 

４
 

申
請

の
内

容
に

虚
偽

が
あ

っ
た

場
合

は
、

教
育

委
員

会
が

指
定

す
る

学
校

へ
就

学
す

る
こ

と
。
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改
正

後
 

改
正

前
 

様
式

第
７
号

（第
12

条
関

係
）

 

 

様
式

第
７
号

（第
12

条
関

係
） 

 

 

 

院
内

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
又

は
生

徒
の

期
間

満
了

に
つ

い
て

（
報

告
）

 

 

 
年

 
 

月
 

 
日

（
宛

先
）

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
 

 
 

学
校

長
 

 
 

   

下
記

の
と

お
り

院
内

学
級
期

間
が

満
了

し
た

の
で

通
知

し
ま

す
。

 

 

記
 

 

フ
リ

ガ
ナ

 
 

児
童

又
は

生
徒

氏
名

 
 

生
年

月
日

 
 

現
住

所
 

 

指
定

学
校

及
び

学
年

 
 

 
 

 
立

 
 

 
 

 
 

 
学

校
 

 
 

 
第

 
 

学
年

 

就
学

校
及

び
学

年
 

安
曇

野
市

立
 

 
 

 
 

 
 

学
校

 
 

 
 

第
 

 
学

年
 

（
院

内
学

級
）

 

就
学

期
間

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

（
院

内
学

級
転

入
日

）
か

ら
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
（

院
内

学
級

転
出

日
）

ま
で

 

 

 

院
内

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
又
は

生
徒

の
医

療
満

了
に
つ

い
て

（
報

告
）

 

 

 
年

 
 
月

 
 

日

（
宛

先
）

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
 

病
 

院
 

名
 

担
当

主
治

医
 

 
 

 
 
 

 

   

病
院

院
内

学
級

に
在

籍
す

る
下

記
児

童
又
は

生
徒
は

、
当

病
院
で

の
医

療
を

満
了

し
た

の
で

報
告

し
ま

す
。
住

所
地

の
教
育

委
員

会
が

指
定

す
る

学
校

へ
の

就
学

の
た

め
、
院

内
学

級
期

間
満

了
通

知
書
を

関
係

機
関

へ
送
付

願
い

ま
す

。
 

 

記
 

 

フ
リ

ガ
ナ

 
 

児
童

又
は

生
徒

氏
名
 

 

生
年

月
日

 
 

現
住

所
 

 

指
定

学
校

及
び

学
年
 

 
 

 
 

立
 

 
 

 
 

 
 

学
校

 
 

 
 

第
 

 
学

年
 

就
学

校
及

び
学

年
 

安
曇

野
市

立
 

 
 

 
 

 
 

学
校

 
 

 
 

第
 

 
学

年
 

（
院

内
学

級
）

 

就
学

期
間

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

（
院
内

学
級

転
入

日
）
か

ら
 

 
 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

（
院
内

学
級

転
出

日
）
ま

で
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議案第 9 号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳 (担当) 高橋満 

  

タイトル 
安曇野市教育委員会の任命に係る会計年度任用職員の勤務時間、

休暇等に関する規則の一部改正について 

決定を要する事項の

内容 
標記規則改正の可否 

要旨 人事院勧告等に伴い、会計年度任用職員の処遇を改めるもの。 

説明 

 

１ 改正内容 

 (１) 公務外の療養休暇を有給とするもの。 

(２) 夏季休暇の取得可能期間を延長するもの。 

(３) 子の看護休暇を小学校就学始期までの子から、９歳到達年

度末までの子とするもの。 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

の
任

命
に

係
る

会
計

年
度

任
用

職
員

の
勤

務
時

間
、

休
暇

等
に

関
す

る
規

則
（

令
和

２
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
規

則
第

３
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
特
別
休
暇
）
 

（
特
別
休
暇
）
 

第
10
条
 
会
計
年
度
任
用
職
員
に
別
表
第
１
の
事
由
欄
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
（
同
表
第
８
号
、

第
９
号
、
第
12
号
、
第
13
号
及
び
第
15
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
の
定
め
る
会

計
年
度
任
用
職
員
に
限
る
。
）
に
は
、
同
表
の
期
間
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
有
給
の
休
暇
を
与
え
る
も

の
と
す
る
。
 

第
10
条
 
会
計
年
度
任
用
職
員
に
別
表
第
１
の
事
由
欄
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
（
同
表
第
８
号
、

第
９
号
、
第
12
号
及
び
第
13
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
の
定
め
る
会
計
年
度
任

用
職
員
に
限
る
。
）
に
は
、
同
表
の
期
間
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
有
給
の
休
暇
を
与
え
る
も
の
と
す

る
。
 

２
 
会
計
年
度
任
用
職
員
に
別
表
第
２
の
事
由
欄
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
（
同
表
第
２
号
か
ら
第

５
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
の
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
限
る
。
）

に
は
、
同
表
の
期
間
欄
に
掲
げ
る
無
給
の
休
暇
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
 

 

２
 
会
計
年
度
任
用
職
員
に
別
表
第
２
の
事
由
欄
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
（
同
表
第
４
号
か
ら
第

７
号
ま
で
及
び
第
11
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
の
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員

に
限
る
。
）
に
は
、
同
表
の
期
間
欄
に
掲
げ
る
無
給
の
休
暇
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
補
則
）
 

（
委
任
）
 

第
15
条
 
（
略
）
 

 

第
15
条
 
（
略
）
 

 

別
表
第
１
（
第
10
条
関
係
）
 

別
表
第
１
（
第
10
条
関
係
）
 

事
由
 

期
間
 

（
略
）
 

(３
) 

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
勤
務
し
な

い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
 

ア
 
会
計
年
度
任
用
職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た

場
合
で
、
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を
行

い
、
又
は
一
時
的
に
避
難
し
て
い
る
と
き
。
 

イ
 
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
と
同
一

の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く

不
足
し
て
い
る
場
合
で
、
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
以
外
に
は

そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。
 

７
日
の
範
囲
内
の
期
間
 

（
略
）
 

(８
) 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
夏
季
に
お
け
る
盆
等
の
諸
行
事
、
心

一
の

年
の
６

月
か

ら
10

事
由
 

期
間
 

（
略
）
 

(３
) 

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
勤
務
し
な

い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
 

ア
 
会
計
年
度
任
用
職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た

場
合
で
、
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を
行

い
、
又
は
一
時
的
に
避
難
し
て
い
る
場
合
 

イ
 
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
と
同
一

の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く

不
足
し
て
い
る
場
合
で
、
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
以
外
に
は

そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
 

７
日
の
範
囲
内
の
期
間
 

（
略
）
 

(８
) 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
夏
季
に
お
け
る
盆
等
の
諸
行
事
、
心

一
の

年
の
７

月
か

ら
９
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改
正
後
 

改
正
前
 

身
の
健
康
の
維
持
及
び
増
進
又
は
家
庭
生
活
の
充
実
の
た
め
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
 

月
ま
で
の
期
間
内
に
お
け

る
教
育
委
員
会
の
定
め
る

日
を
除
い
て
原
則
と
し
て

連
続
す
る
４
日
の
範
囲
内

の
期
間
 

（
略
）
 

(1
4)
 
妊
娠
中
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
業
務
が
母
体
又
は
胎
児
の

健
康
保
持
に
影
響
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
 

当
該

職
員

が
適
宜

休
息

し
、
又
は
補
食
す
る
た
め

に
必
要
な
時
間
 

(1
5)
 
会
計
年
度
任
用
職
員
が
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
 

一
の

年
度

に
お

い
て

教

育
員
会
の
定
め
る
期
間
 

 

身
の
健
康
の
維
持
及
び
増
進
又
は
家
庭
生
活
の
充
実
の
た
め
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
 

月
ま
で
の
期
間
内
に
お
け

る
教
育
委
員
会
の
定
め
る

日
を
除
い
て
原
則
と
し
て

連
続
す
る
４
日
の
範
囲
内

の
期
間
 

（
略
）
 

(1
4)
 
妊
娠
中
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
業
務
が
母
体
又
は
胎
児
の

健
康
保
持
に
影
響
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
 

当
該

職
員

が
適
宜

休
息

し
、
又
は
補
食
す
る
た
め

に
必
要
な
時
間
 

 

別
表
第
２
（
第
10
条
関
係
）
 

別
表
第
２
（
第
10
条
関
係
）
 

事
由
 

期
間
 

（
略
）
 

(２
) 

９
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３

月
31

日
ま

で
の

間
に

あ
る

子

（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
養
育
す
る

会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
当
該
子
の

看
護
等
（
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病

に
か
か
っ
た
当
該
子
の
世
話
、
疾
病

の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も
の

と
し
て
教
育
委
員
会
の
定
め
る
当
該

子
の
世
話
若
し
く
は
学
校
保
健
安
全

法
（
昭
和
33
年
法
律
第
56
号
）
第
20

一
の
年
度
に
お
い
て
５
日
（
そ
の
養
育
す
る
９
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

子
が
２
人
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
10
日
）
（
勤
務

日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年

度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
考

慮
し
、
教
育
委
員
会
の
定
め
る
時
間
）
の
範
囲
内
の
期

間
 

事
由
 

期
間
 

（
略
）
 

(２
) 

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

ま
で
の
子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

養
育
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、

当
該
子
の
看
護
（
負
傷
し
、
若
し
く

は
疾
病
に
か
か
っ
た
当
該
子
の
世
話

又
は
疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必

要
な
も
の
と
し
て
教
育
委
員
会
の
定

め
る
当
該
子
の
世
話
を
行
う
こ
と
を

い
う
。
）
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と

が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
 

一
の
年
度
に
お
い
て
５
日
（
そ
の
養
育
す
る
小
学
校

就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
が
２
人
以
上
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
10
日
）
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の

時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
、
教
育
委
員
会
の

定
め
る
時
間
）
の
範
囲
内
の
期
間
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改
正
後
 

改
正
前
 

条
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
休
業
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
教
育

委
員
会
が
定
め
る
事
由
に
伴
う
当
該

子
の
世
話
を
行
う
こ
と
又
は
当
該
子

の
教
育
若
し
く
は
保
育
に
係
る
行
事

の
う
ち
教
育
委
員
会
が
定
め
る
も
の

へ
参
加
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
の
た

め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
 

（
略
）
 

(８
) 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
公
務
上

の
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ

と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
 

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
 

(９
) 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
骨
髄
移

植
の
た
め
の
骨
髄
若
し
く
は
末
梢
血

幹
細
胞
移
植
の
た
め
の
末
梢
血
幹
細

胞
の
提
供
希
望
者
と
し
て
そ
の
登
録

を
実
施
す
る
者
に
対
し
て
登
録
の
申

出
を
行
い
、
又
は
配
偶
者
、
父
母
、

子
及
び
兄
弟
姉
妹
以
外
の
者
に
、
骨

髄
移
植
の
た
め
骨
髄
若
し
く
は
末
梢

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
 

 （
略
）
 

(８
) 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
公
務
上

の
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ

と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
 

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
 

(９
) 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
負
傷
又

は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
前

３
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
 

一
の
年
度
に
お
い
て
教
育
委
員
会
の
定
め
る
期
間
 

(1
0)
 
会
計
年
度
任
用
職
員
が
骨
髄
移

植
の
た
め
の
骨
髄
若
し
く
は
末
梢
血

幹
細
胞
移
植
の
た
め
の
末
梢
血
幹
細

胞
の
提
供
希
望
者
と
し
て
そ
の
登
録

を
実
施
す
る
者
に
対
し
て
登
録
の
申

出
を
行
い
、
又
は
配
偶
者
、
父
母
、

子
及
び
兄
弟
姉
妹
以
外
の
者
に
、
骨

髄
移
植
の
た
め
骨
髄
若
し
く
は
末
梢

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
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改
正
後
 

改
正
前
 

血
幹
細
胞
移
植
の
た
め
末
梢
血
幹
細

胞
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
申
出
又
は
提
供
に
伴
い
必
要
な
検

査
、
入
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

と
き
。
 

(1
0)
 
妊
娠
中
及
び
産
後
１
年
を
経
過

し
な
い
会
計
年
度
任
用
職
員
が
母
子

保
健
法
第
10
条
に
規
定
す
る
保
健
指

導
又
は
同
法
第
13
条
第
１
項
に
規
定

す
る
健
康
診
査
を
受
け
る
場
合
 

教
育
委
員
会
の
定
め
る
時
間
 

(1
1)
 
妊
娠
中
の
会
計
年
度
任
用
職
員

が
通
勤
に
利
用
す
る
交
通
機
関
の
混

雑
の
程
度
が
母
体
又
は
胎
児
の
健
康

保
持
に
影
響
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
 

教
育
委
員
会
の
定
め
る
時
間
 

 

血
幹
細
胞
移
植
の
た
め
末
梢
血
幹
細

胞
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
申
出
又
は
提
供
に
伴
い
必
要
な
検

査
、
入
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

と
き
。
 

   

(1
1)
 
妊
娠
中
の
職
員
及
び
産
後
１
年

を
経
過
し
な
い
会
計
年
度
任
用
職
員

が
母
子
保
健
法
第
10
条
に
規
定
す
る

保
健
指
導
又
は
同
法
第
13
条
第
１
項

に
規
定
す
る
健
康
診
査
を
受
け
る
場

合
 

教
育
委
員
会
の
定
め
る
時
間
 

(1
2)
 
妊
娠
中
の
会
計
年
度
任
用
職
員

が
通
勤
に
利
用
す
る
交
通
機
関
の
混

雑
の
程
度
が
母
体
又
は
胎
児
の
健
康

保
持
に
影
響
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
 

教
育
委
員
会
の
定
め
る
時
間
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      は、個人に関する情報で、特定の個人が識別され、又は識別され得るも

ので、個人情報の保護に該当する案件に該当するため、非公開とします（安曇野市情

報公開条例（平成 18 年安曇野市条例第５号）第５条第１項第２号）。

議案第10号



 

【教育委員会定例会提出資料】 

議案第 11 号 教育部文化課 

令和 7 年３月 26 日提出 (課長)三澤 新弥  (担当) 奈良澤 一恵 

  

件名 安曇野市図書館視覚障害者サービス実施要綱の一部改正について 

決定を要する事項の

内容 
「安曇野市図書館視覚障害者サービス実施要綱」の承認 

要旨 

安曇野市図書館の利用にあたり、視覚障害者に限らず、読書及び図書

館を利用することが困難な方へのサービスを広く提供するため、「安曇

野市図書館視覚障害者サービス実施要綱」の一部を改正するもの。 

説明 

１ 改正内容の趣旨 

 

（１）要綱の題名の変更 

  「安曇野市図書館視覚障害者サービス実施要綱」の表題中「視覚」

を削り、他の障害（肢体不自由や高齢者など）の方にも広く読書を楽

しんでいただけるよう題名を変更する。 

 

（２）新たなサービス 

  従来の視覚障害者に向けたサービスに、デイジー再生機等の読書

支援機器の貸出しを追加するとともに、来館が困難な方には図書館

資料の宅配サービスを行う。 

 

（３）現状に即した内容とするため、様式第１号・第２号を一部改正し、様

式第３号を追加する。 

 

２ 施行日   令和７年４月１日 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
図

書
館

視
覚

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
実

施
要

綱
（
平

成
2

3
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
告

示
第

1
号

）
 

改
正

後
 

改
正

前
 

安
曇

野
市

図
書

館
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

実
施

要
綱

 

 

安
曇

野
市

図
書

館
視

覚
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

実
施

要
綱

 

 

（趣
旨

） 
（趣

旨
） 

第
１条

 
こ

の
要

綱
は

、
安

曇
野

市
図

書
館

管
理

規
則

（平
成

18
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
規

則
第

８
号

）

第
16

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
図

書
館

を
利

用
す

る
障

害
者

へ
の

支
援

（以
下

「障
害

者
サ

ー
ビ

ス
」と

い

う
。
）に

関
し

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。
 

 

第
１条

 
こ

の
要

綱
は

、
安

曇
野

市
図

書
館

管
理

規
則

（平
成

18
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
規

則
第

８
号

）

第
17

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
図

書
館

を
利

用
す

る
視

覚
障

害
者

へ
の

支
援

（以
下

「視
覚

障
害

者
サ

ー

ビ
ス

」と
い

う
。
）に

関
し

、
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。
 

 

（実
施

事
業

） 
（実

施
事

業
） 

第
２
条

 
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

は
、
安

曇
野

市
中

央
図

書
館

が
行

う
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。
 

第
２
条

 
視

覚
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

は
、
安

曇
野

市
中

央
図

書
館

が
次

の
と

お
り

行
う

も
の

と
す

る
。
 

(１
) 

（略
） 

(１
) 

（略
） 

(２
) 

録
音

資
料

、
点

字
資

料
等

（以
下

「障
害

者
用

資
料

」と
い

う
。
）の

郵
送

等
に

よ
る

貸
出

サ
ー

ビ
ス

 
(２

) 
録

音
資

料
、
点

字
資

料
等

（以
下

「障
害

者
用

資
料

」と
い

う
。
）の

郵
送

等
に

よ
る

貸
出

し
 

(３
) 

図
書

館
資

料
の

宅
配

サ
ー

ビ
ス

 
(３

) 
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
 

(４
) 

デ
イ

ジ
ー

再
生

機
等

の
貸

出
し

サ
ー

ビ
ス

 
＿

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

(５
) 

そ
の

他
安

曇
野

市
中

央
図

書
館

長
（以

下
「館

長
」と

い
う

。
）が

必
要

と
認

め
た

サ
ー

ビ
ス

 

 

(４
) 

そ
の

他
図

書
館

長
（以

下
「館

長
」と

い
う

。
）が

必
要

と
認

め
た

サ
ー

ビ
ス

 

 

（利
用

対
象

者
） 

（対
象

者
） 

第
３
条

 
前

条
に

規
定

す
る

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
者

は
、
市

内
に

在
住

す
る

者
の

う
ち

、
次

の

各
号

に
掲

げ
る

サ
ー

ビ
ス

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

第
３
条

 
視

覚
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

の
対

象
者

は
、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

と
す

る
。
 

(１
) 

前
条

第
１
号

の
サ

ー
ビ

ス
 
視

覚
障

害
に

よ
り

身
体

障
害

者
福

祉
法

（昭
和

2
4
年

法
律

第
2
8
3

号
）第

15
条

に
定

め
る

身
体

障
害

者
手

帳
の

交
付

を
受

け
て

い
る

者
及

び
そ

の
他

の
理

由
に

よ
り

、

通
常

の
活

字
に

よ
る

読
書

が
困

難
と

館
長

が
認

め
た

者
 

(１
) 

市
内

在
住

者
で

、
視

覚
障

害
に

よ
り

身
体

障
害

者
手

帳
の

交
付

を
受

け
て

い
る

者
 

(２
) 

前
条

第
２
号

又
は

第
４
号

の
サ

ー
ビ

ス
 
視

覚
障

害
に

よ
り

身
体

障
害

者
手

帳
の

交
付

を
受

け
て

い
る

者
 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

(３
) 

前
条

第
３
号

の
サ

ー
ビ

ス
 
障

害
程

度
が

２
級

以
上

の
身

体
障

害
者

手
帳

（視
覚

障
害

を
除

く
。
）

の
交

付
を

受
け

て
い

る
者

、
療

育
手

帳
交

付
要

綱
（昭

和
5
0
年

長
野

県
告

示
19

2
号

）に
規

定
す

る

療
育

手
帳

の
交

付
を

受
け

て
い

る
者

、
介

護
保

険
法

（平
成

９
年

法
律

第
12

3
号

）第
７
条

の
規

定
に

よ
り

要
介

護
認

定
を

受
け

て
い

る
者

等
で

、
図

書
館

へ
来

館
す

る
こ

と
が

困
難

と
館

長
が

認
め

た
者

 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

(４
) 

館
長

が
必

要
と

認
め

た
者

 

 

(２
) 

視
覚

障
害

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

必
要

が
あ

る
と

館
長

が
認

め
た

者
 

 

（利
用

登
録

） 
（利

用
登

録
） 
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改
正

後
 

改
正

前
 

第
４
条

 
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
を

希
望

す
る

者
又

は
当

該
者

の
代

理
人

は
、
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

利
用

登
録

申
込

書
（様

式
第

１号
）を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

第
４
条

 
視

覚
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
を

希
望

す
る

者
又

は
当

該
者

の
代

理
人

は
、
視

覚
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

利
用

登
録

願
（様

式
第

１号
）を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 
（略

） 
２
 
（略

） 

３
 
前

項
の

規
定

に
よ

り
登

録
さ

れ
た

者
（以

下
「利

用
登

録
者

」と
い

う
。
）は

、
申

込
書

に
記

載
し

た
事

項

に
変

更
が

生
じ

た
と

き
は

、
速

や
か

に
館

長
に

届
け

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

３
 
前

項
の

規
定

に
よ

り
登

録
さ

れ
た

者
（以

下
「利

用
登

録
者

」と
い

う
。
）は

、
登

録
願

に
記

載
し

た
事

項

に
変

更
が

生
じ

た
と

き
は

、
速

や
か

に
館

長
に

届
け

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

４
 
利

用
登

録
者

は
、
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

利
用

登
録

申
込

書
に

て
代

理
人

の
登

録
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、
第

２

条
に

規
定

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
手

続
を

当
該

利
用

登
録

者
に

代
わ

っ
て

行
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

４
 
利

用
登

録
者

は
、
視

覚
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

利
用

登
録

願
に

あ
る

代
理

人
の

登
録

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、

第
２
条

第
１号

及
び

第
２
号

に
規

定
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

手
続

き
を

当
該

者
に

代
わ

っ
て

行
わ

せ
る

こ
と

が

で
き

る
。
 

 

（利
用

登
録

の
抹

消
） 

（利
用

登
録

の
抹

消
） 

第
６
条

 
館

長
は

、
利

用
登

録
者

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
は

、
登

録
を

抹
消

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

第
６
条

 
館

長
は

、
利

用
登

録
者

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
は

、
登

録
を

抹
消

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(１
) 

（略
） 

(１
) 

（略
） 

(２
) 

３
年

間
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

な
か

っ
た

と
き

。
 

(２
) 

３
年

間
視

覚
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

な
か

っ
た

と
き

。
 

(３
) 

（略
） 

 

(３
) 

（略
） 

 

（対
面

朗
読

） 
（対

面
朗

読
の

手
続

） 

第
７
条

 
利

用
登

録
者

が
対

面
朗

読
を

希
望

す
る

と
き

は
、
希

望
す

る
日

の
３
日

前
ま

で
に

対
面

朗
読

申
込

書
（様

式
第

２
号

）を
館

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

第
７
条

 
利

用
登

録
者

が
対

面
朗

読
を

希
望

す
る

と
き

は
、
希

望
す

る
日

の
３
日

前
ま

で
に

利
用

希
望

者
又

は
代

理
人

は
、
来

館
、
送

付
又

は
電

話
の

い
ず

れ
か

の
方

法
で

対
面

朗
読

申
込

受
付

表
（様

式
第

２
号

）

を
館

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
・３

 
（略

） 
２
・３

 
（略

） 

４
 
対

面
朗

読
は

、
原

則
１人

１日
１回

２
時

間
以

内
と

す
る

。
 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

５
 
（略

） 

 

４
 
（略

） 

 

（障
害

者
用

資
料

の
貸

出
サ

ー
ビ

ス
） 

（障
害

者
用

資
料

の
貸

出
し

） 

第
８
条

 
利

用
登

録
者

が
郵

送
等

に
よ

る
貸

出
サ

ー
ビ

ス
を

希
望

す
る

と
き

は
、
安

曇
野

市
図

書
館

所
蔵

の

障
害

者
用

資
料

又
は

点
字

図
書

館
等

か
ら

借
用

し
た

障
害

者
用

資
料

を
、
郵

送
等

に
よ

り
借

り
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

第
８
条

 
利

用
登

録
者

で
第

３
条

第
１号

に
該

当
す

る
者

は
、
安

曇
野

市
図

書
館

所
蔵

の
障

害
者

用
資

料
又

は
点

字
図

書
館

等
か

ら
借

用
し

た
障

害
者

用
資

料
を

、
郵

送
等

に
よ

り
無

料
で

貸
出

す
こ

と
が

で
き

る
。
 

２
 
（略

） 
２
 
（略

） 

３
 
第

１項
の

障
害

者
用

資
料

に
つ

い
て

、
当

該
利

用
登

録
者

は
、
希

望
す

る
場

合
に

お
い

て
電

子
デ

ー
タ

で
提

供
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
。
た

だ
し

、
光

デ
ィ

ス
ク

等
の

実
費

に
つ

い
て

は
障

害
者

資
料

デ
ー

タ

の
提

供
を

希
望

す
る

も
の

が
負

担
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
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改
正

後
 

改
正

前
 

（図
書

館
資

料
の

宅
配

サ
ー

ビ
ス

） 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

第
９
条

 
利

用
登

録
者

が
図

書
館

資
料

の
宅

配
サ

ー
ビ

ス
を

希
望

す
る

と
き

は
、
宅

配
希

望
着

の
３
日

前
ま

で
に

安
曇

野
市

中
央

図
書

館
に

申
し

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

＿
＿

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

２
 
図

書
館

資
料

の
宅

配
サ

ー
ビ

ス
の

対
象

と
な

る
図

書
館

資
料

は
、
市

内
図

書
館

の
所

蔵
の

範
囲

と
し

、

次
に

掲
げ

る
資

料
は

対
象

と
し

な
い

。
た

だ
し

、
館

長
が

認
め

た
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。
 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

(１
) 

冊
子

や
地

形
図

等
、
貸

出
用

に
資

料
登

録
さ

れ
て

い
な

い
資

料
 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

(２
) 

新
聞

及
び

貸
出

禁
止

の
雑

誌
 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

(３
) 

参
考

図
書

及
び

館
内

閲
覧

資
料

 
＿

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

(４
) 

そ
の

他
館

長
が

適
当

で
な

い
と

認
め

た
資

料
 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

３
 
第

１項
の

貸
出

し
は

10
点

以
内

と
し

、
利

用
期

間
は

１月
以

内
と

す
る

。
 

 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

 

（デ
イ

ジ
ー

再
生

機
の

貸
出

サ
ー

ビ
ス

） 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

第
10

条
 
利

用
登

録
者

が
デ

イ
ジ

ー
再

生
機

の
貸

出
し

サ
ー

ビ
ス

を
希

望
す

る
と

き
は

、
読

書
支

援
機

器

貸
出

申
込

書
（様

式
第

３
号

）を
館

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

＿
＿

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

２
 
貸

出
期

間
は

、
最

長
６
月

以
内

と
す

る
。
 

 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

 

（そ
の

他
） 

（そ
の

他
） 

第
11

条
 
こ

の
要

綱
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

は
、
館

長
が

別
に

定
め

る
。
 

 

第
９
条

 
こ

の
要

綱
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
視

覚
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

は
、
館

長

が
別

に
定

め
る

。
 

 

様
式

第
３
号

（第
９
条

関
係

） 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
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様
式

第
1
号

（
第

４
条

関
係

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
改

 
正

 
後

 

 

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
利

用
登

録
申

込
書

 
 

 
 

 （
宛

先
）

 
安

曇
野

市
中

央
図

書
館

長
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

日
 

利
用

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

障
害

者
手

帳
 

有
・

無
 

ふ
り

が
な

 
 

名
 
 

前
 

  

障
害

の
種

類
 

（
視

覚
障

害
以

外
記

入
）

 

  
等

級
 

 
 

 
 

級
 

生
年

月
日

 
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
 年

 
 
 
 
月

 
 
 
 

日
 

住
 

所
 

〒
 

 
 

 
－
 

 
 

 
 

 
 

  

電
話

番
号

 
 

Ｆ
Ａ

Ｘ
 

 

メ
ー

ル
 

 

代
理

人
の

 
 
 

登
録

 

住
 

所
 

〒
 

 
 

 
―

 
 

 
 

 
 

 

名
 

前
 

 

電
話

番
号

 
 

特
記

事
項

 
視

覚
障

害
 

点
字

使
用
（

 
可

 ・
 
不

可
 
）
 
Ｄ

Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｙ

再
生

機
（

 
有

 
・

 
無

 
）
 

 

受
 

付
 

日
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

受
付

館
 

担
当

者
 

 

   

  

申
込

区
分

 
新

規
 
・
 

 
変

更
 
・
 
更

新
 

様
式

第
1
号

（
第

４
条

関
係

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
改
 

正
 
前

 

 

視
覚

障
害
者
サ
ー
ビ

ス
利

用
登
録

願
 

（
新
規
・
変
更

）
 

 

 
 

 
安
曇
野
市
中
央
図

書
館
長
 
宛
 

 

平
成
 
 

年
 

 
月
 
 
日
 

 
 

利
用
者
番
号
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
 
 

障
害

者
手

帳
 
有
・
無
 

フ
リ
ガ
ナ
 

 
男 ・ 女  

電
話

番
号
 

 携
帯

番
号
 

 Ｆ
Ａ

Ｘ
 

 メ
ー

ル
ア

ド
レ
ス
 

氏
名
（
性
別
）
 
 

生
年
月
日
 

明
治
・
大
正
・

昭
和

・
平
成
 
 

年
 
 
月
 
 

日
 

郵
便
番
号
 

 
 

 
―

 
 

 
 

 
 

自
宅
住
所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

点
字
使
用
 

可
・

否
 テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
 有

（
普
通

・
２
速
）
・
無
 
デ
イ

ジ
ー
 

有
・

無
 

代
理
人
の
 

登
録
 

郵
便
番
号
 

 
 

 
―

 
 

 
 

 
 

住
所
 

 
 

氏
名
 

 
 

電
話
番
号
 

 
 

備
 
 
考
 

 
 

 

受
付

日
 
 

 
 
 
年
 
 
 

月
 
 
 
日
 

受
付

館
 

担
当

者
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様
式

第
２

号
（

第
７

条
関

係
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
改
 

正
 

後
 

 

対
面

朗
読

申
込

書
 

 （
宛

先
）

 
安

曇
野

市
中

央
図

書
館

長
 

受
 

付
 

日
 

 
 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

 
月

 
 

 
 

 
日

 

希
望

す
る

図
書

館
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図

 
書

 
館

 

対
面

朗
読

希
望

者
 

名
 

前
 

利
用

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
り

が
な

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

連
 
絡
 
先
 

（
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
）
 

 

資
 

料
 

名
 

  

希
望

日
時

 
年

 
 

 
月

 
 

日
 

午
前

・
午

後
 

 
 

時
 

 
分

 
～

 
午

前
・

午
後

 
 

時
 

 
分

 

所
 

 
蔵

 
資

 
料

 

有
 

・
 

無
 

回
送

依
頼

館
名

（
中

央
 

豊
科

 
三

郷
 

堀
金

 
明

科
）

 
 

月
 

 
日

 

 相
互

貸
借

依
頼

館
名

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

月
 

 
 

日
 

依
頼

朗
読

者
名

 
氏

名
 

確 認 日  

 
 

 
月

 
 

日
 

氏
名

 
 

 
 

月
 

 
日

 

申
込

者
へ

の
連

絡
 

 

備
 

 
 

 
 

 
考

 

（
資

料
・

希
望

日
や

朗
読

者
な

ど
調

整
が

整
わ

な
い

等
、

対
面

朗
読

申
込

者

と
の

連
絡

事
項

等
、

録
音

機
器

な
ど

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
レ

コ
ー

ダ
ー

な
ど

の

問
い

合
わ

せ
な

ど
、

そ
の

他
気

が
つ

い
た

事
柄

を
記

入
）

 

    

様
式

第
２
号
（
第
７
条
関

係
）
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
改

 
正

 
前

 

  

対
面

朗
読

申
込

受
付

表
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

受
 

付
 

日
 

平
成
 
 
 
 

 
年
 
 
 
 
 

月
 
 
 
 
 

日
 

希
望
す
る
図
書

館
 

図
 
書
 
館
 

 
 

 
 
 

対
面
朗
読
 
希
望
者
 

氏
名
 

利
用

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―
 

 

フ
リ

ガ
ナ
 

 

連
 
 
絡
 
 

先
 

 
 

 
 

（
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 
―
 

資
 

料
 

名
 

 

希
 

 
 

望
 

日
 

 
 

時
 

 
 

年
 

 
月
 
 
日
 
午
前

 
 
時
 
 

分
～

午
前
 
 
時

 
 
分
 

午
後

 
 

時
 
 
分
～
午

後
 

 
時
 

 
分
 

所
 
 
蔵
 
 

料
 

有
 

・
 

無
 

回
送

依
頼

館
名
（
中
央
 
豊
科

 
三
郷
 
堀

金
 

明
科
 
）
 

月
 
日
 

 相
互

貸
借

依
頼
館
名
（
 
 
 

 
 
 
 
 

）
 

 
 
月
 
 

 
日
 

依
頼

朗
読
者
名
 

氏
名
 

確 認 日  

月
 

 
日
 

氏
名
 

月
 
 
日
 

申
込
者
へ
の
連

絡
 

 

備
考
 

（
資

料
・

希
望
日
や
朗
読
者
な

ど
調
整
が
整

わ
な

い
等
、
対
面

朗
読
申

込
者

と
の

連
絡
事
項
等
、
録
音

機
器
な
ど
カ

セ
ッ

ト
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ

ー
な

ど
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
、

そ
の
他
気
が

つ
い

た
事
柄
を
記

入
）
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様
式

第
３

号
（

第
 

条
関

係
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
 
正

 
後

 

 
読

書
支

援
機

器
貸

出
申

込
書

 
 （

宛
先

）
安

曇
野

市
中

央
図

書
館

長
 

 

受
 

付
 

日
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

物
 

品
 

名
 

デ
イ

ジ
ー

再
生

機
 

 
 

 
台

 

名
 

前
 

利
用

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
り

が
な

 
 

 

連
 

絡
 

先
 

（
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
） 

 
 

貸
 
出

 
期

 
間

 
年

 
 

月
 

 
日

～
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

返
却

確
認

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

担
当

者
 

 

  【
注

意
】

 

 
 

 
貸

出
期

間
中

に
デ

イ
ジ

ー
再

生
機

を
破

損
さ

せ
た

場
合

は
、

修
理

又
は

弁
償

と
 

な
り

ま
す

の
で

、
大

切
に

扱
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

           

 様
式

第
３
号
（
第
９
条
関

係
）
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
改

 
正

 
前
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第 12 号 教育部 子ども家庭支援課 

令和 7 年 3 月 26 日提出 （課長) 山越 寿彦  (担当係長) 古畑 瑞恵  

  

件名 安曇野市児童クラブ実施要綱の一部改正について 

決定を要する事項 告示改正の可否 

要旨 児童クラブ室整備に伴い、名称及び位置の一部を改めるもの。 

説明 

１ 趣旨 

現在、児童クラブの利用申請者数は 1500 人を超え、市内小学生の約

３割が児童クラブを申請している状況となっている。市では各小学校と調

整し、小学校内に児童クラブ室の整備を進めている。児童クラブ室整備

に伴い、児童クラブの名称及び位置の改正を行う。 

 

２ 改正内容 

 表中の児童クラブの名称及び位置を改める。（第２条） 

 

３ 施行日 

 令和７年４月１日 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
児

童
ク

ラ
ブ

実
施

要
綱

（
令

和
4

年
安

曇
野

市
教

育
委

員
会

告
示

第
1
6

号
）
 

改
正

後
 

改
正

前
 

（名
称

及
び

位
置

） 
（名

称
及

び
位

置
） 

第
２
条

 
児

童
ク

ラ
ブ

の
名

称
及

び
位

置
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。
 

第
２
条

 
児

童
ク

ラ
ブ

の
名

称
及

び
位

置
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。
 

名
称

 
位

置
 

（略
） 

豊
科

南
小

児
童

ク
ラ

ブ
分

室
 

安
曇

野
市

豊
科

高
家

4
0
4
5
番

地
２
 
高

家
児

童
館

内
 

豊
科

北
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

豊
科

南
穂

高
2
6
9
8
番

地
 
南

穂
高

児
童

館
内

 

豊
科

北
小

児
童

ク
ラ

ブ
分

室
 

安
曇

野
市

豊
科

南
穂

高
2
6
9
2
番

地
 
豊

科
北

小
学

校
内

 

豊
科

東
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

豊
科

田
沢

5
6
2
6
番

地
 
豊

科
東

小
学

校
内

 

豊
科

東
小

児
童

ク
ラ

ブ
分

室
 

安
曇

野
市

豊
科

高
家

4
0
4
5
番

地
２
 
高

家
児

童
館

内
 

穂
高

南
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

穂
高

5
8
0
8
番

地
１ 

穂
高

中
央

児
童

館
内

 

穂
高

南
小

児
童

ク
ラ

ブ
分

室
 

安
曇

野
市

穂
高

7
2
17

番
地

１ 
穂

高
南

小
学

校
内

 

穂
高

北
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

穂
高

有
明

9
9
6
番

地
２
 
穂

高
北

部
児

童
館

内
 

穂
高

北
小

児
童

ク
ラ

ブ
分

室
 

安
曇

野
市

穂
高

有
明

9
4
3
番

地
 
穂

高
北

小
学

校
内

 

穂
高

西
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

穂
高

柏
原

2
8
14

番
地

10
 
穂

高
西

部
児

童
館

内
 

穂
高

西
小

児
童

ク
ラ

ブ
分

室
 

安
曇

野
市

穂
高

柏
原

2
7
2
8
番

地
 
穂

高
西

小
学

校
内

 

（略
） 

明
南

小
児

童
ク

ラ
ブ

 
安

曇
野

市
明

科
中

川
手

2
6
9
4
番

地
 
明

南
小

学
校

内
 

明
南

小
児

童
ク

ラ
ブ

分
室

 
安

曇
野

市
明

科
中

川
手

6
8
14

番
地

１ 
明

科
児

童
館

内
 

名
称

 
位

置
 

（略
） 

豊
科

南
小

児
童

ク
ラ

ブ
第

１分
室

 
安

曇
野

市
豊

科
高

家
4
0
4
5
番

地
２
 
高

家
児

童
館

内
 

豊
科

北
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

豊
科

南
穂

高
2
6
9
8
番

地
 
南

穂
高

児
童

館
内

 

豊
科

東
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

豊
科

田
沢

5
6
2
6
番

地
 
豊

科
東

小
学

校
内

 

穂
高

南
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

穂
高

5
8
0
8
番

地
１ 

穂
高

中
央

児
童

館
内

 

穂
高

南
小

児
童

ク
ラ

ブ
第

１
分

室
、

第
２
分

室
 

安
曇

野
市

穂
高

7
2
17

番
地

１ 
穂

高
南

小
学

校
内

 

穂
高

西
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

穂
高

柏
原

2
8
14

番
地

10
 
穂

高
西

部
児

童
館

内
 

穂
高

西
小

学
校

児
童

ク
ラ

ブ
第

１分

室
、
第

２
分

室
 

安
曇

野
市

穂
高

柏
原

2
7
2
8
番

地
 
穂

高
西

小
学

校
内

 

穂
高

北
小

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

穂
高

有
明

9
9
6
番

地
２
 
穂

高
北

部
児

童
館

内
 

穂
高

北
小

児
童

ク
ラ

ブ
第

１分
室

 
安

曇
野

市
穂

高
有

明
9
4
3
番

地
 
穂

高
北

小
学

校
内

 

（略
） 

明
科

児
童

ク
ラ

ブ
 

安
曇

野
市

明
科

中
川

手
6
8
14

番
地

１ 
明

科
児

童
館

内
 

明
北

小
児

童
ク

ラ
ブ

 
安

曇
野

市
明

科
東

川
手

8
2
3
番

地
 
明

北
小

学
校

内
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改
正

後
 

改
正

前
 

明
北

小
児

童
ク

ラ
ブ

 
安

曇
野

市
明

科
東

川
手

8
2
3
番

地
 
明

北
小

学
校

内
 

明
北

小
児

童
ク

ラ
ブ

分
室

 
安

曇
野

市
明

科
中

川
手

6
8
14

番
地

１ 
明

科
児

童
館

内
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議案第 13 号 教育部 各課 

令和７年３月 26 日提出  

  

タイトル 共催・後援依頼について 

決定を要する事項の内容 教育委員会の共催・後援依頼についての協議 

要旨 

 

課名 共催 後援 

学校教育課 １件  

生涯学習課   

文化課  １件 

子ども家庭支援課  １件 

               （詳細 別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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学
校

教
育

課
 

 
  

 

種
別

(共
催

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

N
P

O
法

人
長

野
県

子
ど

も
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
飯

田
　

俊
穂

子
ど

も
た

ち
の

健
や

か
な

成
長

発
達

の
た

め
に

、
多

く
の

市
民

の
皆

様
へ

活
動

の
目

的
を

理
解

い
た

だ
き

、
参

加
い

た
だ

け
る

よ
う

、
共

催
を

お
願

い
し

た
い

。

1
月

2
5

日
令

和
７

年
４

月
～

令
和

８
年

３
月

毎
月

１
回

（
日

曜
日

）
、
計

12
回

詳
細

日
程

は
申

請
書

の
と

お
り

N
P

O
法

人
長

野
県

子
ど

も
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー

長
野

県
総

合
５

か
年

計
画

「し
あ

わ
せ

信
州

創
造

プ
ラ

ン
3

.0
」
困

難
を

抱
え

る
子

ど
も

へ
の

動
物

介
在

活
動

に
よ

る
支

援
事

業
の

一
環

と
し

て
、
講

座
と

動
物

介
在

活
動

（
動

物
ふ

れ
あ

い
）
お

よ
び

個
別

相
談

開
催

。

発
達

心
理

と
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

講
座

、
動

物
ふ

れ
あ

い
タ

イ
ム

、
個

別
相

談
、
子

ど
も

達
の

居
場

所
「え

ん
が

W
A

」
〇

-
-

基
準

第
3

条
第

2
項

に
よ

り
可

 
■

子
ど

も
の

よ
り

よ
い

成
長

と
発

達
と

自
死

・
自

殺
予

防
の

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ミ
ナ

ー
　
不

登
校

や
子

育
て

に
役

立
つ

発
達

心
理

講
座

（
仮

称
）

主
催

：
N

P
O

法
人

長
野

県
子

ど
も

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー
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文
化

課
 

 
               

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

（
株

）
長

野
放

送
　

代
表

取
締

役
社

長
　

外
山

衆
司

よ
り

多
く

の
児

童
に

来
場

い
た

だ
き

、
文

化
芸

術
へ

の
興

味
関

心
を

高
め

て
も

ら
う

た
め

。

2
月

2
0

日
令

和
７

年
７

月
1
1
日

（
金

）
～

８
月

3
1
日

（
日

）
サ

ン
ト

ミ
ュ

ー
ゼ

　
上

田
市

立
美

術
館

体
験

型
の

ア
ー

ト
作

品
の

鑑
賞

に
よ

り
、
児

童
の

文
化

芸
術

へ
の

造
詣

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

見
て

、
触

れ
て

、
参

加
す

る
、
新

し
い

形
の

体
験

型
ア

ー
ト

展
。
観

覧
者

が
参

加
す

る
形

式
の

美
術

作
品

を
多

数
展

示
す

る
。

-
〇

-
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

 
■

魔
法

の
美

術
館

　
光

と
遊

ぶ
超

体
験

型
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
～

こ
の

夏
、
美

術
館

が
魔

法
に

か
け

ら
れ

る
～

主
催

：
（
株

）
長

野
放

送
、
S

u
p
e
r 

C
a
s
t
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子
ど

も
家

庭
支

援
課

 
 

 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

S
h

u
S

h
u

　
代

表
　

仲
谷

　
さ

や
か

こ
の

イ
ベ

ン
ト

が
広

域
か

つ
地

域
に

住
む

様
々

な
人

々
へ

の
周

知
と

な
り

、
当

団
体

の
活

動
へ

の
信

頼
獲

得
、
ま

た
行

政
、
福

祉
機

関
と

の
協

働
、
連

携
推

進
に

発
展

さ
せ

た
い

た
め

3
月

1
0

日

作
品

展
：
令

和
７

年
７

月
1
0

日
（
木

）
～

2
1
日

（
月

）
ト

ー
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
交

流
イ

ベ
ン

ト
７

月
１
３
日

（
日

）

穂
高

交
流

学
習

セ
ン

タ
ー

み
ら

い
展

示
ス

ペ
ー

ス
/
安

曇
野

市
サ

ン
モ

リ
ッ

ツ
中

ホ
ー

ル

福
祉

と
は

何
か

？
「福

祉
」
と

い
う

言
葉

の
観

点
か

ら
当

事
者

を
は

じ
め

地
域

の
多

職
種

多
分

野
な

様
々

な
人

が
集

ま
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

や
視

点
で

「
福

祉
」
を

考
え

る
周

知
啓

発
、
ま

た
安

曇
野

市
の

共
生

の
町

づ
く

り
に

参
加

、
貢

献
す

る
事

を
目

的
と

す
る

「福
祉

」
を

テ
ー

マ
に

病
児

・障
が

い
児

者
、
そ

の
家

族
が

主
体

と
な

り
開

催
す

る
A

R
T

作
品

展
と

ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン

交
流

イ
ベ

ン
ト

-
-

-
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

■
安

曇
野

市
施

行
2

0
周

年
記

念
特

別
事

業
　
ま

る
っ

と
ふ

く
し

～
福

祉
っ

て
な

ん
だ

？
～

主
催

：
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
S

h
u
S

h
u
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第１号 教 育 部 

令和７年３月26日提出  

  

タイトル 安曇野市議会 令和６年12月定例会における一般質問等について 

要旨 市議会12月定例会の一般質問の概要等について報告するもの 

説明 

 

１ 期日 

令和６年12月６日（金曜日） 

12月９日（月曜日） 

12月10日（火曜日） 

12月11日（水曜日） 

 

 

２ 概要 

 別紙のとおり 
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◇ 林 孝 彦 

市長の施政方針等について 

１ 聴覚障がいや手話に対する啓発を要望するが、子どもの時から手話に慣れ親しむ機会を設けて

いただきたい。 

２ 大学のサテライトキャンパス誘致で若者が輝くまちでの目標と取り組みは。 

３ 東京藝術大学、多摩美術大学、長野県立大学のサテライトキャンパス誘致について現状と今後の

取り組みは。 

４ 東京23区内や江戸川区内の大学のサテライトキャンパス誘致を要望、現状と今後は。 

５ 穂高北小学校に安全で広い駐車場の設置を要望する。現状と今後の取り組みは。 

○教育長 

１ 市内学校には現在、聴覚障がいにより補聴器を使用する生徒がいる。また、副学籍制度を平成30  

年から導入している。それにより、日常的に学校や学級で交流したり、一緒に生活する中で理解を

深めていると考える。 

２ 安曇野市では、市を訪れる文化・芸術等専門的な技能を持つ方々と市民とが共に学び合う機会の

創出に取り組んできた。アーティスト・イン・レジデンスにて安曇野市を訪れる大学生や卒業生等がこ

の地域で学び、また小中学生、児童生徒、高校生等を含む市民との交流をしている。 

〇学校教育課長 

３ 東京藝術大学、多摩美術大学については連携した取り組みを行っているが、長野県立大学とは行っ

ていない。今後も芸術系大学との連携事業を継続し、安曇野市内外の学生が交流する機会の創出

を図っていきたい。 

４ 東京23区内にある東京芸術大学との連携は継続する。江戸川区の大学との連携は現在行っておら

ず、キャンパスを整備するという意味でのサテライトキャンパスの誘致の計画はない。 

５ 令和５年６月議会で陳情を受け、北グラウンドの利便性を向上させる工事を行っている。今後につい

て、まずは学校敷地内での駐車場スペースの確保に向けの整備を考えている。 

◇ 猪狩 久美子 

１ 主権者教育について 

①これまで小中においてどのように主権教育を行ってきたのか。 

②主権者としての学びは何を大事に行っているか。 

③模擬選挙や、選挙に関する出前講座などの具体的な学びは今後考えているか。 

④ネット活用の留意点と、今後の主権教育の方向性について。 

２ 学校運営協議会について、中学生で子どもの代表をいれたものにできないか。 
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○教育長 

１①小中学生は、社会科等の授業で政治の仕組みなどを学習している。また、政治に関する関心を深

めるため、身近で具体的な事例を取り上げてもらう学習場面を設定するなど、将来一人一人が政治

に参加する意義や役割を実感できる主体的な学習を工夫して行っている。また、児童会や生徒会の

選挙でも１票を投じることの大切さ学んでいるといえる。 

②必要な情報を収集し、それに基づいて考え、自ら選択・判断ができること、知識だけでなく、自分にで

きることを実践していくことが必要である。 

③どういう基礎的な知識・理解がなければいけないかということを学ぶとともに、身近な問題について

も関心を持っていくことが大切だと考えている。 市長選や市議会議員選挙によって発信される情報

を学びの機会と捉えて、学校に限らず家庭でも活用できるように促していきたい。 

④一人１台端末の普及と活用によって情報の活用と情報モラルに関する教育を着実に行っている。また

スマートフォンについて保護者と一緒に講演会を開くなど機会を増やしている。多くの情報を自分自

身で多面的・多角的に考察して、よく熟慮したうえで判断し選択できる力が必要であり、教育活動全

てにおいてこういった力が高められればと考える。 主権者教育については、それぞれの教員が主体

的に授業の工夫をしていくというのは、日常、常にしていくべきことである。教育委員会としても必要

な情報は伝ながら、一緒に子どもたちのよりよい教育を考えていきたい。 

２ 教育振興基本計画等で子どもの意見を聞くことの大切さを改めて実感した。一層子どもの意見を聞

く必要があると感じている。 

 

◇ 竹内 秀太郎 

１ ランドセルを公費で支給することを提案する。 

○学校教育課長 

１ 市内小学校では、ランドセルの色や形について指定しておらず、個人の自由な選択に委ねてい る。

ランドセルの全員支給については、多様性の尊重という観点からも考えていない。 

 

◇ 一志 信一郎 

１ 国内友好親善交流事業について。 

①海と山の子どもたちの交流事業について。 

②これからの青少年の生涯教育に与える効果等々、また今後の教育面での政策展望は。 

○教育部長 

１①小学校高学年を対象に１年ごと交互に訪問する形で毎年夏休みに実施している。今年度は15名の 

児童が真鶴町を訪問し、真鶴町の児童とともに充実した２日間を過ごした。来年度は安曇野市で受け
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入れを行う。 

②子どもから高齢者まで幅広い年代での交流の機会があることで、一人一人の思い出や体験が相手

を思う気持ちや絆につながると考えている。よりよい関係づくりの構築に期待している。 

 

◇ 辻 谷 洋 一 

１ 学校の授業にニュースポーツとしてモルックを取り入れられないか。 

２ 学有林について。 

①堀金中学校では、耕地林務課と共同で間伐作業をし、学校の机の天板を交換しているとのことだ

が、学有林についてそのほかの学校を含めて現状どのようなことが行われているか。 

②堀金中学校以外で取り組みが継承されていない原因は。 

３ 学校の授業としてモルックの作成はできないか。 

○教育部長 

１ ニュースポーツ全般について、市内小中学校では学習の時間に様々なものが取り入れられている。

実際に取り入れるかの判断は学校の担任による。紹介したいという希望があればつなぐことはできる。 

２①市内中学校で現在も学有林の作業が行われているのは堀金中のみ。穂高西中、豊科北中、豊科南  

中、明科中はこれまで作業が行われてきた経過はあるが、現在は休止している。 

②学有林は国や市、山林組合が所有するものである。休止の理由は学校ごとに異なる。今後について

は、現段階では再開は難しいと言える。 

３ 議員から学校の先生にアプローチしていただければ、学校で紹介するということは可能かと考える。 

 

◇ 中 村 今朝子 

１ ヤングケアラーについての実態調査から見えてきた現状について。 

２ 安曇野市こども家庭センターでヤングケアラーの相談ができるとのことだが、設置から半年現状

はいかがか。 

３ ヤングケアラーの支援充実について福祉部と連携する必要があると考える。今後どのように取り

組んでいくか。 

○教育部長 

１ ふだんの生活の中で２時間以上家族の介護や兄弟の世話、家事などを行っていると答えた児童・生 

徒が少なからずいた。この中には、ヤングケアラーに該当する子どもがいると考えられる。学校での子

どもたちの様子を確認するとともに、困ったことがあったらすぐに相談するように周知していく。 

２ センターにおいては、統括支援員を配置し、児童福祉部局では家庭児童相談室と母子保健部局で

は母子・子育て相談窓口がお互いに連携し、支援を行っていくために、合同のケース会議を行うなど
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している。また、支援対象者に対する個別の支援計画作成を行い、相談者に寄り添った相談支援とな

るように努めている。 

３ 小中学生を対象とした調査を行う必要があると考える。調査をもとに、ヤングケアラーの状況を総合

的に判断し、児童福祉、障がい者支援、高齢者介護のサービスにつなげていく。ヤングケアラーが18

歳になった際はケアマネ、医療機関、福祉施設等の関係機関につなげるなど継続的な支援を福祉課と

連携して対応する。 

 

◇ 岡 村 典 明 

１ アーティスト・イン・レジデンスとアートプロジェクトについて。 

①両事業の違い。 

②両事業の令和６年の取り組みと効果。 

③今後の取り組みとして、継続してなお深化するのか、それとも全く新しいチャレンジをするのか。 

２ 南穂高児童館について。 

①児童館利用者、児童クラブ利用数、自由来館者は他の児童館と比較してどうか。 

②館外、庭の拡大を望む、具体的には北プール南側の10台ほど止められる駐車場を取り壊して使用

してみてはいかがか。 

○教育部長 

１①東京芸術大学アーティスト・イン・レジデンスは、同大学の学生や卒業生等などを対象に滞在制作、

市民との交流などを行う事業。京都芸術大学アートプロジェクトは大学院生の授業を安曇野市内で

行うもので、教授監修の下、地域で学んだことを生かして作品を制作していく事業。 

②児童・生徒の反応として、小学生は、ワークショップへの参加を通して集中力や創造性を高められた

様子。高校生は、アーティストとの触れ合いを通して芸術や自らの将来に対する考えを深めることがで

きたとの感想があった。学校からは、ふだんの学校の授業と異なる手法や発想で、児童が芸術を学ぶ

よい機会となったとの声をいただいた。 

③来年度も継続して行う計画である。来年度の新たな取り組みとしては、東京藝術大学、京都芸術大

学、信州大学等と連携し、市民や学生が安曇野で学ぶ機会を創出したい。 

２①南穂高児童館の自由来館者数は少なく、同じ豊科地域の他の児童館２館と比べても、小学生の自 

由来館者数は少ない状況である。児童クラブ利用者が来館者数に占める割合は、市内でも高いほう

である。 

②イベントの際は車での来館が多く、満車に近い状態である。毎日の迎えでも車が入れ替わりで駐車

している状況のため駐車場をなくすことは難しい。幅広い年齢層の子どもたちが伸び伸びと安全に

遊べるよう、今後も活用を研究していきたい。 
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◇ 井 出 勝 正 

１ 安曇野市の不登校やいじめの推移、実態はどうなっているか、市はどう分析しているか。 

２ 不登校やいじめについて、当事者や保護者、学校の教員が市教委に求めているものは。 

３ 小中学生へのアンケート調査で見えてきたことは何か、さらには計画にどうようにして反映されて

いるか（特に経済的困窮家庭の子ども、ヤングケアラーについて）。 

４ 以前実施すると言っていた訪問介護はどうなっているか。 

５ 計画の素案に込められた思いについて。 

６ 不登校問題について重要な問題は、国連・子ども権利委員会の最終所見にあると考える。教育委

員会はこの最終所見をどのように受け止めているのか。 

７ 過度な競争という観点から全国一斉学力テスト等の中止を検討しているか。 

８ 教員の勤務時間の実態と超過勤務をゼロにするためにどのような取り組みを考え、どう実践して

いくのか。 

○教育部長 

１ 不登校の人数は、令和元年度151人、令和２年度187人、令和３年度243人、令和４年度320人、令

和５年度400人と、増加傾向。いじめの認知件数は、令和元年度192件、令和２年度266件、令和

３年度326件、令和４年度324件、令和５年度303件と横ばいの傾向。不登校の状況になった原因

は、教員、友人との関係性、学習への不安から苦しさを感じた等が多い。いじめの状況になった原因

については、からかうような言動や暴言が最も多い。一人一人を尊重する態度を発達段階に応じて

身につけていくことが大切である。 

２ 当事者や保護者は、学校に対して本人の気持ちを丁寧に聞き取り、認めてほしいこと、本人の思い

を尊重した距離感で接してほしいことなどを望んでいると見受けられる。 学校からは、学校と保護

者の間に入ることを望む声があり、実際に教育指導員等が双方の話を聞きながら解決に向けて対

応を行うケースがほとんどという状況である。 

３ 特にヤングケアラーへの支援としては、生活実態を把握するための調査、相談案内窓口の周知、そ

れから、子育て世帯訪問支援事業などを実施。引き続きケアマーネジャーや医療機関、それから福

祉施設等の関係機関と連携しながら支援を行っていきたい。 

４ 過度な家事や家族の介護を児童が担うことは、児童への権利侵害として捉えており、必要に応じた

支援を実施していきたいと考え、計画のほうにも盛り込んでいる。 

○教育長 

５ 教育振興基本計画は、学校教育や社会教育、子育てといった分野の全般について、施策の方向性

や事業の進め方を示すもの。教育振興基本計画の基本理念に、引き続き、未来を拓くたくましい安

曇野の子どもを育むこと、文化芸術のかおり高い安曇野を目指すことを掲げて、着実に施策を進め
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ていきたい。 

６ 安曇野市教育委員会では、子どもたちの心身の状況を常に把握するために、子ども一人一人の声

を見逃さないことを大切している。本人の願いを最大限尊重し、主体的な行動や選択ができるよう

努めている。 

７ 全国学力・学習状況調査については、安曇野市の児童生徒の得意・苦手な領域を分析し、本人の理

解及び教員の指導方法の見直しと改善に活用している。 

○教育部長 

８ 超過勤務ゼロについては、デジタル化による業務の効率化、会議の精選、ボランティアによるサポー

ト、教科担任制の推進等を図り、勤務時間のさらなる縮減を目指していきたい。 

 

◇ 橋 本 裕 二 

１ 就学援助を受けている子どもの割合はどの程度か。 

２ 経済格差から生まれる体験格差について、市の現状は。 

○教育部長 

１ 児童生徒数6,986名に対して就学援助認定者数が755名で、就学全体の約11％。内訳は小学生

で470名、全体で約10％、中学生で285名、約12％。 

○教育長 

２ 実際に保護者の経済的な状況と子どもの体験的な活動との関係はなかなか見えづらいものではな

いかと考えるが、重要な問題と捉えている。保護者への負担が体験格差につながることがないよう

にする視点を持って諸課題に取り組んでいく必要があると考えている。 

 

◇ 臼 井 泰 彦 

１ 小中学校における交通安全教育について。 

２ 信号機のない横断歩道でも安心して渡れるような環境づくりが必要と考えるが教育長の見解は。 

○教育長 

１ 安全教育は年に何度も行い、意識を喚起することが必要である。本年度は交通事故ゼロプロジェク

トを実施し、啓発活動等を行った。交通事故というのは被害者にも加害者にもならないことが大事

であり、これからも力を入れて取り組んでいきたい。 

２ 子どもは反射板を付けるなどして見つけてもらいやすく、渡る際は目線を合わせ渡るという意思表

示をするなど、学校に指導をお願いしている。運転する側、渡る側、双方が意識を高めることが大切

だと考えている。 
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◇ 増 田 望三郎 

１ こども園・幼稚園での地域おこし協力隊２名が任期を終えたが、隊員の活動の成果をどのように

捉えているか。 

２ 今後も協力隊の活用を続けていくのか。 

３ ２の回答の「保育の現場や移住定住との連携を含めた体制づくり」について、その体制の中でブラ

ンド化の確立をやっていけるか。 

４ 園庭芝生化事業について、全園芝生化するという方針がどのように決まったのか。 

５ 三郷北部園、南部園、それぞれの整備費用とできてからの維持管理費用とその合計額、そして、

その財源について。 

６ 園庭芝生化について、保護者の意向などを確認しているのか。 

７ 泥水遊びや火を使った焼き芋など、そういった園庭での企画を進めているような園もある。各園

の取組や保護者の意向も考慮して進めていくべきではないかと考えますがいかがか。 

８ 不登校児の支援ついて市における最新の不登校児童生徒数は。 

９ 不登校児童の増加率25％増は全国平均、県平均より高いが教育長はどう受け止めているか。 

10 教育施設連携促進コーディネーターがいることでどのような好展開、好事例が生まれているか。 

11 学校に行かない子の居場所づくりとして公設民営の中間教室の設置が以前議会で出ていたが、

この検討は進んでいるのか。 

12 オンライン教育支援センターの開設はいかがか。 

13 三郷小学校で行われている三郷小ドリームチームについて、他の小学校にも広げられないか。 

14 キャリアフェスティバルの成果について。 

15 ウエルビーイングについて安曇野市は手上げをしたのか、手上げをしているなら何で応募したの

か。 

16 全学校を見渡して、当たり前になっていることで、もっと積極的に変えていかないといけないと教

育長が考えるのはなにか。 

17 実践校で熱意のある、チャレンジしたいと思っている校長、教頭を募集出来ないか。 

○教育長 

１ 安曇野らしい取組として園庭ミニ田んぼを１園から始め、それが10園に今広がっている。「えんてい

マルシェ」は、10園で13回実施した。これらの取組を含め園の日常の活動も積極的に発信したこと

から、保護者の皆さんにも自然保育に対する認知が広がり相乗効果があったと捉えている。 

〇教育部長 

２ 今後の協力隊の導入につては、来年度は考えていないが、保育の現場や移住定住との連携を含め

た体制づくりの中で検討していきたい。 
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３ 園庭田んぼ等の事業は継続、移住定住との連携を含めた中で、トータル的に協力隊の必要性を再

度考えていきたい。 

〇教育長 

４ 三郷には４園全ての園庭に芝生があり、その後、三郷西部認定こども園の建て替えの説明会の際に、

保護者から芝生の園庭環境に関して要望をいただいた。市では、子どもたちが安心して伸び伸びと

遊べる環境を整備して、感性豊かな子どもたちの育ちを願って、市内の全園を芝生化するように推

進をしている。 

〇教育部長 

５ 三郷北部認定こども園は2,027万円、三郷南部認定こども園は1,712万円。合併特例債の活用に

より対象事業費の95％を特例債で借り入れ、元利償還金の70％が普通交付税によって措置され

る予定。維持管理費は、見込みになるが、三郷北部認定こども園は９月から３月までで88万円、三

郷南部認定こども園は９月から３月までで、53万円。一般財源での支出となる。 

６ 園の意向について事前に園長と打合せを行い、その中で保護者からの意見を伺っている。参観日な

どの際に保護者への説明会なども実施している。 

〇教育長 

７ こども園、幼稚園それぞれが置かれた施設環境、教育・保育の方針、園の特色等も踏まえ、要望等

もよく聞きながら対応していきたい。 

〇教育部長 

８ 令和５年度における不登校を理由とする長期欠席者数は、小学校で184人、中学校で216人、合計

400人。前年度と比較すると、小学校33人の増、それから、中学校では47人の増、合計で80人の

増。 

〇教育長 

９ 増加傾向が続いている現状は課題の一つと捉えている。大事なことは、児童生徒個々の状況としっ

かりと向き合うことだと思っている。学校や学級へ復帰させるだけを目的とするのではなく、多様な

学び教室などでの孤立しないその子なりに適した学びが実現できるような居場所を提供したいと考

えている。 

〇教育部長 

10 教育施設連携促進コーディネーターは、学校以外の民間施設と連携を図るため、令和５年度から

教育支援センターに配置している。保護者会や児童生徒同士の横の連携を少しずつ図ることができ

ている。 

11 昨年度の政策提言を受け、不登校等の児童生徒が学校以外の場所で学ぶことができ、保護者の

交流もできる場所として、教員住宅等の改修に着手している。 
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12 一人一台端末で教育支援センターとオンラインでつなぐという活用が始まった。引き続き、機能強

化に努める。メタバースの可能性は承知している。運営や活用方法について研究していきたい。 

〇教育長 

13 安曇野市コミュニティスクールとして、学校運営協議会と地域学校協働活動の充実に努めている。

今後はその周知も含めて、各学校、地域で意欲的に行っている事例を共有しながら、さらなる活性

化につなげたい。 

14 当日は56の事業所の皆様方に参加していただき実施。子どもたちからは、安曇野にはたくさんの

企業があるということを実感したということや、将来の夢の選択肢が増えた、また、仕事というのは

当たり前にやらなきゃいけないものと捉えていたんだけれども、その捉え方が変わったというような

感想が寄せられている。今後も、この学びを中学校後半のキャリア学習にぜひつなげていただきた

い。小・中を通してのキャリア教育の一層の充実に努めていきたい。 

15 全校に投げかけた結果、明科中学校区が応募するということになった。明科中、明北小、明南小、

この３校は「限りない探究心を、園から小・中、さらに高へ！」という目標を掲げている。明科地域で

園・小・中・高が一つになって、チャレンジと探求でふるさと明科を心に刻む明科教育に取り組みたい

という意気込みを示してくれたので、応募をした。 

16 前提として、大胆な改革をしなければいけないという考えに固執するのではなく、目の前ことを突き

詰めることで、それが結果として改革につながると考えている。明科中では制服の多様化について

生徒の意見を取り入れながら実践し始めている。 

17 毎年、特色ある市町村の教育を支援するため、全県を対象に教員を公募する制度がある。 

もう何年もこの制度で手挙げをしているが、なかなか上がってこないという実情である。 

 

◇ 増 井 裕壽 

１ ＳＤＧｓと食育を組み合わせた取組は、非常に重要だと考えるが、学校給食を通じて子どもたちに

何を学び、何を感じてほしいとお考えか。 

２ 現在の米の年間使用量、またそれに伴う洗米の方法と、それに必要な水量、洗米回数と洗米時

間、炊飯使用量などの洗米過程の詳細について。また、環境負荷軽減や効率化の視点から、どの

ように管理、改善を図っているかについても併せて伺う。 

○教育長 

１ 食育の推進では、給食を通じて食材の生産、加工、調理等に関わる人や地域の方々との交流を行う

とともに、食に関わる人や命に思いを寄せる心を育んでいる。地産地消の推進では、安曇野産など

の食材を積極的に取り入れ、地域の食料生産を学んでいる。環境に配慮した給食運営として、学校

とともにＳＤＧｓを意識した地球環境への負担軽減を図る取組をしている。 
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〇教育部長 

２ 令和５年度の学校給食で使用した米の量は、約82トン。洗米機は市内学校給食４センターになりま

すが、圧力をかけた水流により洗米を行う水圧式洗米機を使用している。洗米の回数、洗米時間、

使用水量については記録がないため、米の使用量と洗米機の能力から算出した結果、洗米回数は

４センター合計で１日24回、洗米時間は１回５分程度。また、使用水量はセンター合計で約71万

4,000リットル、炊飯の使用水量は年約10万8,000リットル。ＳＤＧｓの観点からということですが、

提供する全ての米が安曇野市産であるということで、地産地消という観点からも、移動にかかる環

境への負荷軽減になっていると考えている。 

 

（以 上） 

-93-



-94-



【教育委員会定例会提出資料】 

報告第２号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳  (担当) 古幡栄一 

  

タイトル 令和６年度 全国体力・運動能力調査の結果について 

要旨 
令和６年度 全国体力・運動能力調査の結果をとりまとめたため、

報告するもの。 

説明 

１ 小学校５年生 

・長年弱点とされてきたソフトボール投げは、男子が不安定な数値

を示しているが、女子は2年連続で＋1.6ポイントと「投げる力」

の定着が見られている。 

・「反復横跳び」は、今年度は男子＋3.9ポイント（昨年度＋2.9）、

女子＋3.1ポイント（昨年度＋2.7）と上昇傾向が見えていた。 

・「握力」は、今年度は男子が＋0.3ポイント（昨年度＋2.1）で、

女子が＋0.7ポイント（昨年度＋1.1）で数値は低くなっている。 

・「50ｍ走」は、今年度は男子が50ｍ走＋0.2ポイントで、女子が－

1.1ポイントと男女共通しての課題と考えられる。 

 

２ 中学校２年生 

・男女共通しての課題である｢ハンドボール投げ｣と「反復横跳び」

は向上を見せてこない。｢投げる｣動作が現在においては､非日常

的な運動であり､｢瞬発的な力｣についは､短期間でつくものでは

ないので難しい面が考えられるが､それらの｢力｣を日常化(生活

化)して位置付ける方法はないかを研究したい｡ 

・Ｒ７はコオーディネーショントレーニングを学校運営で短時間で

も日常化してもらうよう学校へ依頼した。 

 

 

（以 上） 
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令和６年度 全国体力・運動能力調査の結果〈ダイジェスト版〉     教育指導室 

◇ 調査対象学年と対象標本数 
（１）小学校 ５年生            （２）中学校 ２年生 
       対象標本 市内児童数  ％         対象標本 市内生徒数  ％ 
    男子 ３５３人  ３７６人 ９４      男子 ３６１人  ４２５人 ８５ 
    女子 ３９６人  ４１０人 ９７      女子 ３６４人  ４２３人 ８６ 

【全国体力・運動能力調査について】 

◇ 実技種目名 

（１） 小学校（８種目） 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ、50ｍ走、立ち幅とび、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 
（２） 中学校（９種目） 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ、50ｍ走、立ち幅とび、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ 
持久走（男子1500ｍ、女子1000ｍ） 

◇ 実技種目の結果と課題 ※T得点…全国平均値50点に対する相対的な位置。以下の数値は全てT得点 

（１） 小学校５年生 〔実技集計 別表１の①、②〕 

〔男子〕                                 

安曇野市平均値で見ると、今年度は全8種目中7種目が全国平均値を上回っていた。【 昨年度は全8種目

が上回る 】昨年度は各種目が 0.5～2.9 ポイント上回っていたのに対して、今年度は 7 種目が 0.2～3.9 ポイ

ント上回っておりほぼ同じ傾向である。昨年度は 5 種目が 52.0 ポイント以上あったのに対し、今年度は、2
種目（反復横跳び、長座体前屈）は 53.0 ポイント以上で、3 種目（立ち幅跳び、上体起こし、20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ）

は52.0ポイント以上の好成績を収めていた。全国平均値より低いのは、「ソフトボール投げ」－0.7ポイント

であり、昨年度の＋0.4から低くなっていた。全国平均値より上回っていても、「握力」が＋0.3、「50ｍ走」が

＋0.2にとどまっている。体力合計点では全国平均値より＋2.6ポイント【 昨年度＋2.7 】となっていて、各々

の種目の値も体力合計点も昨年度並みの結果となった。一昨年度から課題としていた「立ち幅跳び」は＋2.9
ポイント（昨年度＋2.1）と全国平均値よりも高い数値を示し、向上している。長年の課題である「ソフトボ

ール投げ」は－0.7ポイント（昨年度＋0.4）であり、50ｍ走は＋2.0ポイント（昨年度＋0.5）となって、「ソ

フトボール投げ」は相変わらずの課題種目である。 
〔女子〕  

安曇野市平均値で見ると、今年度は全8種目中7種目が全国平均値を上回っていた。【 昨年度は全8種目

が上回る 】昨年度は各種目が 0.9～3.8 ポイント上回っていたのに対して、今年度は７種目が 0.7～4.0 ポイ

ント上回っておりほぼ同じ傾向である。昨年度は3種目が52.0ポイント以上（最高値は20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝの53.8）
であったのに対し、今年度は、2種目（反復横跳び､長座体前屈）は53.0ポイント以上で、3種目（立ち幅跳

び､上体起こし､20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ）は 52.0 以上の好成績を収めていた。体力合計点では全国平均値より＋3.1 ポイ

ント【昨年度＋3.4】になっていて、各々の種目の値は昨年度より若干高い成績であった。今年度は全国平均

値を下回る種目50ｍ走－1.1ポイント（昨年度＋0.9）があり、継続的な「走る」指導が必要であろう。一昨

年度からの課題である「立ち幅跳び」＋3.7ポイント（昨年度＋1.7）は順調な向上傾向にある。 
〔全体傾向と課題〕 

男子と女子が全種目ともに全国平均値を上回っていた昨年度に比べると、男子が「ソフトボール投げ」、女

子が「50ｍ走」の値が全国平均値よりも低くなっている。しかし、長年弱点とされてきたソフトボール投げ

は、男子が不安定な数値を示しているが、女子は2年連続で＋1.6ポイントと「投げる力」の定着が見られて

いる。先生方の指導が成果を生んでいると考えられる。一昨年度から昨年度にかけて、復調のきざしを見せて

いた「反復横跳び」は、今年度は男子＋3.9ポイント（昨年度＋2.9）、女子＋3.1ポイント（昨年度＋2.7）と

上昇傾向が見えていた。元年度からの課題とした「握力」は、今年度は男子が＋0.3ポイント（昨年度＋2.1）
で、女子が＋0.7 ポイント（昨年度＋1.1）で数値は低くなっている。また、走力の面で注目していた「50ｍ
走」は、今年度は男子が 50ｍ走＋0.2 ポイントで、女子が－1.1 ポイントと男女共通しての課題と考えられ

る。また、「20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ」については、昨年度と同様に力はついてきている。 
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（２）中学校２年生 〔実技集計 別表２の①、②〕 

〔男子〕  

安曇野市平均値で全国平均値を下回る種目は、「ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ」－0.5ポイント（昨年度は－0.7）だけであ

る。昨年度は各種目が0.5～2.8ポイント上回っていたのに対して、今年度は他の7種目は0.2～2.3ポイント

上回っており、伸びがやや少ない傾向であった。令和 3、4 年度と全国平均値を下回っていた「反復横跳び」

（＋0.2ポイント）は、昨年度から上昇傾向である。「長座体前屈」（＋2.3ポイント）と「持久走」（＋2.2ポ

イント）と「立ち幅跳び」（＋2.1ポイント）は好成績を示したが、それ以外の種目は全国平均値と同等かわず

かに上回っている（＋0.2～＋1.9）程度である｡令和3年度に全国平均値より5.4ポイント上回った「持久走」

は、4年度は1.7ポイント上回っており、5年度は0.7ポイント上回るだけに留まっていたが、今年度は＋2.2
ポイントで盛り返してきている。課題は「ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ」（投げる力）の強化であり、数年来続いている。 

〔女子〕  

安曇野市平均値で全国平均値を下回る種目は、「反復横跳び」－0.8 ﾎﾟｲﾝﾄ（昨年度は－1.0）だけである。「ﾊ

ﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ」（＋0.1 ﾎﾟｲﾝﾄ）は、昨年度－0.2であったが、若干向上した。昨年度は各種目が0.5～2.3ポイン

ト上回っていたのに対して、今年度は他の７種目は0.1～3.1ポイント上回っていて、種目ごとの幅があって数

値的な伸びがわずかな種目もある。「長座体前屈」「立ち幅跳び」「持久走」は、＋2.0以上であった。1番数値

が高い種目は、握力（＋3.1 ポイント）で、年々好成績となっている。今後は「ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ」と共に「反復

横跳び」（俊敏性）への強化をする必要があり、これは昨年度からの課題である。選択種目の「持久走」は､元

年度47.7（－2.3ポイント）⇒3年度51.6（＋1.6ポイント）⇒4年度55.1（＋5.1ポイント）⇒5年度51.5（＋

1.5ポイント）であり、本年度は52.5（＋2.5ポイント）で徐々に数値が上がってきている。                   

〔全体傾向と課題〕 

   男女共通しての課題である｢ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ｣と「反復横跳び」であり､なかなか数値的には向上を見せてこな 

い。これは､｢投げる｣動作が現在においては､非日常的な運動であり､｢瞬発的な力｣についは､短期間でつくもの 

ではないので難しい面が考えられるが､それらの｢力｣を日常化(生活化)して位置付ける方法はないかを研究し 

たい｡【Ｒ７はコオーディネーションﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを学校運営で短時間でも日常化してもらうよう学校へ依頼した】 

【参考資料】   「安曇野市の推移」（Ｒ６青字） 

小学校５年生            ※太字は、全国平均値よりも下回っているもの。 

〔男子〕 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ 50ｍ走 立ち幅とび ﾎﾞｰﾙ投げ (持久走) 
  R３  51.2    52.1      51.0      53.6       51.3      49.8     50.7    49.8      なし 
  R４  51.6    52.6      51.9      52.1       51.7      50.1     50.3      50.5      なし 
  R５  52.1    52.5      51.1      52.9       52.5      50.5     52.1      50.4      なし 
  R６  50.3    52.2      53.2      53.9       52.1      50.2     52.9     49.3     なし 
〔女子〕 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ 50ｍ走 立ち幅とび ﾎﾞｰﾙ投げ (持久走) 

  R３  50.0    52.2      51.0      54.7       52.5      49.9    51.7      50.6      なし    
  R４  51.1    52.5      51.6      51.6       52.2      49.8    50.2    51.5      なし    
  R５  51.1    53.4      51.2      52.7       53.8       50.9    51.7    51.6      なし    
  R６   50.7    52.4      54.0      53.1       52.6      48.9    53.7      51.6      なし 

中学校２年生 

〔男子〕握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ  50ｍ走  立ち幅とび ﾎﾞｰﾙ投げ 持久走 
  R３  51.7   51.0       50.7      49.3      50.9      50.2     51.2      50.7      55.4          
  R４  51.1   50.6       51.0      48.2      50.1      50.7     51.2      50.8      51.7 
  R５  51.4   50.5       52.8    50.6      50.7      50.3     52.1      49.3     50.7 
    R６  51.9   50.4       52.3       50.2      51.4      51.1     52.1      49.5     52.2 
〔女子〕握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ 50ｍ走   立ち幅とび  ﾎﾞｰﾙ投げ  持久走 

  R３  52.7    52.3      51.9      49.1     49.8     48.9     50.7      50.4      51.6                          

  R４  52.6    51.5      51.9      48.0    51.0      51.3     50.1      50.9      55.1 
  R５  52.3    50.7      51.1      49.0    50.5      50.4     51.3      49.8      51.5 
    R６  53.1    51.4      52.9      49.2      51.7      51.1     52.6      50.1      52.5 
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令和６年度 全国運動習慣等調査の結果〈ダイジェスト版〉       教育指導室 

◇ 調査対象学年と対象標本数 
（１）小学校 ５年生            （２）中学校 ２年生 
       対象標本 市内児童数  ％         対象標本 市内生徒数  ％ 
    男子 ３７４人  ３７６人 ９９      男子 ３５３人  ４２５人 ８３ 
    女子 ３５１人  ４１０人 ８６      女子 ３９６人  ４２３人 ９４ 

【運動習慣等調査について】    （全国平均値に比べ上回っているもの〇、下回っているもの●） 

（１）一週間の運動時間〔体育・保健体育の授業以外｟部活動時間を含む｠〕 

小学生男子……R６ 全国５５０.１分   長野県 478.9 分《４６位》●     安曇野508.3 分● 

R5 全国544.6 分    長野県470.7 分《45 位》●      安曇野526.7 分● 

R4 全国559.3 分    長野県489.8 分《42 位》●   安曇野557.4 分● 

R3  全国520.1 分     長野県467.6 分《42 位》●    安曇野420.6 分 ● 

小学生女子……R６ 全国331.8 分   長野県280.1 分《４６位》●      安曇野321.7 分● 

R5 全国321.6 分     長野県276.4 分《47 位》最下位●   安曇野327.3 分〇 

R4 全国344.1 分    長野県300.6 分《38 位》●    安曇野382.4 分〇 

R3  全国332.3 分     長野県291.9 分《46 位》 ●     安曇野309.6 分 ● 

中学生男子……R６ 全国752.7 分   長野県726.6 分《３２位》●      安曇野724.9 分● 

R5 全国729.0 分     長野県697.0 分《３６位》●         安曇野801.9 分〇 

R4 全国747.9 分    長野県722.8 分《36 位》●    安曇野784.7 分〇 

R3  全国724.0 分     長野県702.5 分《37 位》●     安曇野774.3 分〇 

中学生女子……R６ 全国517.2 分   長野県509.5 分《３０位》●       安曇野799.1 分〇 

R5  全国504.3 分    長野県479.1 分《３５位》●         安曇野613.5 分〇 

R4 全国528.4 分    長野県505.7 分《38 位》●     安曇野606.5 分〇 

R3  全国516.4 分     長野県496.9 分《37 位》●      安曇野550.8 分 〇 

 

     体育・保健体育の授業以外の「一週間の運動時間」は、従来から中学生女子のみ大幅に全国平均値より多い。

中学生男子は今年度、全国平均値・県平均値よりも少ない。また、小学生男女ともに全国平均値よりは少ない

が、県平均値よりも多くなっている。なお、中学生女子以外は、「一週間の運動時間」は年々減少傾向にあるた

め、7年度は「運動時間の確保」に重点を置く研究が重要と考える。運動の日常化（生活化）が課題である。 
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（２）運動部活動の加入状況                                          

中学生男子 ……R６  全国60.3％   長野県60.3％《47 位》最下位●     安曇野59.9％● 

R5  全国69.8％     長野県62.6％《47 位》最下位●      安曇野63.4％● 

R4  全国73.２％    長野県66.0％《46 位》●         安曇野66.1％● 

        R3  全国74.1％     長野県67.０％《45 位》●          安曇野68.8％● 

 
中学生女子 ……R６  全国52.7％   長野県43.1％《46 位》●         安曇野42.9％● 

R5  全国54.7％   長野県44.8％《47 位》最下位●     安曇野45.6％● 

R4  全国56.9％    長野県48.0％《45 位》●        安曇野47.2％● 

       R3  全国57.6％     長野県49.1％《45 位》●          安曇野46.1％● 

（３）文化部活動の加入状況                                              

       中学生男子 ……R６  全国 8.2％    長野県9.3％《7 位》〇          安曇野7.6％● 

R5  全国 9.1％     長野県10.8％《３位》〇             安曇野13.1％〇 

R4  全国10.4％    長野県12.7％《2 位》〇         安曇野10.5％〇 

                      R3  全国  9.3％     長野県11.3％《3 位》〇               安曇野  12.7％〇 

 

中学生女子 ……R６  全国 25.4％   長野県28.9％《5 位》〇         安曇野26.9％〇 

R5  全国27.8％     長野県32.2％《５位》〇            安曇野34.0％〇 

R4  全国30.3％    長野県34.5％《4 位》〇         安曇野27.3％● 

                  R3   全国30.1％     長野県 35.2％《3 位》〇                 安曇野38.3％〇 

 
運動部活動への加入率は、従来から男女ともに県平均値は全国最下位である。また、安曇野市内中 

学生の運動部加入率は男女共に県平均値・全国平均値よりは低い値を示している。【今年度初の傾向】 
また、文化部への加入率は、女子は全国平均値よりもわずかに高いが、県平均値よりも低い。男子 

    は全国平均値・県平均値よりも低くなっている。【今年度初の傾向】  
そして、安曇野市内の中学生は、運動部・文化部ともに加入率が減少傾向にある。 
運動部については、男女ともに部活には入らず、地域のクラブに加入する生徒が多くなってきたの 

か、それとも文化部の加入率の減少と共に考えると「部活動離れ」の傾向であるのか、今後の様子を 
観察していきたい。 
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（４）「運動部活動」で一週間でおよそどのぐらいの時間、運動しているか    

中学生男子 ……R６ 全国665.7 分    長野県 665.6 分●           安曇野724.9 分〇 

R5 全国665.2 分     長野県667.9 分《32 位》〇       安曇野744.9 分〇 

R4  全国704.3 分   長野県727.7 分《25 位》〇    安曇野718.6 分〇 

R3  全国666.2 分     長野県705.9 分《18 位》〇    安曇野745.0 分 〇 

 

中学生女子 ……R６ 全国647.6 分    長野県 666.8 分〇           安曇野799.1 分〇 

R5 全国657.9 分     長野県674.6 分《28 位》〇       安曇野791.9 分〇 

R4 全国682.4 分    長野県714.9 分《21 位》〇    安曇野767.6 分〇 

        R3 全国656.0 分     長野県703.1 分《18 位》〇     安曇野761.6 分 〇 

 

「運動部活動時間」は、男子も女子も全国平均値を大幅に上回って高い値を示している。 
（２）から運動部活動への加入率は減少傾向だが、部に加入している生徒の運動時間は部活動で確保し 
ていると考えられる。しかし、（１）の中学生の「一週間の運動時間」が、男子が全国平均値を約２８ 
分間下回っているのは、他県と比べて「部活動以外の運動時間」が少ないからだと考えられる。（６）の 
結果から地域のスポーツクラブの運動時間が、中学生男子は全国平均値よりも2時間15分少ないことが 
大きな要因ではないかと考えられる。 
 

（５）地域のスポーツクラブへの加入状況                

小学生男子 ……R６  全国66.7％    長野県66.6％《23 位》●     安曇野63.4● 

R5  全国65.6％      長野県64.9％●             安曇野66.6〇 

R4  全国４９.５％     長野県51.1％〇           安曇野57.3％〇 

        R3  全国49.3％      長野県53.8％ 〇              安曇野49.5％ 〇 

 

小学生女子 ……R６  全国50.9％    長野県50.7％《２5 位》●      安曇野47.0● 

R5  全国49.2％      長野県49.2％                安曇野54.8〇 

R4  全国3４.6％     長野県35.7％〇            安曇野38.9％〇 

 R3  全国34.0％      長野県37.9％ 〇               安曇野34.4％ 〇 

 

中学生男子 ……R６  全国27.6％    長野県38.3％《４位》〇        安曇野52.1〇 
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R5  全国25.3％      長野県36.1％《２位》〇          安曇野39.2〇 

R4  全国１９.１％     長野県25.1％《4 位》〇        安曇野34.7％〇 

               R3  全国18.5％       長野県25.0％《2 位》〇         安曇野27.4％ 〇 

 

中学生女子 ……R６  全国16.8％    長野県27.1％《３位》〇         安曇野32.5〇 

R5  全国15.5％      長野県25.0％《３位》〇           安曇野32.6〇 

R4  全国１1.１％     長野県17.5％《1 位》〇         安曇野23.3％〇 

        R3  全国10.9％     長野県18.0％《1 位》〇          安曇野23.5％ 〇 

安曇野市小学生の地域のスポーツクラブへの加入率は、男女ともに全国平均値・長野県平均値より 
     もわずかに低くなっている。【今年度初の傾向】 

中学生の地域のスポーツクラブへの加入率は､男女共に全国平均値よりも大幅に高く、長野県平均 
     値（男子全国４位、女子全国３位）よりも高い｡安曇野市の地域のスポーツクラブの活性化がうかがえる。 

 

（６）「地域のスポーツクラブ」は一週間でおよそどのぐらいの時間、運動しているか    

中学生男子 ……R６ 全国626.5 分   長野県560.3 分●          安曇野491.5 分● 

R5 全国6１３.8 分   長野県510.1 分《45 位》●   安曇野432.1 分● 

中学生女子 ……R６ 全国436.6 分   長野県425.6 分●          安曇野476.7 分〇 

R5 全国409.1 分   長野県404.9 分《３３位》〇    安曇野423.3 分〇 

 
      安曇野市中学生男子の運動部活動への加入率は低いが、活動時間は全国平均値よりも多く、運動時 

間の確保はおおむねできている。 

また、地域のスポーツクラブへの加入率は高いが、活動時間が短いという状況は、長野県や安曇野 

市は、普通日に行うクラブではなく、休日のみに限定されているクラブが多いからという理由ではな 

いかと考えられる。 

他県（特に都市部の中学校）で実践を図っているように、普通日にも地域のスポーツクラブとして 

活動するというシステムが構築されれば、ある程度は改善し、運動時間も増えるであろう。 

普通日のスポーツクラブ（夜の練習も含めた）活動を具体化・習慣化させるには、地域のスポーツ 

指導者が不足している安曇野市においては、容易に解決できる課題ではない。 

  

安曇野市中学生女子は、部活動の加入率が低く、地域のスポーツクラブへの加入率が高い。そして、 

地域のスポーツクラブの活動も部活動も、運動時間は全国平均値よりもだいぶ多いので、運動時間の確 

保はおおむねできていると考えられる。また、（１）の「一週間の運動時間」についても、女子は全国 

平均値よりも大分多いことを合わせてとらえると、地域のスポーツクラブや運動部に加入している女子 

生徒については、日常的に運動している生徒ということができよう。また、文化部への加入率も減少傾 

向なので、「女子の運動離れ」は起きていないと考えられる。しかし、運動部活動にも地域のスポーツ 

クラブにも加入していない生徒においては、どのような運動実態になっているのか詳細は不明である。 
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≪参考資料≫ ☆安曇野市内 7 中学校《女子》の平均加入率 

〔部活動〕          運 動 部       文 化 部 

     令和３年度  ４５.６％         ３１.３％ 

     令和４年度  ４３.０％         ３４.６％ 

     令和５年度  ４０.１％         ４３.０％ 

     令和６年度  ３８.６％         ３２.４％ 

R3度とR6度の比較 －７.０％    ＋１.１％ 

 〔クラブ〕            女  子         （男 子） 

     令和３年度  ２３.５％         （２７.４％） 

     令和４年度  ２３.３％         （３４.７％） 

     令和５年度  ３２.６％         （３９.２％） 

     令和６年度  ３２.５％         （５２.１％） 

R3度とR6度の比較 ＋９.０％    （＋２４.７％） 

◇安曇野市の女子中学生は、令和３年度から６年度の間に、 

部活動の加入率が－７.０％で、クラブへの加入率が＋９.０％になった。 

部活動への加入率が減少した以上に､スポーツクラブへ加入する生徒が増加。 

 

☆市内 7 中学校《女子》の体力テスト（実技）の総合評価（A と B の合計）  

［単位 ％］ 

     R3 年  R4 年   R5 年   R6 年  R3 と R6 との比較 

中１  64.30  59.69  65.16  67.99    ＋３．６９  

中２  60.18  63.10  57.10  59.59   －０．５９ 

中３  47.51  59.24  61.35  60.18   ＋１２．６７ 

◇女子の実技の総合評価は、中１と中３は伸びており、中２もわずかな減少 

である。安曇野市の女子中学生の「運動離れ」は起きていないと予想される。 
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別表１の①（小学生男子） 

 
 
 

■実技集計 安曇野市教育委員会

全国 486,401 16.01 3.87 50.0 483,871 19.19 6.12 50.0 484,153 33.79 8.86 50.0 482,410 40.66 8.27 50.0

長野県 7,585 16.47 4.04 51.2 7,458 18.79 6.08 49.4 7,454 33.79 9.43 50.0 7,449 40.86 8.72 50.2

市区町村 352 16.15 3.79 50.3 349 20.54 6.75 52.2 348 36.61 9.70 53.2 348 43.89 8.04 53.9

全国 479,225 46.90 21.09 50.0 482,023 9.50 1.13 50.0 482,833 150.42 23.52 50.0

長野県 7,410 47.55 21.02 50.3 7,424 9.57 1.11 49.4 7,427 151.95 25.39 50.7

市区町村 345 51.26 21.93 52.1 345 9.48 1.08 50.2 347 157.25 25.30 52.9

全国 481,927 20.75 8.25 50.0 454,905 52.53 9.64 50.0 454,905 10.3% 21.8% 32.0% 23.0% 12.9%

長野県 7,433 21.41 7.97 50.8 6,605 52.79 9.45 50.3 6,605 10.2% 22.8% 31.7% 23.5% 11.8%

市区町村 353 20.18 6.76 49.3 336 55.09 9.97 52.6 336 17.6% 26.2% 28.0% 18.8% 9.5%

全国 長野県 市区町村

握力 50.0 51.2 50.3
上体
起こし

50.0 49.4 52.2
長座
体前屈

50.0 50.0 53.2
反復
横とび

50.0 50.2 53.9
20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 50.3 52.1

50m走 50.0 49.4 50.2
立ち
幅とび

50.0 50.7 52.9
ｿﾌﾄ
ﾎﾞｰﾙ

50.0 50.8 49.3
体力
合計点

50.0 50.3 52.6

小学校
５年男子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値

標本数 平均値

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

小学校
５年男子

20mシャトルラン(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値

Ｄ Ｅ標準偏差 Ｔ得点 標本数 Ａ Ｂ Ｃ

小学校
５年男子

ソフトボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

51.2 

49.4 50.0 50.2 50.3 
49.4 

50.7 50.8 50.3 50.3 

52.2 
53.2 

53.9 

52.1 

50.2 

52.9 

49.3 

52.6 

40

45

50

55

60

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

実技調査Ｔ得点（男子）
長野県 市区町村 全国

10.3%

10.2%

17.6%

21.8%

22.8%

26.2%

32.0%

31.7%

28.0%

23.0%

23.5%

18.8%

12.9%

11.8%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

長野県

市区町村

総合評価（男子）
A B C D E(点)
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別表１の②（小学生女子） 

 
 
 

全国 468,284 15.77 3.89 50.0 466,222 18.16 5.53 50.0 466,815 38.19 9.16 50.0 464,987 38.70 7.48 50.0

長野県 7,509 16.03 4.05 50.7 7,406 17.49 5.53 48.8 7,386 38.45 9.62 50.3 7,365 38.38 8.12 49.6

市区町村 396 16.06 3.82 50.7 394 19.49 5.70 52.4 394 41.85 9.55 54.0 395 40.99 6.80 53.1

全国 461,523 36.59 15.91 50.0 463,856 9.77 0.97 50.0 464,780 143.13 22.08 50.0

長野県 7,335 36.46 16.19 49.9 7,333 9.92 1.03 48.4 7,359 144.28 23.58 50.5

市区町村 390 40.80 16.57 52.6 388 9.87 0.96 48.9 394 151.24 20.81 53.7

全国 463,534 13.15 4.76 50.0 439,608 53.92 9.08 50.0 439,608 12.5% 23.3% 33.4% 22.0% 8.8%

長野県 7,308 13.85 4.96 51.5 6,572 53.87 9.12 49.9 6,572 12.6% 23.1% 33.1% 22.1% 9.0%

市区町村 393 13.91 4.64 51.6 375 56.74 8.90 53.1 375 20.5% 27.2% 32.3% 15.2% 4.8%

全国 長野県 市区町村

握力 50.0 50.7 50.7
上体
起こし

50.0 48.8 52.4
長座
体前屈

50.0 50.3 54.0
反復
横とび

50.0 49.6 53.1
20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 49.9 52.6

50m走 50.0 48.4 48.9
立ち
幅とび

50.0 50.5 53.7
ｿﾌﾄ
ﾎﾞｰﾙ

50.0 51.5 51.6
体力
合計点

50.0 49.9 53.1

小学校
５年女子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

小学校
５年女子

20mシャトルラン(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数

Ｔ得点平均値

小学校
５年女子

ソフトボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

Ｃ Ｄ Ｅ平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 Ａ Ｂ

50.7 

48.8 
50.3 

49.6 49.9 
48.4 

50.5 
51.5 

49.9 
50.7 

52.4 
54.0 

53.1 52.6 

48.9 

53.7 

51.6 
53.1 

40

45

50

55

60

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

実技調査Ｔ得点（女子）
長野県 市区町村 全国

12.5%

12.6%

20.5%

23.3%

23.1%

27.2%

33.4%

33.1%

32.3%

22.0%

22.1%

15.2%

8.8%

9.0%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

長野県

市区町村

総合評価（女子）
A B C D E(点)
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別表２の①（中学生男子） 

 

 

■実技集計 安曇野市教育委員会

全国 403,700 28.95 7.34 50.0 400,692 25.94 6.29 50.0 400,602 44.47 11.32 50.0 396,812 51.51 9.24 50.0

長野県 7,034 29.83 7.27 51.2 6,983 25.84 6.16 49.8 6,987 45.35 11.56 50.8 6,945 50.55 8.97 49.0

市区町村 361 30.38 7.22 51.9 359 26.22 5.92 50.4 360 47.13 10.65 52.3 355 51.69 7.59 50.2

全国 138,500 410.69 72.68 50.0 294,851 78.98 25.58 50.0 389,424 7.99 0.94 50.0 391,924 197.18 32.32 50.0

長野県 635 411.64 68.52 49.9 6,784 79.36 24.62 50.1 6,731 7.86 0.85 51.4 6,776 200.22 32.31 50.9

市区町村 46 394.87 66.85 52.2 355 82.44 24.27 51.4 341 7.89 0.79 51.1 348 204.08 31.20 52.1

全国 383,164 20.57 6.29 50.0 343,041 41.86 10.91 50.0 343,041 9.5% 25.2% 34.4% 22.4% 8.5%

長野県 6,690 21.52 6.19 51.5 6,101 42.91 10.89 51.0 6,101 11.5% 26.6% 34.0% 20.7% 7.3%

市区町村 345 20.28 5.56 49.5 317 43.02 10.44 51.1 317 11.4% 24.6% 37.5% 20.2% 6.3%

全国 長野県 市区町村

握力 50.0 51.2 51.9
上体
起こし

50.0 49.8 50.4
長座
体前屈

50.0 50.8 52.3
反復
横とび

50.0 49.0 50.2

持久走 50.0 49.9 52.2
20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 50.1 51.4

50m走 50.0 51.4 51.1
立ち
幅とび

50.0 50.9 52.1
ﾊﾝﾄﾞ
ﾎﾞｰﾙ

50.0 51.5 49.5
体力
合計点

50.0 51.0 51.1

反復横とび(点)

中学校
２年男子

持久走（秒） 20mシャトルラン(回) 50m走(秒)

標本数

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

中学校
２年男子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm)

標本数

標準偏差 Ｔ得点

平均値 標準偏差 Ｔ得点Ｔ得点平均値

立ち幅とび(cm)

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値

標準偏差

Ｔ得点 標本数

標本数

中学校
２年男子

ハンドボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

ＥＴ得点 標本数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

標本数 平均値

標準偏差

平均値 標準偏差 Ｔ得点

Ｔ得点 標本数

平均値

51.2 
49.8 

50.8 

49.0 
49.9 50.1 

51.4 50.9 51.5 51.0 
51.9 

50.4 

52.3 

50.2 

52.2 
51.4 51.1 

52.1 

49.5 
51.1 

40

45

50

55

60

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

持久走 20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ﾊﾝﾄﾞ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

実技調査Ｔ得点（男子）
長野県 市区町村 全国

9.5%

11.5%

11.4%

25.2%

26.6%

24.6%

34.4%

34.0%

37.5%

22.4%

20.7%

20.2%

8.5%

7.3%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

長野県

市区町村

総合評価（男子）
A B C D E(点)
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別表２の②（中学生女子） 

 

全国 384,905 23.18 4.71 50.0 382,497 21.56 6.06 50.0 383,099 46.47 10.89 50.0 379,864 45.65 7.90 50.0

長野県 6,759 23.74 4.74 51.2 6,718 21.11 6.29 49.3 6,732 47.76 11.01 51.2 6,650 44.52 7.62 48.6

市区町村 364 24.62 4.77 53.1 359 22.43 6.11 51.4 360 49.65 10.60 52.9 358 45.02 7.26 49.2

全国 130,519 309.02 51.84 50.0 279,086 50.67 19.65 50.0 370,629 8.96 0.90 50.0 375,320 166.32 28.26 50.0

長野県 613 319.63 55.37 48.0 6,438 50.35 19.37 49.8 6,459 8.88 0.87 50.9 6,561 167.50 28.54 50.4

市区町村 42 295.83 35.71 52.5 347 54.03 20.62 51.7 343 8.86 0.86 51.1 346 173.62 25.58 52.6

全国 369,489 12.40 4.29 50.0 331,056 47.37 11.81 50.0 331,056 24.6% 28.5% 27.7% 15.3% 3.9%

長野県 6,479 12.68 4.34 50.7 5,897 47.86 12.04 50.4 5,897 26.7% 26.9% 27.4% 15.5% 3.5%

市区町村 340 12.45 4.01 50.1 311 50.11 11.75 52.3 311 28.9% 30.5% 29.3% 9.3% 1.9%

全国 長野県 市区町村

握力 50.0 51.2 53.1
上体
起こし

50.0 49.3 51.4
長座
体前屈

50.0 51.2 52.9
反復
横とび

50.0 48.6 49.2

持久走 50.0 48.0 52.5
20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 49.8 51.7

50m走 50.0 50.9 51.1
立ち
幅とび

50.0 50.4 52.6
ﾊﾝﾄﾞ
ﾎﾞｰﾙ

50.0 50.7 50.1
体力
合計点

50.0 50.4 52.3

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数

中学校
２年女子

ハンドボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数 平均値

中学校
２年女子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点)

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

中学校
２年女子

持久走(秒) 20mシャトルラン(回) 50m走(秒)

標本数 平均値 Ｔ得点

標本数

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

立ち幅とび(cm)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

Ｃ Ｄ Ｅ標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 Ａ Ｂ

51.2 

49.3 

51.2 

48.6 48.0 

49.8 
50.9 50.4 50.7 50.4 

53.1 
51.4 

52.9 

49.2 

52.5 
51.7 51.1 

52.6 

50.1 

52.3 

40

45

50

55

60

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

持久走 20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ﾊﾝﾄﾞ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

実技調査Ｔ得点（女子）
長野県 市区町村 全国

24.6%

26.7%

28.9%

28.5%

26.9%

30.5%

27.7%

27.4%

29.3%

15.3%

15.5%

9.3%

3.9%

3.5%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

長野県

市区町村

総合評価（女子）
A B C D E(点)
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第３号 教育部 学校教育課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 上條貴芳  (担当) 塩原邦哲 

  

タイトル 穂高北小学校スクールバス乗車基準の見直しについて 

要旨 

通学距離４ｋｍ以上としているスクールバスの乗車基準について、

北穂高認定こども園以遠から通学する児童については、４ｋｍ未満

であってもスクールバスの利用を認めるように見直すもの。 

説明 

１ 見直しの経過 

(１) 令和６年安曇野市議会６月定例会において「穂高北小学校狐

島区スクールバス等の児童の安全確保を目的とした柔軟な運用

についての陳情」が採択されたことから、陳情者及び学校と協議

を開始。 

(２) 教育委員会、福祉教育委員会がそれぞれ現地視察を実施。 

(３) 同年７月安曇野市総合教育会議にて報告を行い、市長や教育

委員から「文科省通知に基準はあるものの、地域の実情に合わせ、

子どもの安全を優先した方策の検討をいただきたい」という趣旨

の意見があった。 

(４) 陳情者、学校との協議及び現地確認を行い、県道307号線の

道路状況を確認した結果、通学の安全性を考慮し、乗車基準の見

直しを行うことで合意した。 

 

２ 乗車基準 

現行   通学距離４ｋｍ以上であること。 

見直し後 通学距離４ｋｍ以上であること。 

ただし、県道307号線の道路状況を考慮し、北穂高認

定こども園以遠から通学する児童はスクールバスの

利用を認める。今後、県道307号線の道路状況が改善

され、安全に徒歩通学できる状況になった場合は、通

学距離４ｋｍ未満の児童は徒歩通学とする。 

 

３ 運用開始時期 

 令和７年４月１日から 

 

（以 上） 
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令和７年４月

穂高北小学校

⑱旧JA北穂高支所

7 ：0 7

⑮下木戸公民館北

（県道北一つ目交差点手前）

7 ：0 2

⑰北穂高認定こども園（新）

7 ：0 5

バス通
⑭下木戸公民館

7 ：0 1
⑬狐島会館

7：0 0

⑯生産組合倉庫（新）

7 ：0 4

穂高北小学校スクールバス 北穂高線 路線図

【登校便】
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令和７年４月

穂高北小学校スクールバス 北穂高線 路線図

【下校便】

穂高北小学校

D北穂高認定こども園

< 運行経路＞

（下校便） 学校-D-F-G-H地点まで

時間は時間割により異なります。

F下木戸公民館北（新）

H狐島会館（新）

G下木戸公民館（新）
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第４号 教育部 学校給食課 

令和７年３月 26 日提出 (課長) 西澤弘修 (担当係長)米倉秀政   

  

タイトル 
安曇野市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例施

行規則の一部改正について 

要旨 

令和７年度の学校給食費を改正し、１食あたり小学校 330 円、中

学校 390 円に改定した。また、改正による児童・生徒の増額分を

公費で負担することとし、保護者の負担額を小学校 280 円、中学

校 330 円としたことから、規則の改正を行ったので報告する。 

説明 

 

１ 改正箇所 

  別紙のとおり 

 

２ 施行日 

  令和７年４月１日 

 

３ その他 

  教員及び給食センター職員の給食費 

小学校 330 円 

中学校 390 円 
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〇
安

曇
野

市
学

校
給

食
の

実
施

及
び

学
校

給
食

費
の

管
理

に
関

す
る

条
例

施
行

規
則

（
令

和
４

年
安

曇
野

市
規

則
第

１
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
学
校
給
食
費
の
額
）
 

（
学
校
給
食
費
の
額
）
 

第
３
条
 
条
例
第
５
条
に
規
定
す
る
学
校
給
食
費
の
額
は
、
次
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
学
校
に
通
学
す
る

児
童
又
は
生
徒
（
以
下
「
児
童
等
」
と
い
う
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ

る
額
と
す
る
。
 

第
３
条
 
条
例
第
５
条
に
規
定
す
る
学
校
給
食
費
の
額
は
、
次
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
学
校
に
通
学
す
る

児
童
又
は
生
徒
（
以
下
「
児
童
等
」
と
い
う
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ

る
額
と
す
る
。
 

区
分
 

学
校
給
食
費
の
額
（
１
人
１
日
に
つ
き
）
 

小
学
校
 

33
0円

 

中
学
校
 

39
0円

 
 

区
分
 

学
校
給
食
費
の
額
（
１
人
１
日
に
つ
き
）
 

小
学
校
 

32
0円

 

中
学
校
 

37
5円

 
 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
給
食
を
受
け
る
児
童
等
が
飲
用
牛
乳
の
提
供
を
受
け
な
い
場

合
は
、
前
項
に
規
定
す
る
額
か
ら
飲
用
牛
乳
の
仕
入
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
す
る
額
を
差
し
引
い
た

額
と
す
る
。
 

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
給
食
を
受
け
る
児
童
等
が
飲
用
牛
乳
の
提
供
を
受
け
な
い
場

合
は
、
前
項
に
規
定
す
る
額
か
ら
飲
用
牛
乳
の
仕
入
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
す
る
額
を
差
し
引
い
た

額
と
す
る
。
 

 

（
学
校
給
食
費
の
徴
収
）
 

（
学
校
給
食
費
の
徴
収
）
 

第
５
条
 
市
長
は
、
第
３
条
に
定
め
る
額
に
基
準
学
校
給
食
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
年
額
を
５
月
か

ら
翌
年
２
月
ま
で
の
10
月
に
分
け
て
徴
収
す
る
。
 

第
５
条
 
市
長
は
、
第
３
条
に
定
め
る
額
に
基
準
学
校
給
食
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
年
額
を
５
月
か

ら
翌
年
２
月
ま
で
の
10
月
に
分
け
て
徴
収
す
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
転
学
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
年
度
の
途
中
か
ら
学
校
給
食
の
提
供

を
受
け
る
又
は
受
け
な
く
な
る
児
童
等
の
当
該
年
度
に
お
け
る
学
校
給
食
費
は
、
第
３
条
に
定
め
る

額
に
実
学
校
給
食
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
転
学
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
年
度
の
途
中
か
ら
学
校
給
食
の
提
供

を
受
け
る
又
は
受
け
な
く
な
る
児
童
等
の
当
該
年
度
に
お
け
る
学
校
給
食
費
は
、
第
３
条
に
定
め
る

額
に
実
学
校
給
食
実
施
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 

 

（
欠
食
に
よ
る
減
額
）
 

（
欠
食
に
よ
る
減
額
）
 

第
10
条
 
学
校
給
食
を
連
続
４
日
以
上
停
止
す
る
場
合
は
、
徴
収
す
べ
き
学
校
給
食
費
か
ら
、
次
に
掲

げ
る
日
数
に
第
３
条
に
定
め
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。
 

第
10
条
 
学
校
給
食
を
連
続
４
日
以
上
停
止
す
る
場
合
は
、
徴
収
す
べ
き
学
校
給
食
費
か
ら
、
次
に
掲

げ
る
日
数
に
第
３
条
に
定
め
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。
 

(１
) 

停
止
予
定
期
間
の
初
日
の
３
日
（
休
日
の
日
数
は
、
算
入
し
な
い
。
）
前
ま
で
に
安
曇
野
市
 

学
校
給
食
の
実
施
に
関
す
る
規
則
（
令
和
３
年
安
曇
野
市
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
。
以
下
「
規

則
」
と
い
う
。
）
第
３
条
第
４
項
に
規
定
す
る
学
校
給
食
（
停
止
・
復
食
）
届
【
個
人
分
】
の
提

出
が
あ
っ
た
場
合
 
停
止
日
数
 

(１
) 

停
止
予
定
期
間
の
初
日
の
３
日
（
休
日
の
日
数
は
、
算
入
し
な
い
。
）
前
ま
で
に
安
曇
野
市
 

学
校
給
食
の
実
施
に
関
す
る
規
則
（
令
和
３
年
安
曇
野
市
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
。
以
下
「
規

則
」
と
い
う
。
）
第
３
条
第
４
項
に
規
定
す
る
学
校
給
食
（
停
止
・
復
食
）
届
【
個
人
分
】
の
提

出
が
あ
っ
た
場
合
 
停
止
日
数
 

(２
) 

前
号
以
外
の
場
合
 
停
止
日
数
か
ら
３
を
減
じ
て
得
た
日
数
 

(２
) 

前
号
以
外
の
場
合
 
停
止
日
数
か
ら
３
を
減
じ
て
得
た
日
数
 

２
 
学
級
単
位
以
上
の
停
止
の
場
合
で
停
止
予
定
期
間
の
初
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
規
則
第
３
条
第
４

項
に
規
定
す
る
学
校
給
食
（
停
止
・
復
食
）
届
【
行
事
分
】
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
日
額
に
停

２
 
学
級
単
位
以
上
の
停
止
の
場
合
で
停
止
予
定
期
間
の
初
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
規
則
第
３
条
第
４

項
に
規
定
す
る
学
校
給
食
（
停
止
・
復
食
）
届
【
行
事
分
】
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
日
額
に
停

-112-



改
正
後
 

改
正
前
 

止
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。
 

 

止
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。
 

 

附
 
則
 

附
 
則
 

１
・
２
 
（
略
）
 

１
・
２
 
（
略
）
 

（
令
和
５
年
度
の
学
校
給
食
費
の
額
の
特
例
）
 

（
令
和
５
年
度
の
学
校
給
食
費
の
額
の
特
例
）
 

３
 
令
和
５
年
度
に
お
い
て
学
校
給
食
費
の
額
に
係
る
第
３
条
第
２
項
、
第
５
条
及
び
第
10
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
第
１
項
の
表
中
「
30
0円

」
と
あ
る
の
は
「
28
0円

」
と
、
「
35
0

円
」
と
あ
る
の
は
「
33
0円

」
と
す
る
。
 

３
 
令
和
５
年
度
に
お
い
て
学
校
給
食
費
の
額
に
係
る
第
３
条
第
２
項
、
第
５
条
及
び
第
10
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
第
１
項
の
表
中
「
30
0円

」
と
あ
る
の
は
「
28
0円

」
と
、
「
35
0

円
」
と
あ
る
の
は
「
33
0円

」
と
す
る
。
 

（
令
和
６
年
度
の
学
校
給
食
費
の
額
の
特
例
）
 

（
令
和
６
年
度
の
学
校
給
食
費
の
額
の
特
例
）
 

４
 
令
和
６
年
度
に
お
い
て
学
校
給
食
費
の
額
に
係
る
第
３
条
第
２
項
、
第
５
条
及
び
第
10
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
第
１
項
の
表
中
「
32
0円

」
と
あ
る
の
は
「
28
0円

」
と
、
「
37
5

円
」
と
あ
る
の
は
「
33
0円

」
と
す
る
。
 

４
 
令
和
６
年
度
に
お
い
て
学
校
給
食
費
の
額
に
係
る
第
３
条
第
２
項
、
第
５
条
及
び
第
10
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
第
１
項
の
表
中
「
32
0円

」
と
あ
る
の
は
「
28
0円

」
と
、
「
37
5

円
」
と
あ
る
の
は
「
33
0円

」
と
す
る
。
 

（
令
和
７
年
度
の
学
校
給
食
費
の
額
の
特
例
）
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

５
 
令
和
７
年
度
に
お
い
て
学
校
給
食
費
の
額
に
係
る
第
３
条
第
２
項
、
第
５
条
及
び
第
10
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
３
条
第
１
項
の
表
中
「
33
0
円
」
と
あ
る
の
は
「
28
0円

」
と
、
「
39
0

円
」
と
あ
る
の
は
「
33
0円

」
と
す
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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      は、個人に関する情報で、特定の個人が識別され、又は識別され得るも

ので、個人情報の保護に該当する案件に該当するため、非公開とします（安曇野市情

報公開条例（平成 18 年安曇野市条例第５号）第５条第１項第２号）。

報告第５号



 

【教育委員会定例会提出資料】 

報告第６号 教育部 こども園幼稚園課 

令和 7 年 3 月 26 日提出 (課長)佐々木 真貴  (担当係長) 青嶋 梢 

  

件名 
安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正について 

要旨 標記条例の一部改正を報告するもの 

説明 

 

１ 趣旨 

・今回の改正は「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」の一

部改正に伴い、栄養士の配置に係る規定を改めるもの。 

・市が認可する家庭的保育事業、小規模保育事業、事業所内保育事業

を対象とする。 

・栄養士法が改正され、栄養士免許を取得せずとも管理栄養士となるこ

とが可能となったことから、栄養士免許を有さない管理栄養士を配置

した場合についても同要件を満たすことができるようにするもの。 

 

２ 施行日 

 令和 7 年 4 月 1 日 

 

３ 一部改正の内容 

 別添のとおり 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

（
平

成
2
6
年

安
曇

野
市

条
例

第
3
6
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
食
事
の
提
供
の
特
例
）
 

（
食
事
の
提
供
の
特
例
）
 

第
16
条
 
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
の
利
用
乳
幼
児
に
対
す
る
食
事
の
提
供
に
つ
い
て
、
次
項

に
規
定
す
る
施
設
（
以
下
「
搬
入
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
調
理
し
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業

所
等
に
搬
入
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
家
庭
的
保
育
事

業
所
等
内
で
行
う
こ
と
が
必
要
な
調
理
の
た
め
の
加
熱
、
保
存
等
の
調
理
機
能
を
有
す
る
設
備
を
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
16
条
 
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
は
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
の
利
用
乳
幼
児
に
対
す
る
食
事
の
提
供
に
つ
い
て
、
次
項

に
規
定
す
る
施
設
（
以
下
「
搬
入
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
調
理
し
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業

所
等
に
搬
入
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
家
庭
的
保
育
事

業
所
等
内
で
行
う
こ
と
が
必
要
な
調
理
の
た
め
の
加
熱
、
保
存
等
の
調
理
機
能
を
有
す
る
設
備
を
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(２
) 

当
該
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
又
は
他
の
施
設
、
保
健
所
、
市
等
の
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

に
よ
り
、
献
立
等
に
つ
い
て
栄
養
の
観
点
か
ら
の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
栄

養
士
又
は
管
理
栄
養
士
に
よ
る
必
要
な
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(２
) 

当
該
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
又
は
他
の
施
設
、
保
健
所
、
市
等
の
栄
養
士
に
よ
り
、
献
立
等

に
つ
い
て
栄
養
の
観
点
か
ら
の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
栄
養
士
に
よ
る
必
要

な
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(３
)～

(５
) 

（
略
）
 

(３
)～

(５
) 

（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

 

２
 
（
略
）
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第７号 教育部 こども園幼稚園課 

令和 7 年 3 月 26 日提出 (課長)佐々木 真貴  (担当係長) 青嶋 梢 

  

件名 
安曇野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正について 

要旨 条例の一部改正を報告するもの 

説明 

 

１ 趣旨 

 今回の改正は「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特

定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準」の一部改正に伴うも

ので、認可を受けた特定教育・保育施設等（認定こども園、小規模保育

事業等）が、市から子どものための教育・保育給付を受けるために必要な

基準を改めるものです。 

改正の内容は、特定教育・保育施設等の重要事項について、書面掲示

の義務に加え、インターネットを利用して公衆の閲覧に供しなければなら

ないことを追加し、また、保護者への重要事項にのみ規定されていた電

磁的方法による対応を、特定教育・保育施設等が作成・保存等を行うも

のや、保護者との間の手続き等に関係するもので、書面等によることが

規定又は想定されているものについても可能とするものです。 

その他、字句等所要の修正を行うものです。 

 

２ 施行日 

 公布の日 

 

３ 一部改正の内容 

 別添のとおり 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
特

定
教

育
・
保

育
施

設
及

び
特

定
地

域
型

保
育

事
業

の
運

営
に

関
す

る
基

準
を

定
め

る
条

例
（
平

成
2

6
年

安
曇

野
市

条
例

第
3

7
号

）
 

改
正

後
 

改
正

前
 

目
次

 
目

次
 

第
４
章

 
雑

則
（第

5
3
条

・第
5
4
条

） 

 

第
４
章

 
雑

則
（第

5
3
条

） 

 

（定
義

） 
（定

義
） 

第
２
条

 
こ

の
条

例
に

お
け

る
用

語
の

意
義

は
、
次

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、
法

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

第
２
条

 
こ

の
条

例
の

お
け

る
用

語
の

意
義

は
、
次

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、
法

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

(１
)～

(1
2
) 

（略
） 

 

(１
)～

(1
2
) 

（略
） 

 

（内
容

及
び

手
続

の
説

明
及

び
同

意
） 

（内
容

及
び

手
続

の
説

明
及

び
同

意
） 

第
５
条

 
（略

） 
第

５
条

 
（略

） 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

２
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
利

用
申

込
者

か
ら

の
申

出
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、
前

項
の

規
定

に
よ

る
文

書
の

交
付

に
代

え
て

、
第

５
項

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
当

該
利

用
申

込
者

の
承

諾
を

得
て

、
当

該
文

書
に

記
す

べ
き

重
要

事
項

を
電

子
情

報
処

理
組

織
を

使
用

す
る

方
法

そ
の

他
の

情
報

通
信

の
技

術
を

利
用

す
る

方
法

で
あ

っ
て

次
に

掲
げ

る
も

の
（以

下
こ

の
条

に
お

い
て

「電
磁

的
方

法
」と

い
う

。
）に

よ
り

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
当

該
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
当

該
文

書
を

交
付

し

た
も

の
と

み
な

す
。
 

＿
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＿

＿
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＿
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＿
＿

＿
＿

＿
 

(１
) 

電
子

情
報

処
理

組
織

を
使

用
す

る
方

法
の

う
ち

ア
又

は
イ

に
掲

げ
る

も
の

 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿
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＿
＿

＿
＿

＿
＿
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＿

＿
＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
＿

＿
＿

＿
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＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

ア
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

と
利

用
申

込
者

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と

を
接

続
す

る
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
送

信
し

、
受

信
者

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
に

備

え
ら

れ
た

フ
ァ

イ
ル

に
記

録
す

る
方

法
 

＿
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＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

イ
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

に
備

え
ら

れ
た

フ
ァ

イ
ル

に
記

録
さ

れ
た

前

項
に

規
定

す
る

重
要

事
項

を
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
利

用
申

込
者

の
閲

覧
に

供
し

、
当

該
利

用

申
込

者
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

に
備

え
ら

れ
た

フ
ァ

イ
ル

に
当

該
重

要
事

項
を

記
録

す
る

方

法
（電

磁
的

方
法

に
よ

る
提

供
を

受
け

る
旨

の
承

諾
又

は
受

け
な

い
旨

の
申

出
を

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

に
備

え
ら

れ
た

フ
ァ

イ
ル

に
そ

の
旨

を
記

録
す

る
方

法
） 

＿
＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿

＿
＿

＿
 

(２
) 

磁
気

デ
ィ

ス
ク

、
光

デ
ィ

ス
ク

そ
の

他
こ

れ
ら

に
準

ず
る

方
法

に
よ

り
一

定
の

事
項

を
確

実
に

記
録

し
て

お
く

こ
と

が
で

き
る

物
を

も
っ

て
調

製
す

る
フ

ァ
イ

ル
に

前
項

に
規

定
す

る
重

要
事

項
を

記
録

し

た
も

の
を

交
付

す
る

方
法
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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３
 
前

項
に

掲
げ

る
方

法
は

、
利

用
申

込
者

が
フ

ァ
イ

ル
へ

の
記

録
を

出
力

す
る

こ
と

に
よ

り
文

書
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
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＿
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＿
＿

＿
＿

＿
＿

４
 
第

２
項

第
１号

の
「電

子
情

報
処

理
組

織
」と

は
、
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

と

-120-



改
正

後
 

改
正

前
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＿

＿
 

利
用

申
込

者
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

と
を

電
気

通
信

回
線

で
接

続
し

た
電

子
情

報
処

理
組

織
を

い
う

。
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５
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

第
１項

に
規

定
す

る
重

要
事

項
を

提
供

し
よ

う
と

す

る
場

合
は

、
あ

ら
か

じ
め

、
当

該
利

用
申

込
者

に
対

し
、
そ

の
用

い
る

次
に

掲
げ

る
電

磁
的

方
法

の
種

類

及
び

内
容

を
示

し
、
文

書
又

は
電

磁
的

方
法

に
よ

る
承

諾
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

＿
＿
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(１

) 
第

２
項

各
号

に
規

定
す

る
方

法
の

う
ち

特
定

教
育

・保
育

施
設

が
使

用
す

る
も

の
 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 
(２

) 
フ

ァ
イ

ル
へ

の
記

録
の

方
式
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６
 
前

項
の

規
定

に
よ

る
承

諾
を

得
た

特
定

教
育

・保
育

施
設

は
、
当

該
利

用
申

込
者

か
ら

文
書

又
は

電
磁

的
方

法
に

よ
り

電
磁

的
方

法
に

よ
る

提
供

を
受

け
な

い
旨

の
申

出
が

あ
っ

た
場

合
は

、
当

該
利

用
申

込

者
に

対
し

、
第

１項
に

規
定

す
る

重
要

事
項

の
提

供
を

電
磁

的
方

法
に

よ
っ

て
し

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ

し
、
当

該
利

用
申

込
者

が
再

び
前

項
の

規
定

に
よ

る
承

諾
を

し
た

場
合

は
、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

 

（あ
っ

せ
ん

、
調

整
及

び
要

請
に

対
す

る
協

力
） 

（あ
っ

せ
ん

、
調

整
及

び
要

請
に

対
す

る
協

力
） 

第
７
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
当

該
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

利
用

に
つ

い
て

法
第

4
2
条

第
１項

の

規
定

に
よ

り
市

が
行

う
あ

っ
せ

ん
及

び
要

請
に

対
し

、
で

き
る

限
り

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

第
７
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
当

該
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

利
用

に
つ

い
て

法
第

4
2
条

第
１項

の

規
定

に
よ

り
市

町
村

が
行

う
あ

っ
せ

ん
及

び
要

請
に

対
し

、
で

き
る

限
り

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
（認

定
こ

ど
も

園
又

は
保

育
所

に
限

る
。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）は

、
法

第
19

条
第

２
号

又
は

第
３
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子

ど
も

に
係

る
当

該
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

利
用

に
つ

い
て

児
童

福
祉

法
第

2
4
条

第
３
項

（同
法

附
則

第
7
3
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）の

規
定

に
よ

り
市

が
行

う
調

整

及
び

要
請

に
対

し
、
で

き
る

限
り

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

２
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
（認

定
こ

ど
も

園
又

は
保

育
所

に
限

る
。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）は

、
法

第
19

条
第

２
号

又
は

第
３
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子

ど
も

に
係

る
当

該
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

利
用

に
つ

い
て

児
童

福
祉

法
第

2
4
条

第
３
項

（同
法

附
則

第
7
3
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）の

規
定

に
よ

り
市

町
村

が
行

う

調
整

及
び

要
請

に
対

し
、
で

き
る

限
り

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

（受
給

資
格

等
の

確
認

） 
（受

給
資

格
等

の
確

認
） 

第
８
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
特

定
教

育
・保

育
の

提
供

を
求

め
ら

れ
た

場
合

は
、
教

育
・保

育
給

付

認
定

保
護

者
の

提
示

す
る

支
給

認
定

証
（教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

が
支

給
認

定
証

の
交

付
を

受

け
て

い
な

い
場

合
に

あ
っ

て
は

、
子

ど
も

・子
育

て
支

援
法

施
行

規
則

（平
成

2
6
年

内
閣

府
令

第
4
4

号
）第

７
条

第
２
項

の
規

定
に

よ
る

通
知

）に
よ

っ
て

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
の

有
無

、
教

育
・保

育
給

付

認
定

子
ど

も
の

該
当

す
る

法
第

19
条

各
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

区
分

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
の

有
効

期
間

、
保

育
必

要
量

等
を

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。
 

 

第
８
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
特

定
教

育
・保

育
の

提
供

を
求

め
ら

れ
た

場
合

は
、
教

育
・保

育
給

付

認
定

保
護

者
の

提
示

す
る

支
給

認
定

証
に

よ
っ

て
、
教

育
・保

育
給

付
認

定
の

有
無

、
教

育
・保

育
給

付

認
定

子
ど

も
の

該
当

す
る

法
第

19
条

各
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

区
分

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
の

有
効

期
間

、
保

育
必

要
量

等
を

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。
 

 

（特
定

教
育

・保
育

の
取

扱
方

針
） 

（特
定

教
育

・保
育

の
取

扱
方

針
） 

第
15

条
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
施

設
の

区
分

に
応

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
第

15
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
施

設
の

区
分

に
応

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号

-121-



改
正

後
 

改
正

前
 

に
定

め
る

も
の

に
基

づ
き

、
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

の
心

身
の

状
況

等
に

応
じ

、
特

定
教

育
・保

育
の

提

供
を

適
切

に
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

に
定

め
る

も
の

に
基

づ
き

、
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

の
心

身
の

状
況

等
に

応
じ

、
特

定
教

育
・保

育
の

提

供
を

適
切

に
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

(１
) 

（略
） 

(１
) 

（略
） 

(２
) 

認
定

こ
ど

も
園

（認
定

こ
ど

も
園

法
第

３
条

第
１項

又
は

第
３
項

に
規

定
す

る
認

定
を

受
け

た
施

設

及
び

同
条

第
10

項
の

規
定

に
よ

る
公

示
が

さ
れ

た
も

の
に

限
る

。
） 

次
号

及
び

第
４
号

に
掲

げ
る

事

項
 

(２
) 

認
定

こ
ど

も
園

（認
定

こ
ど

も
園

法
第

３
条

第
１項

又
は

第
３
項

に
規

定
す

る
認

定
を

受
け

た
施

設

及
び

同
条

第
11

項
の

規
定

に
よ

る
公

示
が

さ
れ

た
も

の
に

限
る

。
） 

次
号

及
び

第
４
号

に
掲

げ
る

事

項
 

(３
)・

(４
) 

（略
） 

(３
)・

(４
) 

（略
） 

２
 
（略

） 

 

２
 
（略

） 

 

（相
談

及
び

援
助

） 
（相

談
及

び
援

助
） 

第
17

条
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
常

に
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
心

身
の

状
況

、
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
等

の
的

確
な

把
握

に
努

め
、
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

又
は

当
該

教
育

・保
育

給

付
認

定
子

ど
も

に
係

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

に
対

し
、
そ

の
相

談
に

適
切

に
応

じ
る

と
と

も
に

、

必
要

な
助

言
そ

の
他

の
援

助
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

第
17

条
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
常

に
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
心

身
の

状
況

、
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
等

の
的

確
な

把
握

に
努

め
、
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

又
は

そ
の

保
護

者
に

対
し

、
そ

の
相

談
に

適
切

に
応

じ
る

と
と

も
に

、
必

要
な

助
言

そ
の

他
の

援
助

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

（緊
急

時
等

の
対

応
） 

（緊
急

時
等

の
対

応
） 

第
18

条
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

職
員

は
、
現

に
特

定
教

育
・保

育
の

提
供

を
行

っ
て

い
る

と
き

に
教

育
・

保
育

給
付

認
定

子
ど

も
に

体
調

の
急

変
が

生
じ

た
場

合
そ

の
他

必
要

な
場

合
は

、
速

や
か

に
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
係

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

又
は

医
療

機
関

へ
の

連
絡

を
行

う

等
の

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

第
18

条
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

職
員

は
、
現

に
特

定
教

育
・保

育
の

提
供

を
行

っ
て

い
る

と
き

に
教

育
・

保
育

給
付

認
定

子
ど

も
に

体
調

の
急

変
が

生
じ

た
場

合
そ

の
他

必
要

な
場

合
は

、
速

や
か

に
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
保

護
者

又
は

医
療

機
関

へ
の

連
絡

を
行

う
等

の
必

要
な

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

（教
育

・保
育

給
付

認
定

保
護

者
に

関
す

る
市

へ
の

通
知

） 
（保

護
者

に
関

す
る

市
町

村
へ

の
通

知
） 

第
19

条
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
特

定
教

育
・保

育
を

受
け

て
い

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に

係
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

保
護

者
が

偽
り

そ
の

他
不

正
な

行
為

に
よ

っ
て

施
設

型
給

付
費

の
支

給
を

受
け

、
又

は
受

け
よ

う
と

し
た

場
合

は
、
遅

滞
な

く
、
意

見
を

付
し

て
そ

の
旨

を
市

に
通

知
し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。
 

 

第
19

条
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
特

定
教

育
・保

育
を

受
け

て
い

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の

保
護

者
が

偽
り

そ
の

他
不

正
な

行
為

に
よ

っ
て

施
設

型
給

付
費

の
支

給
を

受
け

、
又

は
受

け
よ

う
と

し
た

場
合

は
、
遅

滞
な

く
、
意

見
を

付
し

て
そ

の
旨

を
市

町
村

に
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

（掲
示

等
） 

（掲
示

） 

第
2
3
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
当

該
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

見
や

す
い

場
所

に
、
運

営
規

程
の

概

要
、
職

員
の

勤
務

の
体

制
、
利

用
者

負
担

そ
の

他
の

利
用

申
込

者
の

特
定

教
育

・保
育

施
設

の
選

択
に

資
す

る
と

認
め

ら
れ

る
重

要
事

項
を

掲
示

す
る

と
と

も
に

、
電

気
通

信
回

線
に

接
続

し
て

行
う

自
動

公
衆

送
信

（公
衆

に
よ

っ
て

直
接

受
信

さ
れ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
公

衆
か

ら
の

求
め

に
応

じ
自

動
的

に
送

信

を
行

う
こ

と
を

い
い

、
放

送
又

は
有

線
放

送
に

該
当

す
る

も
の

を
除

く
。
）に

よ
り

公
衆

の
閲

覧
に

供
し

な

第
2
3
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
当

該
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

見
や

す
い

場
所

に
、
運

営
規

程
の

概

要
、
職

員
の

勤
務

の
体

制
、
利

用
者

負
担

そ
の

他
の

利
用

申
込

者
の

特
定

教
育

・保
育

施
設

の
選

択
に

資
す

る
と

認
め

ら
れ

る
重

要
事

項
を

掲
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
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改
正

後
 

改
正

前
 

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

（秘
密

保
持

等
） 

（秘
密

保
持

等
） 

第
2
7
条

 
（略

） 
第

2
7
条

 
（略

） 

２
 
（略

） 
２
 
（略

） 

３
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
小

学
校

、
他

の
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

、
地

域
子

ど
も

・子
育

て
支

援
事

業
を

行
う

者
そ

の
他

の
機

関
に

対
し

て
、
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
場

合
は

、
あ

ら
か

じ
め

文
書

に
よ

り
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
係

る
教

育
・保

育
認

定
保

護
者

の
同

意
を

得
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

３
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
小

学
校

、
他

の
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

、
地

域
子

ど
も

・子
育

て
支

援
事

業
を

行
う

者
そ

の
他

の
機

関
に

対
し

て
、
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
場

合
は

、
あ

ら
か

じ
め

文
書

に
よ

り
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
保

護
者

の
同

意
を

得
て

お
か

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

（苦
情

解
決

） 
（苦

情
解

決
） 

第
3
0
条

 
（略

） 
第

3
0
条

 
（略

） 

２
 
（略

） 
２
 
（略

） 

３
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
そ

の
提

供
し

た
特

定
教

育
・保

育
に

関
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

等
か

ら
の

苦
情

に
関

し
て

市
が

実
施

す
る

事
業

に
協

力
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

３
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
そ

の
提

供
し

た
特

定
教

育
・保

育
に

関
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

等
か

ら
の

苦
情

に
関

し
て

市
町

村
が

実
施

す
る

事
業

に
協

力
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

４
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
そ

の
提

供
し

た
特

定
教

育
・保

育
に

関
し

、
法

第
14

条
第

１項
の

規
定

に
よ

り
市

が
行

う
報

告
若

し
く

は
帳

簿
書

類
そ

の
他

の
物

件
の

提
出

若
し

く
は

提
示

の
命

令
又

は
市

の
職

員

か
ら

の
質

問
若

し
く

は
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

設
備

若
し

く
は

帳
簿

書
類

そ
の

他
の

物
件

の
検

査
に

応
じ

、
及

び
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

等
か

ら
の

苦
情

に
関

し
て

市
が

行
う

調
査

に
協

力
す

る
と

と

も
に

、
市

か
ら

指
導

又
は

助
言

を
受

け
た

場
合

は
、
当

該
指

導
又

は
助

言
に

従
っ

て
必

要
な

改
善

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

４
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
そ

の
提

供
し

た
特

定
教

育
・保

育
に

関
し

、
法

第
14

条
第

１項
の

規
定

に
よ

り
市

町
村

が
行

う
報

告
若

し
く

は
帳

簿
書

類
そ

の
他

の
物

件
の

提
出

若
し

く
は

提
示

の
命

令
又

は
当

該

市
町

村
の

職
員

か
ら

の
質

問
若

し
く

は
特

定
教

育
・保

育
施

設
の

設
備

若
し

く
は

帳
簿

書
類

そ
の

他
の

物
件

の
検

査
に

応
じ

、
及

び
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

等
か

ら
の

苦
情

に
関

し
て

市
町

村
が

行
う

調

査
に

協
力

す
る

と
と

も
に

、
市

町
村

か
ら

指
導

又
は

助
言

を
受

け
た

場
合

は
、
当

該
指

導
又

は
助

言
に

従

っ
て

必
要

な
改

善
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

５
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
市

か
ら

の
求

め
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、
前

項
の

規
定

に
よ

る
改

善
の

内
容

を
市

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

５
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
市

町
村

か
ら

の
求

め
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、
前

項
の

規
定

に
よ

る
改

善
の

内
容

を
市

町
村

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

（地
域

と
の

連
携

等
） 

（地
域

と
の

連
携

等
） 

第
3
1条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
そ

の
運

営
に

当
た

っ
て

は
、
地

域
住

民
又

は
そ

の
自

発
的

な
活

動
等

と
の

連
携

及
び

協
力

を
行

う
等

の
地

域
と

の
交

流
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

第
3
1条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
そ

の
運

営
に

当
た

っ
て

は
、
地

域
住

民
又

は
そ

の
自

発
的

な
活

動
等

と
の

連
携

、
及

び
協

力
を

行
う

等
の

地
域

と
の

交
流

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

（事
故

発
生

の
防

止
及

び
発

生
時

の
対

応
） 

（事
故

発
生

の
防

止
及

び
発

生
時

の
対

応
） 

第
3
2
条

 
（略

） 
第

3
2
条

 
（略

） 

２
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
対

す
る

特
定

教
育

・保
育

の
提

供
に

よ
り

事
故

が
発

生
し

た
場

合
は

、
速

や
か

に
市

、
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
家

族
等

に
連

絡
を

行

う
と

と
も

に
、
必

要
な

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
対

す
る

特
定

教
育

・保
育

の
提

供
に

よ
り

事
故

が
発

生
し

た
場

合
は

、
速

や
か

に
市

町
村

、
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
家

族
等

に
連

絡

を
行

う
と

と
も

に
、
必

要
な

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
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改
正

後
 

改
正

前
 

３
・４

 
（略

） 

 

３
・４

 
（略

） 

 

（記
録

の
整

備
） 

（記
録

の
整

備
） 

第
3
4
条

 
（略

） 
第

3
4
条

 
（略

） 

２
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
対

す
る

特
定

教
育

・保
育

の
提

供
に

関
す

る
次

に
掲

げ
る

記
録

を
整

備
し

、
そ

の
完

結
の

日
か

ら
５
年

間
保

存
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
は

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
対

す
る

特
定

教
育

・保
育

の
提

供
に

関
す

る
次

に
掲

げ
る

記
録

を
整

備
し

、
そ

の
完

結
の

日
か

ら
５
年

間
保

存
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(１
) 

第
12

条
の

規
定

に
よ

る
特

定
教

育
・保

育
の

提
供

の
記

録
 

(１
) 

第
12

条
の

規
定

に
よ

る
特

定
教

育
・保

育
の

記
録

 

(２
) 

（略
） 

(２
) 

（略
） 

(３
) 

第
19

条
の

規
定

に
よ

る
市

へ
の

通
知

に
係

る
記

録
 

(３
) 

第
19

条
の

規
定

に
よ

る
市

町
村

へ
の

通
知

に
係

る
記

録
 

(４
)・

(５
) 

（略
） 

 

(４
)・

(５
) 

（略
） 

 

（特
別

利
用

保
育

の
基

準
） 

（特
別

利
用

保
育

の
基

準
） 

第
3
5
条

 
（略

） 
第

3
5
条

 
（略

） 

２
 
（略

） 
２
 
（略

） 

３
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
が

、
第

１項
の

規
定

に
よ

り
特

別
利

用
保

育
を

提
供

す
る

場
合

は
、
特

定
教

育
・

保
育

に
は

特
別

利
用

保
育

を
、
施

設
型

給
付

費
に

は
特

例
施

設
型

給
付

費
（法

第
2
8
条

第
１項

の
特

例

施
設

型
給

付
費

を
い

う
。
次

条
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）を

、
そ

れ
ぞ

れ
含

む
も

の
と

し
て

、
前

節
（第

６

条
第

３
項

及
び

第
７
条

第
２
項

を
除

く
。
）の

規
定

を
適

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

６
条

第
２
項

中

「特
定

教
育

・保
育

施
設

（認
定

こ
ど

も
園

又
は

幼
稚

園
に

限
る

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）」

と
あ

る
の

は
「特

定
教

育
・保

育
施

設
（特

別
利

用
保

育
を

提
供

し
て

い
る

施
設

に
限

る
。
以

下
こ

の
項

に
お

い

て
同

じ
。
）」

と
、
「同

号
に

掲
げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

に
該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

」

と
あ

る
の

は
「同

号
又

は
同

条
第

２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
」と

、
第

13
条

第
２
項

中
「法

第
2
7
条

第
３
項

第
１号

に
規

定
す

る
額

」と
あ

る
の

は
「法

第

2
8
条

第
２
項

第
２
号

の
内

閣
総

理
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

よ
り

算
定

し
た

費
用

の
額

」と
、
同

条
第

４
項

第
３
号

イ
（ア

）中
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

」と
あ

る
の

は
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

（特
別

利
用

保
育

を
受

け
る

者
を

除
く

。
）」

と
、
同

号
イ

（イ
）中

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
」と

あ
る

の
は

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
（特

別
利

用
保

育
を

受
け

る
者

を
含

む
。
）」

と
す

る
。
 

 

３
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
が

、
第

１項
の

規
定

に
よ

り
特

別
利

用
保

育
を

提
供

す
る

場
合

は
、
特

定
教

育
・

保
育

に
は

特
別

利
用

保
育

を
、
施

設
型

給
付

費
に

は
特

例
施

設
型

給
付

費
（法

第
2
8
条

第
１項

の
特

例

施
設

型
給

付
費

を
い

う
。
次

条
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）を

、
そ

れ
ぞ

れ
含

む
も

の
と

し
て

、
前

節
（第

６

条
第

３
項

及
び

第
７
条

第
２
項

を
除

く
。
）の

規
定

を
適

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

６
条

第
２
項

中

「特
定

教
育

・保
育

施
設

（認
定

こ
ど

も
園

又
は

幼
稚

園
に

限
る

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）」

と
あ

る
の

は
「特

定
教

育
・保

育
施

設
（特

別
利

用
保

育
を

提
供

し
て

い
る

施
設

に
限

る
。
以

下
こ

の
項

に
お

い

て
同

じ
。
）」

と
、
「同

号
に

掲
げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

に
該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

」

と
あ

る
の

は
「同

号
又

は
同

条
第

２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
」と

、
「同

号
に

掲
げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

の
区

分
に

係
る

利
用

定
員

の
総

数
」と

あ
る

の
は

「同
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

区
分

に
係

る
利

用
定

員
の

総
数

」と
、
第

13
条

第
２
項

中
「法

第
2
7
条

第
３
項

第
１号

に
規

定
す

る
額

」と
あ

る
の

は
「法

第
2
8
条

第
２
項

第
２
号

の
内

閣

総
理

大
臣

が
定

め
る

基
準

に
よ

り
算

定
し

た
費

用
の

額
」と

、
同

条
第

４
項

第
３
号

イ
（ア

）中
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

」と
あ

る
の

は
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

（特
別

利
用

保
育

を
受

け
る

者
を

除

く
。
）」

と
、
同

号
イ

（イ
）中

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
」と

あ
る

の
は

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も

（特
別

利
用

保
育

を
受

け
る

者
を

含
む

。
）」

と
す

る
。
 

 

（特
別

利
用

教
育

の
基

準
） 

（特
別

利
用

教
育

の
基

準
） 

第
3
6
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
（幼

稚
園

に
限

る
。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
）が

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
に

対
し

、
特

別
利

用
教

育

第
3
6
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
（幼

稚
園

に
限

る
。
次

項
に

お
い

て
同

じ
。
）が

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

に
該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
対

し
、
特

別
利

用
教

育
を

提
供
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改
正

後
 

改
正

前
 

を
提

供
す

る
場

合
に

は
、
法

第
3
4
条

第
１項

第
２
号

に
規

定
す

る
設

置
基

準
を

遵
守

し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。
 

す
る

場
合

に
は

、
法

第
3
4
条

第
１項

第
２
号

に
規

定
す

る
設

置
基

準
を

遵
守

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 
（略

） 
２
 
（略

） 

３
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
が

、
第

１項
の

規
定

に
よ

り
特

別
利

用
教

育
を

提
供

す
る

場
合

は
、
特

定
教

育
・

保
育

に
は

特
別

利
用

教
育

を
、
施

設
型

給
付

費
に

は
特

例
施

設
型

給
付

費
を

、
そ

れ
ぞ

れ
含

む
も

の
と

し
て

、
前

節
（第

６
条

第
３
項

及
び

第
７
条

第
２
項

を
除

く
。
）の

規
定

を
適

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

第
６
条

第
２
項

中
「特

定
教

育
・保

育
施

設
（認

定
こ

ど
も

園
又

は
幼

稚
園

に
限

る
。
以

下
こ

の
項

に
お

い

て
同

じ
。
）」

と
あ

る
の

は
「特

定
教

育
・保

育
施

設
（特

別
利

用
教

育
を

提
供

し
て

い
る

施
設

に
限

る
。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）」

と
、
「利

用
の

申
込

み
に

係
る

法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学

前
子

ど
も

の
数

」と
あ

る
の

は
「利

用
の

申
込

み
に

係
る

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子

ど
も

の
数

」と
、
「同

号
に

掲
げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

に
該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の

総
数

」と
あ

る
の

は
「同

条
第

１号
又

は
第

２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
総

数
」と

、
「同

号
に

掲
げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

の
区

分
に

係
る

利
用

定
員

の
総

数
」と

あ
る

の
は

「同
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

区
分

に
係

る
利

用
定

員
の

総

数
」と

、
第

13
条

第
２
項

中
「法

第
2
7
条

第
３
項

第
１号

に
規

定
す

る
額

」と
あ

る
の

は
「法

第
2
8
条

第
２

項
第

３
号

の
内

閣
総

理
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

よ
り

算
定

し
た

費
用

の
額

」と
、
同

条
第

４
項

第
３
号

イ

（ア
）中

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
」と

あ
る

の
は

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
（特

別
利

用
教

育

を
受

け
る

者
を

含
む

。
）」

と
、
同

号
イ

（イ
）中

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
」と

あ
る

の
は

「教
育

・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

（特
別

利
用

教
育

を
受

け
る

者
を

除
く

。
）」

と
す

る
。
 

 

３
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
が

、
第

１項
の

規
定

に
よ

り
特

別
利

用
教

育
を

提
供

す
る

場
合

は
、
特

定
教

育
・

保
育

に
は

特
別

利
用

教
育

を
、
施

設
型

給
付

費
に

は
特

例
施

設
型

給
付

費
を

、
そ

れ
ぞ

れ
含

む
も

の
と

し
て

、
前

節
（第

６
条

第
３
項

及
び

第
７
条

第
２
項

を
除

く
。
）の

規
定

を
適

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

第
６
条

第
２
項

中
「利

用
の

申
込

み
に

係
る

法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

数
」

と
あ

る
の

は
「利

用
の

申
込

み
に

係
る

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

数
」と

、

「法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
の

総

数
」と

あ
る

の
は

「法
第

19
条

第
１号

又
は

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・

保
育

給
付

認
定

子
ど

も
の

総
数

」と
、
第

13
条

第
２
項

中
「法

第
2
7
条

第
３
項

第
１号

に
規

定
す

る
額

」と

あ
る

の
は

「法
第

2
8
条

第
２
項

第
３
号

の
内

閣
総

理
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

よ
り

算
定

し
た

費
用

の
額

」

と
、
同

条
第

４
項

第
３
号

イ
（ア

）中
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

」と
あ

る
の

は
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

（特
別

利
用

教
育

を
受

け
る

者
を

含
む

。
）」

と
、
同

号
イ

（イ
）中

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
」と

あ
る

の
は

「教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
（特

別
利

用
教

育
を

受
け

る
者

を
除

く
。
）」

と
す

る
。
 

 

（利
用

定
員

） 
（利

用
定

員
） 

第
3
7
条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

（事
業

所
内

保
育

事
業

を
除

く
。
）の

利
用

定
員

（法
第

2
9
条

第
１項

に

規
定

す
る

確
認

に
お

い
て

定
め

る
も

の
に

限
る

。
以

下
こ

の
章

に
お

い
て

同
じ

。
）の

数
は

、
家

庭
的

保

育
事

業
に

あ
っ

て
は

１人
以

上
５
人

以
下

、
小

規
模

保
育

事
業

Ａ
型

（安
曇

野
市

家
庭

的
保

育
事

業
等

の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

（平
成

2
6
年

安
曇

野
市

条
例

第
3
6
号

）第
2
8
条

に
規

定
す

る
小

規
模

保
育

事
業

Ａ
型

を
い

う
。
第

4
2
条

第
３
項

第
１号

に
お

い
て

同
じ

。
）及

び
小

規
模

保
育

事
業

Ｂ
型

（同
条

例
第

3
1条

第
１項

に
規

定
す

る
小

規
模

保
育

事
業

Ｂ
型

を
い

う
。
第

4
2
条

第
３
項

第
１

号
に

お
い

て
同

じ
。
）に

あ
っ

て
は

６
人

以
上

19
人

以
下

、
小

規
模

保
育

事
業

Ｃ
型

（同
条

例
第

3
3
条

に

規
定

す
る

小
規

模
保

育
事

業
Ｃ

型
を

い
う

。
附

則
第

４
項

に
お

い
て

同
じ

。
）に

あ
っ

て
は

６
人

以
上

10

人
以

下
、
居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

に
あ

っ
て

は
１人

と
す

る
。
 

第
3
7
条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

（事
業

所
内

保
育

事
業

を
除

く
。
）の

利
用

定
員

（法
第

2
9
条

第
１項

に

規
定

す
る

確
認

に
お

い
て

定
め

る
も

の
に

限
る

。
以

下
こ

の
章

に
お

い
て

同
じ

。
）の

数
は

、
家

庭
的

保

育
事

事
業

に
あ

っ
て

は
１人

以
上

５
人

以
下

、
小

規
模

保
育

事
業

Ａ
型

（安
曇

野
市

家
庭

的
保

育
事

業
等

の
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
を

定
め

る
条

例
（平

成
2
6
年

安
曇

野
市

条
例

第
3
6
号

）第
2
8
条

に

規
定

す
る

小
規

模
保

育
事

業
Ａ

型
を

い
う

。
第

4
2
条

第
３
項

第
１号

に
お

い
て

同
じ

。
）及

び
小

規
模

保

育
事

業
Ｂ

型
（同

条
例

第
3
1条

第
１項

に
規

定
す

る
小

規
模

保
育

事
業

Ｂ
型

を
い

う
。
第

4
2
条

第
３
項

第

１号
に

お
い

て
同

じ
。
）に

あ
っ

て
は

６
人

以
上

19
人

以
下

、
小

規
模

保
育

事
業

Ｃ
型

（同
条

例
第

3
3
条

の
小

規
模

保
育

事
業

Ｃ
型

を
い

う
。
附

則
第

４
項

に
お

い
て

同
じ

。
）に

あ
っ

て
は

６
人

以
上

10
人

以
下

、

居
宅

訪
問

型
保

育
事

業
に

あ
っ

て
は

１人
と

す
る

。
 

２
 
（略

） 

 

２
 
（略

） 

 

（内
容

及
び

手
続

の
説

明
及

び
同

意
） 

（内
容

及
び

手
続

の
説

明
及

び
同

意
） 
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改
正

後
 

改
正

前
 

第
3
8
条

 
（略

） 
第

3
8
条

 
（略

） 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

 

２
 
第

５
条

第
２
項

か
ら

第
６
項

ま
で

の
規

定
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
文

書
の

交
付

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
 

 

（あ
っ

せ
ん

、
調

整
及

び
要

請
に

対
す

る
協

力
） 

（あ
っ

せ
ん

、
調

整
及

び
要

請
に

対
す

る
協

力
） 

第
4
0
条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

の
利

用
に

つ
い

て
法

第
5
4
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

市
が

行
う

あ
っ

せ
ん

及
び

要
請

に
対

し
、
で

き
る

限
り

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

第
4
0
条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

の
利

用
に

つ
い

て
法

第
5
4
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

市
町

村
が

行
う

あ
っ

せ
ん

及
び

要
請

に
対

し
、
で

き
る

限
り

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

係
る

特
定

地
域

型
保

育
事

業
の

利
用

に
つ

い
て

児
童

福
祉

法
第

2
4
条

第
３
項

（同
法

附
則

第
7
3
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用

す
る

場
合

を
含

む
。
）の

規
定

に
よ

り
市

が
行

う
調

整
及

び
要

請
に

対
し

、
で

き
る

限
り

協
力

し
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。
 

 

２
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

該
当

す
る

支
給

認
定

子
ど

も
に

係
る

特
定

地
域

型
保

育
事

業
の

利
用

に
つ

い
て

児
童

福
祉

法
第

2
4
条

第
３
項

（同
法

附
則

第
7
3
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）の

規
定

に
よ

り
市

町
村

が
行

う
調

整
及

び
要

請

に
対

し
、
で

き
る

限
り

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

（心
身

の
状

況
等

の
把

握
） 

（心
身

の
状

況
等

の
把

握
） 

第
4
1条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
に

当
た

っ
て

は
、
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
の

心
身

の
状

況
、
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
、
他

の
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

の
利

用
状

況
等

の
把

握
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

第
4
1条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
に

当
た

っ
て

は
、
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
心

身
の

状
況

、
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
、
他

の
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

の
利

用
状

況

等
の

把
握

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

（特
定

教
育

・保
育

施
設

等
と

の
連

携
） 

（特
定

教
育

・保
育

施
設

等
と

の
連

携
） 

第
4
2
条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
（居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

を
行

う
者

を
除

く
。
以

下
こ

の
項

か
ら

第
５

項
ま

で
に

お
い

て
同

じ
。
）は

、
特

定
地

域
型

保
育

が
適

正
か

つ
確

実
に

実
施

さ
れ

、
及

び
必

要
な

教
育

・

保
育

が
継

続
的

に
提

供
さ

れ
る

よ
う

、
次

に
掲

げ
る

事
項

に
係

る
連

携
協

力
を

行
う

認
定

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

又
は

保
育

所
（以

下
「連

携
施

設
」と

い
う

。
）を

適
切

に
確

保
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
4
2
条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
（居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

を
行

う
者

を
除

く
。
以

下
こ

の
項

か
ら

第
５

項
ま

で
に

お
い

て
同

じ
。
）は

、
特

定
地

域
型

保
育

が
適

正
か

つ
確

実
に

実
施

さ
れ

、
及

び
必

要
な

教
育

・

保
育

が
継

続
的

に
提

供
さ

れ
る

よ
う

、
次

に
掲

げ
る

事
項

に
係

る
連

携
協

力
を

行
う

認
定

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

又
は

保
育

所
（以

下
「連

携
施

設
」と

い
う

。
）を

適
切

に
確

保
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
地

理
的

条
件

に
よ

り
連

携
施

設
の

確
保

が
著

し
く

困
難

で
あ

る
と

教
育

委
員

会
が

認
め

る
も

の
に

お
い

て

特
定

地
域

型
保

育
事

業
を

行
う

特
定

地
域

型
保

育
事

業
者

に
つ

い
て

は
、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

(１
)・

(２
) 

（略
） 

(１
)・

(２
) 

（略
） 

(３
) 

当
該

特
定

地
域

型
保

育
事

業
者

に
よ

り
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
を

受
け

て
い

た
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
（事

業
所

内
保

育
事

業
を

利
用

す
る

満
３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

あ
っ

て
は

、

第
3
7
条

第
２
項

に
規

定
す

る
そ

の
他

の
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

に
限

る
。
以

下
こ

の
号

に
お

い
て

同

じ
。
）を

、
当

該
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
の

終
了

に
際

し
て

、
当

該
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

係
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

保
護

者
の

希
望

に
基

づ
き

、
引

き
続

き
当

該
連

携
施

設
に

お
い

て
受

け

入
れ

て
教

育
・保

育
を

提
供

す
る

こ
と

。
 

(３
) 

当
該

特
定

地
域

型
保

育
事

業
者

に
よ

り
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
を

受
け

て
い

た
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
（事

業
所

内
保

育
事

業
を

利
用

す
る

満
３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

あ
っ

て
は

、

第
3
7
条

第
２
項

に
規

定
す

る
そ

の
他

の
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

に
限

る
。
以

下
こ

の
号

に
お

い
て

同

じ
。
）を

、
当

該
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
の

終
了

に
際

し
て

、
当

該
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

係
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

保
護

者
の

希
望

に
基

づ
き

、
引

き
続

き
当

該
連

携
施

設
に

お
い

て
受

け

入
れ

て
教

育
・保

育
を

提
供

す
る

こ
と

。
 

２
・３

 
（略

） 
２
・３

 
（略

） 
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改
正

後
 

改
正

前
 

４
 
教

育
委

員
会

は
、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
は

、
第

１項
第

３
号

の
規

定
を

適
用

し
な

い

こ
と

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

４
 
教

育
委

員
会

は
、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
に

よ
る

第
１項

第
３
号

に
掲

げ
る

事
項

に
係

る
連

携
施

設

の
確

保
が

著
し

く
困

難
で

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、
同

号
の

規
定

を
適

用
し

な
い

こ
と

と
す

る
こ

と
が

で

き
る

。
 

(１
) 

教
育

委
員

会
が

、
児

童
福

祉
法

第
2
4
条

第
３
項

（同
法

附
則

第
7
3
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）の

規
定

に
よ

る
調

整
を

行
う

に
当

た
っ

て
、
特

定
地

域
型

保
育

事

業
者

に
よ

る
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
を

受
け

て
い

た
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
を

優
先

的
に

取
り

扱
う

措
置

そ
の

他
の

特
定

地
域

型
保

育
事

業
者

に
よ

る
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
の

終
了

に
際

し
て

、
当

該
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

係
る

教
育

・保
育

認
定

保
護

者
の

希
望

に
基

づ
き

、
引

き
続

き
必

要
な

教
育

・保
育

が
提

供
さ

れ
る

よ
う

必
要

な
措

置
を

講
じ

て
い

る
と

き
。
 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

(２
) 

特
定

地
域

型
保

育
事

業
者

に
よ

る
第

１項
第

３
号

に
掲

げ
る

事
項

に
係

る
連

携
施

設
の

確
保

が
著

し
く
困

難
で

あ
る

と
認

め
る

と
き

（前
号

に
該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）。

 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

５
 
前

項
の

場
合

に
お

い
て

、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
児

童
福

祉
法

第
5
9
条

第
１項

に
規

定
す

る
施

設
の

う
ち

、
次

に
掲

げ
る

も
の

（入
所

定
員

が
2
0
人

以
上

の
も

の
に

限
る

。
）で

あ
っ

て
、
教

育
委

員
会

が
適

当
と

認
め

る
も

の
を

第
１項

第
３
号

に
掲

げ
る

事
項

に
係

る
連

携
協

力
を

行
う

施
設

と
し

て
適

切
に

確
保

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

５
 
前

項
の

場
合

に
お

い
て

、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
児

童
福

祉
法

第
5
9
条

第
１項

に
規

定
す

る
施

設
の

う
ち

、
次

に
掲

げ
る

も
の

（入
所

定
員

が
2
0
人

以
上

の
も

の
に

限
る

。
）で

あ
っ

て
、
教

育
委

員
会

が
適

当
と

認
め

る
も

の
を

第
１項

第
３
号

に
掲

げ
る

事
項

に
係

る
連

携
協

力
を

行
う

者
と

し
て

適
切

に
確

保
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(１
)・

(２
) 

（略
） 

(１
)・

(２
) 

（略
） 

６
 
居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

を
行

う
者

は
、
安

曇
野

市
家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

第
3
7
条

第
１号

に
規

定
す

る
乳

幼
児

に
対

す
る

保
育

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、

第
１項

本
文

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、
当

該
乳

幼
児

の
障

害
、
疾

病
等

の
状

態
に

応
じ

、
適

切
か

つ
専

門

的
な

支
援

そ
の

他
の

便
宜

の
供

与
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、
あ

ら
か

じ
め

、
連

携
す

る
障

害
児

入
所

施
設

（児
童

福
祉

法
第

4
2
条

に
規

定
す

る
障

害
児

入
所

施
設

を
い

う
。
）そ

の
他

の
教

育
委

員
会

の
指

定
す

る
施

設
を

適
切

に
確

保
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

６
 
居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

を
行

う
者

は
、
安

曇
野

市
家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

第
3
7
条

第
１号

に
規

定
す

る
乳

幼
児

に
対

す
る

保
育

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、

第
１項

本
文

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、
当

該
乳

幼
児

の
障

害
、
疾

病
等

の
状

態
に

応
じ

、
適

切
か

つ
専

門

的
な

支
援

そ
の

他
の

便
宜

の
供

与
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、
あ

ら
か

じ
め

、
連

携
す

る
障

害
児

入
所

施
設

（児
童

福
祉

法
第

4
2
条

に
規

定
す

る
障

害
児

入
所

施
設

を
い

う
。
）そ

の
他

の
教

育
委

員
会

の
指

定
す

る
施

設
（以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「居
宅

訪
問

型
保

育
連

携
施

設
」と

い
う

。
）を

適
切

に
確

保
し

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し

、
地

理
的

条
件

に
よ

り
居

宅
訪

問
型

保
育

連
携

施
設

の
確

保
が

著
し

く
困

難
で

あ

る
と

教
育

委
員

会
が

認
め

る
も

の
に

お
い

て
居

宅
訪

問
型

保
育

を
行

う
居

宅
訪

問
型

保
育

事
業

者
に

つ

い
て

は
、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

７
 
事

業
所

内
保

育
事

業
を

行
う

者
で

あ
っ

て
、
第

3
7
条

第
２
項

の
規

定
に

よ
り

定
め

る
利

用
定

員
が

2
0

人
以

上
の

も
の

（次
項

に
お

い
て

「保
育

所
型

事
業

所
内

保
育

事
業

」と
い

う
。
）に

つ
い

て
は

、
第

１項
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
連

携
施

設
の

確
保

に
当

た
っ

て
、
第

１項
第

１号
及

び
第

２
号

に
係

る
連

携

協
力

を
求

め
る

こ
と

を
要

し
な

い
。
 

７
 
事

業
所

内
保

育
事

業
を

行
う

者
で

あ
っ

て
、
第

3
7
条

第
２
項

の
規

定
に

よ
り

定
め

る
利

用
定

員
が

2
0

人
以

上
の

も
の

に
つ

い
て

は
、
第

１項
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
連

携
施

設
の

確
保

に
当

た
っ

て
、

第
１項

第
１号

及
び

第
２
号

に
係

る
連

携
協

力
を

求
め

る
こ

と
を

要
し

な
い

。
 

８
・９

 
（略

） 

 

８
・９

 
（略

） 

 

（記
録

の
整

備
） 

（記
録

の
整

備
） 
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改
正

後
 

改
正

前
 

第
4
9
条

 
（略

） 
第

4
9
条

 
（略

） 

２
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

対
す

る
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
に

関
す

る
次

に
掲

げ
る

記
録

を
整

備
し

、
そ

の
完

結
の

日
か

ら
５
年

間
保

存
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
は

、
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

対
す

る
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
に

関
す

る
次

に
掲

げ
る

記
録

を
整

備
し

、
そ

の
完

結
の

日
か

ら
５
年

間
保

存
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(１
) 

（略
） 

(１
) 

（略
） 

(２
) 

次
条

に
お

い
て

準
用

す
る

第
12

条
の

規
定

に
よ

る
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
の

記
録

 
(２

) 
次

条
に

お
い

て
準

用
す

る
第

12
条

の
規

定
に

よ
る

特
定

地
域

型
保

育
の

記
録

 

(３
) 

次
条

に
お

い
て

準
用

す
る

第
19

条
の

規
定

に
よ

る
市

へ
の

通
知

に
係

る
記

録
 

(３
) 

次
条

に
お

い
て

準
用

す
る

第
19

条
の

規
定

に
よ

る
市

町
村

へ
の

通
知

に
係

る
記

録
 

(４
)・

(５
) 

（略
） 

 

(４
)・

(５
) 

（略
） 

 

（準
用

） 
（準

用
） 

第
5
0
条

 
第

８
条

、
第

９
条

、
第

11
条

、
第

12
条

、
第

14
条

、
第

17
条

か
ら

第
19

条
ま

で
及

び
第

2
3
条

か

ら
第

3
3
条

ま
で

の
規

定
は

、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

所
及

び
特

定
地

域

型
保

育
に

つ
い

て
準

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

11
条

中
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
つ

い
て

」と
あ

る
の

は
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

（満
３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

限
り

、
特

定
満

３

歳
以

上
保

育
認

定
子

ど
も

を
除

く
。
以

下
こ

の
節

に
お

い
て

同
じ

。
）に

つ
い

て
」と

、
第

12
条

の
見

出
し

中
「教

育
・保

育
」と

あ
る

の
は

「地
域

型
保

育
」と

、
第

14
条

の
見

出
し

中
「施

設
型

給
付

費
」と

あ
る

の

は
「地

域
型

保
育

給
付

費
」と

、
同

条
第

１項
中

「施
設

型
給

付
費

（法
第

2
7
条

第
１項

の
施

設
型

給
付

費

を
い

う
。
以

下
」と

あ
る

の
は

「地
域

型
保

育
給

付
費

（法
第

2
9
条

第
１項

の
地

域
型

保
育

給
付

費
を

い

う
。
以

下
こ

の
項

及
び

第
19

条
に

お
い

て
」と

、
「施

設
型

給
付

費
の

」と
あ

る
の

は
「地

域
型

保
育

給
付

費
の

」と
、
同

条
第

２
項

中
「特

定
教

育
・保

育
提

供
証

明
書

」と
あ

る
の

は
「特

定
地

域
型

保
育

提
供

証
明

書
」と

、
第

19
条

中
「施

設
型

給
付

費
」と

あ
る

の
は

「地
域

型
保

育
給

付
費

」と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。
 

 

第
5
0
条

 
第

８
条

、
第

９
条

、
第

11
条

、
第

12
条

、
第

14
条

、
第

17
条

か
ら

第
19

条
ま

で
及

び
第

2
3
条

か

ら
第

3
3
条

ま
で

の
規

定
は

、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
、
特

定
地

域
型

保
育

事
業

所
及

び
特

定
地

域

型
保

育
に

つ
い

て
準

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

11
条

中
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
つ

い
て

」と
あ

る
の

は
「教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

（満
３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
に

限
り

、
特

定
満

３

歳
以

上
保

育
認

定
子

ど
も

を
除

く
。
以

下
こ

の
節

に
お

い
て

同
じ

。
）に

つ
い

て
」と

、
第

12
条

の
見

出
し

中
「教

育
・保

育
」と

あ
る

の
は

「地
域

型
保

育
」と

、
第

14
条

の
見

出
し

中
「施

設
型

給
付

費
」と

あ
る

の

は
「地

域
型

保
育

給
付

費
」と

、
同

条
第

１項
中

「施
設

型
給

付
費

（法
第

2
7
条

第
１項

の
施

設
型

給
付

費

を
い

う
。
以

下
」と

あ
る

の
は

「地
域

型
保

育
給

付
費

（法
第

2
9
条

第
１項

の
地

域
型

保
育

給
付

費
を

い

う
。
以

下
こ

の
項

及
び

第
19

条
に

お
い

て
」と

、
「施

設
型

給
付

費
の

」と
あ

る
の

は
「特

定
地

域
型

保
育

給
付

費
の

」と
、
同

条
第

２
項

中
「特

定
教

育
・保

育
提

供
証

明
書

」と
あ

る
の

は
「特

定
地

域
型

保
育

提
供

証
明

書
」と

、
第

19
条

中
「施

設
型

給
付

費
」と

あ
る

の
は

「地
域

型
保

育
給

付
費

」と
読

み
替

え
る

も
の

と

す
る

。
 

 

（特
別

利
用

地
域

型
保

育
の

基
準

） 
（特

別
利

用
地

域
型

保
育

の
基

準
） 

第
5
1条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
に

対
し

特
別

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に
は

、
法

第
4
6
条

第

１項
に

規
定

す
る

地
域

型
保

育
事

業
の

認
可

基
準

を
遵

守
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
5
1条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
に

対
し

特
別

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に
は

、
地

域
型

保
育

事
業

の
認

可
基

準
を

遵
守

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
特

別
利

用
地

域
型

保
育

を
提

供
す

る
場

合
に

は
、

当
該

特
別

利
用

地
域

型
保

育
に

係
る

法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
の

数
及

び
特

定
地

域
型

保
育

事
業

所
を

現
に

利
用

し
て

い
る

満
３
歳

未

満
保

育
認

定
子

ど
も

（次
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

特
定

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
当

該
特

定
利

用
地

域
型

保
育

の
対

象
と

な
る

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も

に
該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

を
含

む
。
）の

総
数

が
、
第

3
7
条

第
２
項

の
規

定
に

よ
り

定

め
ら

れ
た

利
用

定
員

の
数

を
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。
 

２
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
特

別
利

用
地

域
型

保
育

を
提

供
す

る
場

合
に

は
、

当
該

特
別

利
用

地
域

型
保

育
に

係
る

法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
の

数
及

び
特

定
地

域
型

保
育

事
業

所
を

現
に

利
用

し
て

い
る

満
３
歳

未

満
保

育
認

定
子

ど
も

（次
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

特
定

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該
特

定
利

用
地

域
型

保
育

の
対

象
と

な
る

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
を

含
む

。
）の

総
数

が
、
第

3
7
条

第
２
項

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
利

用
定

員
の

数
を

超
え

な
い

も
の

と
す

る
。
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改
正

後
 

改
正

前
 

３
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

、
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

特
別

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に

は
、
特

定
地

域
型

保
育

に
は

特
別

利
用

地
域

型
保

育
を

、
地

域
型

保
育

給
付

費
に

は
特

例
地

域
型

保
育

給
付

費
（法

第
3
0
条

第
１項

の
特

例
地

域
型

保
育

給
付

費
を

い
う

。
次

条
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）を

、

そ
れ

ぞ
れ

含
む

も
の

と
し

て
、
こ

の
章

（第
4
0
条

第
２
項

を
除

き
、
前

条
に

お
い

て
準

用
す

る
第

８
条

か

ら
第

14
条

ま
で

（第
10

条
及

び
第

13
条

を
除

く
。
）、

第
17

条
か

ら
第

19
条

ま
で

及
び

第
2
3
条

か
ら

第

3
3
条

ま
で

を
含

む
。
次

条
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）の

規
定

を
適

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

3
9
条

第
２
項

中
「利

用
の

申
込

み
に

係
る

法
第

19
条

第
３
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

数
」と

あ
る

の
は

「利
用

の
申

込
み

に
係

る
法

第
19

条
第

１号
に

掲
げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

の
数

」と
、
「満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
（特

定
満

３
歳

以
上

保
育

認
定

子
ど

も
を

除
く

。
以

下
こ

の
章

に
お

い
て

同

じ
。
）」

と
あ

る
の

は
「同

条
第

１号
又

は
第

３
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

（第
5
2
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

特
定

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
当

該
特

定
利

用
地

域
型

保
育

の
対

象
と

な
る

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子

ど
も

に
該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

を
含

む
。
）」

と
、
「同

号
」と

あ
る

の
は

「同
条

第
３
号

」

と
、
「法

第
2
0
条

第
４
項

の
規

定
に

よ
る

認
定

に
基

づ
き

、
保

育
の

必
要

の
程

度
及

び
家

族
等

の
状

況
を

勘
案

し
、
保

育
を

受
け

る
必

要
性

が
高

い
と

認
め

ら
れ

る
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
が

優
先

的
に

利
用

で
き

る
よ

う
、
」と

あ
る

の
は

「抽
選

、
申

込
み

を
受

け
た

順
序

に
よ

り
決

定
す

る
方

法
、
当

該
特

定

地
域

型
保

育
事

業
者

の
保

育
に

関
す

る
理

念
、
基

本
方

針
等

に
基

づ
く

選
考

そ
の

他
公

正
な

方
法

に
よ

り
」と

、
第

4
3
条

第
１項

中
「教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

」と
あ

る
の

は
「教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護

者
（特

別
利

用
地

域
型

保
育

の
対

象
と

な
る

法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
係

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

を
除

く
。
）」

と
、
同

条
第

２

項
中

「法
第

2
9
条

第
３
項

第
１号

に
掲

げ
る

額
」と

あ
る

の
は

「法
第

3
0
条

第
２
項

第
２
号

の
内

閣
総

理

大
臣

が
定

め
る

基
準

に
よ

り
算

定
し

た
費

用
の

額
」と

、
同

条
第

３
項

中
「前

２
項

」と
あ

る
の

は
「前

項
」

と
、
同

条
第

４
項

中
「前

３
項

」と
あ

る
の

は
「前

２
項

」と
、
「掲

げ
る

費
用

」と
あ

る
の

は
「掲

げ
る

費
用

及

び
食

事
の

提
供

（第
13

条
第

４
項

第
３
号

ア
又

は
イ

に
掲

げ
る

も
の

を
除

く
。
）に

要
す

る
費

用
」と

、
同

条

第
５
項

中
「前

各
項

」と
あ

る
の

は
「前

３
項

」と
す

る
。
 

 

３
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

、
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

特
別

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に

は
、
特

定
地

域
型

保
育

に
は

特
別

利
用

地
域

型
保

育
を

、
地

域
型

保
育

給
付

費
に

は
特

例
地

域
型

保
育

給
付

費
（法

第
3
0
条

第
１項

の
特

例
地

域
型

保
育

給
付

費
を

い
う

。
次

条
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）を

、

そ
れ

ぞ
れ

含
む

も
の

と
し

て
、
こ

の
章

（第
4
0
条

第
２
項

を
除

き
、
前

条
に

お
い

て
準

用
す

る
第

８
条

か

ら
第

14
条

ま
で

（第
10

条
及

び
第

13
条

を
除

く
。
）、

第
17

条
か

ら
第

19
条

ま
で

及
び

第
2
3
条

か
ら

第

3
3
条

ま
で

を
含

む
。
次

条
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）の

規
定

を
適

用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

3
9
条

第
２
項

中
「利

用
の

申
込

み
に

係
る

法
第

19
条

第
３
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
の

数
」と

あ
る

の
は

「利
用

の
申

込
み

に
係

る
法

第
19

条
第

１号
に

掲
げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

の
数

」と
、
「満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
（特

定
満

３
歳

以
上

保
育

認
定

子
ど

も
を

除
く

。
以

下
こ

の
章

に
お

い
て

同

じ
。
）」

と
あ

る
の

は
「法

第
19

条
第

１号
又

は
第

３
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

（第
5
2
条

第
１項

の
規

定
に

よ
り

特
定

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
当

該
特

定
利

用
地

域
型

保
育

の
対

象
と

な
る

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学

前
子

ど
も

に
該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

を
含

む
。
）」

と
、
「同

号
」と

あ
る

の
は

「同
条

第
３

号
」と

、
「法

第
2
0
条

第
４
項

の
規

定
に

よ
る

認
定

に
基

づ
き

、
保

育
の

必
要

の
程

度
及

び
家

族
等

の
状

況
を

勘
案

し
、
保

育
を

受
け

る
必

要
性

が
高

い
と

認
め

ら
れ

る
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
が

優
先

的
に

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
」と

あ
る

の
は

「抽
選

、
申

込
み

を
受

け
た

順
序

に
よ

り
決

定
す

る

方
法

、
当

該
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
の

保
育

に
関

す
る

理
念

、
基

本
方

針
等

に
基

づ
く

選
考

そ
の

他

公
正

な
方

法
に

よ
り

」と
、
第

4
3
条

第
１項

中
「教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

」と
あ

る
の

は
「教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

（特
別

利
用

地
域

型
保

育
の

対
象

と
な

る
法

第
19

条
第

１号
に

掲
げ

る
小

学
校

就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
に

係
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

保
護

者
を

除

く
。
）」

と
、
同

条
第

２
項

中
「法

第
2
9
条

第
３
項

第
１号

に
掲

げ
る

額
」と

あ
る

の
は

「法
第

3
0
条

第
２
項

第

２
号

の
内

閣
総

理
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

よ
り

算
定

し
た

費
用

の
額

」と
、
同

条
第

３
項

中
「前

２
項

」と
あ

る
の

は
「前

項
」と

、
同

条
第

４
項

中
「前

３
項

」と
あ

る
の

は
「前

２
項

」と
、
「掲

げ
る

費
用

」と
あ

る
の

は

「掲
げ

る
費

用
及

び
食

事
の

提
供

（第
13

条
第

４
項

第
３
号

ア
又

は
イ

に
掲

げ
る

も
の

を
除

く
。
）に

要
す

る
費

用
」と

、
同

条
第

５
項

中
「前

各
項

」と
あ

る
の

は
「第

２
項

か
ら

第
４
項

ま
で

」と
す

る
。
 

 

（特
定

利
用

地
域

型
保

育
の

基
準

） 
（特

定
利

用
地

域
型

保
育

の
基

準
） 

第
5
2
条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
対

し
特

定
利

用
地

域
型

保
育

を
提

供
す

る
場

合
は

、
法

第
4
6
条

第

１項
に

規
定

す
る

地
域

型
保

育
事

業
の

認
可

基
準

を
遵

守
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

第
5
2
条

 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

法
第

19
条

第
２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

に
対

し
特

定
利

用
地

域
型

保
育

を
提

供
す

る
場

合
は

、
地

域
型

保
育

事
業

の
認

可
基

準
を

遵
守

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
特

定
利

用
地

域
型

保
育

を
提

供
す

る
場

合
は

、
当

該
特

定
利

用
地

域
型

保
育

に
係

る
法

第
19

条
第

２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
数

及
び

特
定

地
域

型
保

育
事

業
所

を
現

に
利

用
し

て
い

る
同

条
第

３
号

２
 
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
が

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
特

定
利

用
地

域
型

保
育

を
提

供
す

る
場

合
は

、
当

該
特

定
利

用
地

域
型

保
育

に
係

る
法

第
19

条
第

２
号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

の
数

及
び

特
定

地
域

型
保

育
事

業
所

を
現

に
利

用
し

て
い

る
同

条
第

３
号
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改
正

後
 

改
正

前
 

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
（前

条
第

１項
の

規
定

に

よ
り

特
別

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
当

該
特

別
利

用
地

域
型

保
育

の
対

象
と

な
る

法
第

19
条

第
１号

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
を

含
む

。
）の

総
数

が
、
第

3
7
条

第
２
項

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
利

用
定

員
の

数
を

超
え

な
い

も
の

と

す
る

。
 

に
掲

げ
る

小
学

校
就

学
前

子
ど

も
に

該
当

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

子
ど

も
（前

条
第

１項
の

規
定

に

よ
り

特
別

利
用

地
域

型
保

育
を

提
供

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該
特

別
利

用
地

域
型

保
育

の
対

象
と

な

る
法

第
19

条
第

１号
に

掲
げ

る
小

学
校

就
学

前
子

ど
も

に
該

当
す

る
教

育
・保

育
給

付
認

定
子

ど
も

を

含
む

。
）の

総
数

が
、
第

3
7
条

第
２
項

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
利

用
定

員
の

数
を

超
え

な
い

も
の

と

す
る

。
 

３
 
（略

） 

 

３
 
（略

） 

 

（電
磁

的
記

録
等

） 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

第
5
3
条

 
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

は
、
記

録
、
作

成
、
保

存
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
の

う
ち

、
こ

の

条
例

の
規

定
に

お
い

て
書

面
等

（書
面

、
書

類
、
文

書
、
謄

本
、
抄

本
、
正

本
、
副

本
、
複

本
そ

の
他

文
字

、

図
形

等
人

の
知

覚
に

よ
っ

て
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
情

報
が

記
載

さ
れ

た
紙

そ
の

他
の

有
体

物
を

い

う
。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
）に

よ
り

行
う

こ
と

が
規

定
さ

れ
て

い
る

も
の

に
つ

い
て

は
、
当

該
書

面
等

に
代

え
て

、
当

該
書

面
等

に
係

る
電

磁
的

記
録

（電
子

的
方

式
、
磁

気
的

方
式

そ
の

他
人

の
知

覚
に

よ
っ

て
は

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
方

式
で

作
ら

れ
る

記
録

で
あ

っ
て

、
電

子
計

算
機

に
よ

る
情

報
処

理
の

用
に

供
さ

れ
る

も
の

を
い

う
。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
）に

よ
り

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
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２
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

は
、
こ

の
条

例
の

規
定

に
よ

る
書

面
等

の
交

付
又

は
提

出
に

つ
い

て
は

、
当

該
書

面
等

が
電

磁
的

記
録

に
よ

り
作

成
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
書

面
等

の
交

付
又

は
提

出
に

代

え
て

、
第

４
項

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

の
承

諾
を

得
て

、
当

該
書

面
等

に
記

載
す

べ
き

事
項

（以
下

こ
の

条
に

お
い

て
「記

載
事

項
」と

い
う

。
）を

電
子

情
報

処
理

組
織

（特
定

教

育
・保

育
施

設
等

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と

を
電

気
通

信
回

線
で

接
続

し
た

電
子

情
報

処
理

組
織

を
い

う
。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同

じ
。
）を

使
用

す
る

方
法

そ
の

他
の

情
報

通
信

の
技

術
を

利
用

す
る

方
法

で
あ

っ
て

次
に

掲
げ

る
も

の

（以
下

こ
の

条
に

お
い

て
「電

磁
的

方
法

」と
い

う
。
）に

よ
り

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お

い
て

、
当

該
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

は
、
当

該
書

面
等

を
交

付
又

は
提

出
し

た
も

の
と

み
な

す
。
 

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
 

(１
) 

電
子

情
報

処
理

組
織

を
使

用
す

る
方

法
の

う
ち

ア
又

は
イ

に
掲

げ
る

も
の

 
＿

＿
 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
＿

＿
＿

＿
 

ア
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と

教
育

・保
育

給
付

認
定

保
護

者
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

と
を

接
続

す
る

電
気

通
信

回
線

を
通

じ
て

送
信

し
、
受

信
者

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
に

備
え

ら
れ

た
フ

ァ
イ

ル
に

記
録

す
る

方
法
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イ
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
に

備
え

ら
れ

た
フ

ァ
イ

ル
に

記
録

さ
れ

た

記
載

事
項

を
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

の
閲

覧
に

供
し

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
に

備
え

ら
れ

た
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
保
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改
正

後
 

改
正

前
 

護
者

の
フ

ァ
イ

ル
に

当
該

記
載

事
項

を
記

録
す

る
方

法
（電

磁
的

方
法

に
よ

る
提

供
を

受
け

る
旨

の

承
諾

又
は

受
け

な
い

旨
の

申
出

を
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
に

備
え

ら
れ

た
フ

ァ
イ

ル
に

そ
の

旨
を

記
録

す
る

方
法

） 
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(２
) 

電
磁

的
記

録
媒

体
（電

磁
的

記
録

に
係

る
記

録
媒

体
を

い
う

。
）を

も
っ

て
調

製
す

る
フ

ァ
イ

ル
に

記
載

事
項

を
記

録
し

た
も

の
を

交
付

す
る

方
法
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３
 
前

項
各

号
に

掲
げ

る
方

法
は

、
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

が
フ

ァ
イ

ル
へ

の
記

録
を

出
力

す
る

こ

と
に

よ
る

文
書

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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４
 
特

定
教

育
・保

育
施

設
等

は
、
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

記
載

事
項

を
提

供
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
あ

ら

か
じ

め
、
当

該
記

載
事

項
を

提
供

す
る

教
育

・保
育

給
付

認
定

保
護

者
に

対
し

、
そ

の
用

い
る

次
に

掲
げ

る
電

磁
的

方
法

の
種

類
及

び
内

容
を

示
し

、
文

書
又

は
電

磁
的

方
法

に
よ

る
承

諾
を

得
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。
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(１
) 

第
２
項

各
号

に
規

定
す

る
方

法
の

う
ち

特
定

教
育

・保
育

施
設

等
が

使
用

す
る

も
の

 
＿

＿
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＿
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＿
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＿
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＿

＿
＿
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(２
) 

フ
ァ

イ
ル

へ
の

記
録

の
方

式
 

＿
＿

 
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
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５
 
前

項
の

規
定

に
よ

る
承

諾
を

得
た

特
定

教
育

・保
育

施
設

等
は

、
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

か
ら

文
書

又
は

電
磁

的
方

法
に

よ
り

、
電

磁
的

方
法

に
よ

る
提

供
を

受
け

な
い

旨
の

申
出

が
あ

っ
た

と

き
は

、
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

に
対

し
、
第

２
項

に
規

定
す

る
記

載
事

項
の

提
供

を
電

磁
的

方
法

に
よ

っ
て

し
て

は
な

ら
な

い
。
た

だ
し

、
当

該
教

育
・保

育
給

付
認

定
保

護
者

が
再

び
前

項
の

規
定

に
よ

る
承

諾
を

し
た

場
合

は
、
こ

の
限

り
で

な
い

。
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６
 
第

２
項

か
ら

前
項

ま
で

の
規

定
は

、
こ

の
条

例
の

規
定

に
よ

る
書

面
等

に
よ

る
同

意
の

取
得

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
第

２
項

中
「の

交
付

又
は

提
出

」と
あ

り
、
及

び
「に

記
載

す
べ

き
事

項

（以
下

こ
の

条
に

お
い

て
「記

載
事

項
」と

い
う

。
）」

と
あ

る
の

は
「に

よ
る

同
意

」と
、
「第

４
項

」と
あ

る
の

は
「第

６
項

に
お

い
て

準
用

す
る

第
４
項

」と
、
「提

供
す

る
」と

あ
る

の
は

「得
る

」と
、
「を

交
付

又
は

提
出

し
た

」と
あ

る
の

は
「に

よ
る

同
意

を
得

た
」と

、
同

項
第

１号
イ

及
び

第
２
号

中
「記

載
事

項
」と

あ
る

の
は

「同
意

に
関

す
る

事
項

」と
、
同

項
第

１号
イ

中
「提

供
を

受
け

る
」と

あ
る

の
は

「同
意

を
行

う
」と

、
「受

け

な
い

」と
あ

る
の

は
「行

わ
な

い
」と

、
同

項
第

２
号

中
「交

付
す

る
」と

あ
る

の
は

「得
る

」と
、
第

３
項

中

「前
項

各
号

」と
あ

る
の

は
「第

６
項

に
お

い
て

準
用

す
る

前
項

各
号

」と
、
第

４
項

中
「第

２
項

の
」と

あ
る

の
は

「第
６
項

に
お

い
て

準
用

す
る

第
２
項

の
」と

、
「記

載
事

項
を

提
供

し
よ

う
」と

あ
る

の
は

「同
意

を

得
よ

う
」と

、
「記

載
事

項
を

提
供

す
る

」と
あ

る
の

は
「同

意
を

得
よ

う
と

す
る

」と
、
同

項
第

１号
中

「第
２

項
各

号
」と

あ
る

の
は

「第
６
項

に
お

い
て

準
用

す
る

第
２
項

各
号

」と
、
前

項
中

「前
項

」と
あ

る
の

は
「次

項
に

お
い

て
準

用
す

る
前

項
」と

、
「提

供
を

受
け

な
い

」と
あ

る
の

は
「同

意
を

行
わ

な
い

」と
、
「第

２
項

に
規

定
す

る
記

載
事

項
の

提
供

」と
あ

る
の

は
「こ

の
条

例
の

規
定

に
よ

る
書

面
等

に
よ

る
同

意
の

取

得
」と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
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前
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（委
任

） 
（委

任
） 

第
5
4
条

 
（略

） 

 

第
5
3
条

 
（略

） 
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報告第８号 教育部 各課 

令和７年３月 26 日提出  

  

タイトル 後援依頼の教育長専決の報告について 

報告を要する事項の内容 教育長専決に伴う報告 

要旨 

課名 後援 

学校教育課  

生涯学習課 １件 

文化課 ４件 

子ども家庭支援課 １件 

        （詳細別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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生
涯

学
習

課
 

 
 

文
化

課
 

 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

健
康

麻
将

サ
ー

ク
ル

「
縁

ジ
ョ

イ
」

岡
田

　
和

彦

健
康

づ
く

り
、
仲

間
づ

く
り

、
生

涯
学

習
と

し
て

の
健

康
マ

ー
ジ

ャ
ン

の
普

及
の

た
め

。
後

援
を

出
し

て
頂

け
れ

ば
、
安

心
し

て
参

加
で

き
る

。

3
/
6

令
和

７
年

５
月

2
4
日

（
土

）

な
ん

な
ん

ひ
ろ

ば
　
大

会
議

室
（
松

南
地

区
公

民
館

）

健
康

づ
く

り
、
仲

間
づ

く
り

、
生

涯
学

習
と

し
て

の
健

康
マ

ー
ジ

ャ
ン

の
普

及
の

た
め

。
健

康
マ

ー
ジ

ャ
ン

大
会

（
上

位
８

名
は

全
国

大
会

へ
）

参
加

料
　
3

,0
0
0
円

○
‐

‐

基
準

第
３
条

第
２

項
及

び
基

準
第

４
条

第
２
号

に
よ

り
可

■
文

部
科

学
大

臣
賞

争
奪

　
全

日
本

健
康

麻
将

選
手

権
　
長

野
大

会
主

催
：
健

康
麻

将
サ

ー
ク

ル
「
縁

ジ
ョ

イ
」

専
決

日
:令

和
7
年

3
月

7
日

結
果

(○
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

穂
高

美
術

協
会

　
会

長
　
矢

野
口

靖
安

曇
野

地
域

の
文

化
活

動
の

向
上

に
貢

献
し

た
い

。
2

/
1
3

令
和

7
年

4
月

1
1日

（
金

）
～

1
5

日
（
火

）
碌

山
公

園
研

成
ホ

ー
ル

地
元

に
住

む
作

家
の

絵
画

を
鑑

賞
す

る
機

会
を

持
ち

、
多

く
の

市
民

に
芸

術
文

化
へ

の
関

心
を

寄
せ

て
も

ら
う

事
で

地
域

の
振

興
に

寄
与

し
た

い
。

展
覧

会
〇

〇
〇

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

2
号

に
よ

り
可

■
穂

高
美

術
協

会
春

季
展

主
催

：
穂

高
美

術
協

会

専
決

日
:令

和
7
年

2
月

1
4
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

松
本

モ
ー

ツ
ァ

ル
ト

・
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
実

行
委

員
会

　
実

行
委

員
長

　
古

幡
開

太
郎

松
本

市
内

だ
け

で
な

く
周

辺
地

域
の

多
く

の
方

に
楽

し
ん

で
い

た
だ

く
こ

と
に

よ
り

、
音

楽
文

化
の

発
展

を
図

り
た

い
。

2
/
1
0

令
和

７
年

５
月

4
日

（
日

）
松

本
市

音
楽

文
化

ホ
ー

ル
楽

曲
を

演
奏

す
る

こ
と

で
メ

ン
バ

ー
の

演
奏

能
力

の
向

上
を

図
る

と
共

に
多

く
の

住
民

に
楽

し
ん

で
い

た
だ

く
。

ベ
ー

ト
ー

ベ
ン

及
び

モ
ー

ツ
ァ

ル
ト

作
曲

作
品

の
演

奏
。

〇
〇

〇

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

2
号

に
よ

り
可

■
Ｍ

Ｍ
Ｏ

ベ
ー

ト
ー

ベ
ン

・
シ

ン
フ

ォ
ニ

ー
シ

リ
ー

ズ
　
第

９
回

主
催

：
松

本
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
・
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
実

行
委

員
会

　

専
決

日
:令

和
7
年

2
月

1
7
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

「
ホ

ッ
と

」
演

奏
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
協

会
　

代
表

　
牛

山
孝

介

多
く

の
方

に
コ

ン
サ

ー
ト

へ
お

越
し

い
た

だ
き

、
音

楽
文

化
の

振
興

に
寄

与
し

た
い

。
2

/
1
7

令
和

７
年

５
月

６
日

（
火

）
松

本
市

音
楽

文
化

ホ
ー

ル
　

小
ホ

ー
ル

子
連

れ
で

コ
ン

サ
ー

ト
へ

行
け

な
い

方
や

、
小

さ
い

お
子

さ
ん

が
い

て
夜

の
コ

ン
サ

ー
ト

へ
行

け
な

い
方

の
為

に
昼

間
コ

ン
サ

ー
ト

を
行

い
、
音

楽
に

触
れ

て
ほ

し
い

。
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
＆

ピ
ア

ノ
デ

ュ
オ

コ
ン

サ
ー

ト
-

-
-

H
2
5

,H
2
6

に
後

援
あ

り
基

準
第

3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

2
号

に
よ

り
可

■
第

3
回

わ
く

わ
く

キ
ッ

ズ
コ

ン
サ

ー
ト

in
音

楽
文

化
ホ

ー
ル

主
催

：
「
ホ

ッ
と

」
演

奏
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
協

会

専
決

日
:令

和
7

年
2
月

2
5
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

安
曇

節
推

進
保

存
連

絡
協

議
会

　
会

長
佐

伯
治

海

安
曇

節
を

末
永

く
後

世
に

伝
え

て
い

く
為

に
、
未

来
を

背
負

う
市

内
の

小
中

学
校

生
が

歌
詞

募
集

に
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
で

、
安

曇
節

へ
の

関
心

を
高

め
て

い
く

、

3
/
7

令
和

７
年

６
月

1
6
日

（
月

）
～

1
0

月
５
日

（
日

）

国
営

ア
ル

プ
ス

あ
づ

み
の

公
園

堀
金

穂
高

地
区

内

優
れ

た
新

作
安

曇
節

歌
詞

の
募

集
、
発

表
、
保

存
、
安

曇
節

顕
彰

の
た

め
の

諸
事

業
を

行
い

、
地

域
の

宝
で

あ
る

安
曇

節
を

保
存

・
発

展
さ

せ
、
末

永
く

後
世

に
伝

え
て

い
く

こ
と

を
目

指
す

。

６
月

中
旬

よ
り

広
く

小
中

学
生

か
ら

大
人

ま
で

の
世

代
を

対
象

に
歌

詞
の

募
集

を
行

う
。
選

考
を

行
う

。
入

選
者

の
表

彰
、
発

表
会

を
1
0

月
に

行
い

、
広

く
地

域
に

発
信

し
て

い
く

。
入

選
句

を
色

紙
に

し
た

も
の

を
、
市

役
所

等
へ

展
示

し
、
安

曇
節

の
認

知
度

を
高

め
る

活
動

を
行

う
。

〇
-

-

H
2
5

,H
2
6

に
後

援
あ

り
基

準
第

3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

2
号

に
よ

り
可

■
令

和
７

年
度

　
新

作
安

曇
節

歌
詞

募
集

及
び

発
表

会
主

催
：
安

曇
節

推
進

保
存

連
絡

協
議

会

専
決

日
:令

和
7
年

3
月

1
2
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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子
ど

も
家

庭
支

援
課

 

 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

あ
づ

み
の

フ
リ

マ
実

行
委

員
会

　
代

表
壹

岐
沙

智
子

サ
イ

ズ
ア

ウ
ト

し
た

子
ど

も
服

等
を

中
心

に
リ

ユ
ー

ス
し

、
子

ど
も

達
に

循
環

す
る

こ
と

や
、
S

D
G

s
の

取
り

組
み

を
推

進
・
啓

発
す

る
こ

と
で

地
域

住
民

の
交

流
の

場
を

増
や

し
て

い
き

た
い

た
め

3
/
4

令
和

７
年

４
月

1
9
日

（
土

）
安

曇
野

の
里

　
わ

さ
び

田
広

場

不
要

な
物

を
次

の
世

代
へ

繋
げ

リ
ユ

ー
ス

す
る

こ
と

で
ご

み
削

減
の

取
り

組
み

を
行

う
。
ま

た
エ

コ
活

と
地

域
活

性
化

の
推

進

家
庭

で
不

要
に

な
っ

た
子

ど
も

用
品

（
お

も
ち

ゃ
・
絵

本
・

衣
類

）
や

大
人

衣
類

・
雑

貨
等

を
中

心
に

販
売

し
て

い
た

だ
く

。
食

品
は

N
G

。
１
区

画
2
.5

M
四

方
（
3

0
区

画
予

定
）
、

-
-

-

基
準

第
3
条

第
2

項
及

び
第

4
条

第
2

号
に

よ
り

可

■
あ

づ
み

の
フ

リ
マ

主
催

：
あ

づ
み

の
フ

リ
マ

実
行

委
員

会
　

専
決

日
:令

和
7
年

3
月

5
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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報告第９号 

令和６年度 事業進捗状況報告（懸案事項等） 

１ 学校教育課 
教育総務係・教育指導室・学校教育担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

教育振興基本計画 

１ ２/27（木）市長決裁。２/28（金）部長会議で策定を

報告。 

３/10（月）市議会福祉教育委員会で策定を報告。 

１ 計画書の製本対応中。 

  ３月下旬に納品予定。納品

後、関係箇所へ配布。 

学校保健事業関係 

１ アレルギー対応委員会 

 ・３/12（水）第２回委員会 

２ 教職員健康推進事業 

 ・３/23（日）カウンセリングルーム実施（穂高会館） 

３ 学校医等委嘱 

・死亡退任等の交代による新任者の元へ訪問 

 

就学時健診業務 
１ 就学時健診業務 

・来年度実施日程決定・通知 

 

就学援助事務 

１ 就学援助 

 ・３/５（水） 事前支給 

 ・３/５（水） 後期支給 

 ・令和７年度案内配布準備 

２ 特別支援教育就学奨励費 

 ・３/５（水） 後期分支給 

１ 就学援助 

・４/４（金）～令和７年度申請

受付 

GIGA スクール 

１ ICT 支援員 

 ・各学校への ICT 支援訪問、年度更新サポート 

２ ネットワーク診断 

 ・各学校のネットワーク診断業務完了 

３ 情報セキュリティ 

 ・セキュリティ監査の実施（穂高北小学校） 

１ ICT 支援員 

・各学校への ICT 支援訪問 

 ・年度更新サポート 

 

コミュニティスクー

ル事業 

１ 学校運営協議会支援 

 ・２/25（火）三郷中 

 ・３/５（水）豊科東小 

２ 第２回地域コーディネーター連絡会 

 ・３/６（木）事業報告、グループワーク 

３ 地域学校協働本部連絡会 

 ・２/26（水）三郷地域 

 ・２/27（木）明科地域 

１ 学校運営協議会委員委嘱、

地域コーディネーター委嘱 

２ 第１回地域コーディネーター

連絡会 

 ・４/22（火）事業説明、情報

交換 

学校安全 

１ 第２回安曇野市交通安全推進協議会 

・３/21（金）令和６年度通学路合同点検の結果報告

及び対策（案）の承認 

・令和７年度安曇野市通学路交通安全プログラムの

実施概要について 

２ 令和７年度小中学校通学路安全マップの配布  

左記以外 

１ オクレンジャー年度更新作業 

２ 指定通学路届出書の提出依

頼 
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事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

不登校支援事業 

１ 教育施設連携促進コーディネーター活動状況 

・民間施設等訪問件数 ６件 

・学校訪問による民間施設等を利用する児童生徒の

状況把握、情報交換 ４校 

・教育支援センター、民間施設利用者の合同 

活動（ドローンの体験、ドローンファイト）…計16名

参加 

 ※別に、アウトリーチ支援中児童の参加２名 

 

 

２ 教育支援センター活動状況 

・２/21,28（金）（親子スポーツ大会）,３/7,14（金）

穂高会館での出張教室開催 

１ 市内の施設を定期訪問 

・市外にて不登校支援を実施

する施設にも随時訪問 

 

 

 

 

 

 

 

２  民間施設運営者（有志）での

座談会 ３/24（月）開催予定 

キャリア教育 

１ Ｒ７年度中学生キャリアフェスティバル開催要項の

共有 ２/７（金）校長会 

 ・キャリアフェスティバル冊子製作、送付 

 

 

 

 

２ 明科地区校長会 ２/13(木) 

１ キャリアフェスティバル冊子の

送付（参加生徒、参加事業

所） 

 中学生キャリアフェスティバ

ル報告会３/21(金) 

 ・冊子、報告書の配布 

 ・来年度の計画について 

２ 明科地区校長会３/28(金) 

 

 

２ 学校給食課 
学校給食担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

 

給食センター総務

費 

１ 地産地消の取組み 

２ 令和６年度給食提供最終日（（３/17（月）） 

 

令和７年度給食提供開始 

（４/７（月）） 

 

 

学校給食費会計公

会計事業 
１ 令和６年度給食費第 10 期再振替 （３/17（月）） 

 

令和７年度給食費 

小学校 330 円/食 

（うち保護者負担 280 円） 

中学校 390 円/食 

（うち保護者負担 330 円） 

令和７年度給食費第１期給食費

振替（６/２（月）） 

 

各給食センター管

理運営事業 

１ 所管する学校へ安心で安全なおいしい給食を提供

できるように、施設及び調理環境の整備の実施（各

センター） 

 

２ 栄養士の学校訪問（各センター） 
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３ 生涯学習課  
社会教育係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

中央公民館事業 

 

 

 

１ 安曇野市公民館報表彰審査会 

 ・３/24（月）午後１時 本庁舎会議室 301  

２ 第１回公民館長・主事会 

 ・４/14（月）午後１時 30 分 本庁舎会議室 301  

６/８（日）開催、安曇野市公民館大会

にて表彰を行う。 

豊科生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

豊科公民館事業 

 

 

 

 

 

１ ICT 講座 スマートフォン相談会 

 ・４/９（水）午前 10 時 豊科公民館 

２ やさしく楽しいリコーダー講座（第１回） 

 ・４/11（金）午前 10 時 豊科公民館 

３ 地区公民館役員研修会 

 ・４/12（土）午前９時 豊科公民館 

 

穂高生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

穂高公民館事業 

 

 

 

 

 

１ 地区公民館対抗球技大会代表者会議 

 ・４/23（水）午後７時 穂高公民館 

２ 墨絵教室（２回目） 

 ・４/24（木）午後１時 30 分 穂高公民館 

３ バードウォッチング教室 

 ・４/26（土）午前６時 松尾寺山公園周辺 

 

 

 

三郷生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

三郷公民館事業 

 

 

 

 

 

１ 三郷地域子ども会育成会連絡協議会 

 ・４/９（水）午後７時 三郷公民館 

２ 令和７年度ひまわりクラブ開講式 

 ・４/11（金）午前 10 時 三郷公民館 

３ 第１回地区公民館長・主事会議 

 ・４/12（土）午前９時 30 分 三郷公民館 

２【継続】ひまわりクラブ…未就園 

児の親と子の交流（家庭教育講座） 

・主な活動：公園遊び、社会見学、 

クリスマス会他開催：４/12（土）～ 

３/13（金） 

 

 

堀金生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

堀金公民館事業 

 

   

 

 

 

１ 堀金公民館サポート会議 

 ・４/７（月）午後７時 堀金公民館 

２ 地区公民館役員会 

・４/10（木）午後７時 堀金公民館 

３ 常念フェスティバル実行委員会幹事会 

・４/11（金）午後７時 堀金公民館 

【新】子育てサークル（常念っ子）…未

就園児親子の子育てサークル。交流を

深め子育ての情報交換ができる場づ

くりとする。 

・全 11 回（５月～３月） 

 

明科生涯学習係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

明科公民館事業 

 

 

 

 

 

１ スマホ相談室 基礎編第１回 

・４/10（木）午前 10 時 明科公民館 

２ 天田山ウォーキング 

・４/15（火）午前９時 明科廃線敷駐車場 

３ 地区公民館長・主事会議 

・４/17（木）午後７時 明科公民館 
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４  文化課 
文化振興担当 

事業 現    況 今後の取り組み 

芸術教育普及事

業 

１ 多摩美術大交流事業 

・あづみ野ガラス工房 40 周年記念展出品作品共同制作 

 ２/27（木）～３/19（水） あづみ野ガラス工房 

 

２ 新進音楽家コンサート 

・ジュニアクラシックコンサート ３/15(土) みらい 

 163人 

 

３ 熊井啓顕彰事業 

・熊井啓記念館ミニシアター 

 ２/13（木）10：00～12：00 きぼう 44人 

 

４ ミュージアム活性化事業 

・美術館博物館年間予定表 

小中学生を同伴した保護者の入館料を無料とするパ

スポートの発行(全児童・生徒へ配布) 

１月利用者18人、２月利用者75人 

 

 

 

 

 

文化団体補助事

業 

１ 『安曇野文化』刊行 

・第１回安曇野文化刊行委員会 

 ３/12（水）14：00～15：15 

 

第１回安曇野文化編集委員会 ４/16 

（水）14：00～15：30 

文化振興総務 

１ 博物館協議会 

・第３回博物館協議会 

３/18（火）９:30～11:30 

２ 美術資料等選定委員会 

・第１回美術資料等選定委員会 

３/18（火）13：30～15：30 

 

指定管理施設の

事業 

１ 田淵行男記念館 

・田淵行男写真展「山の表情」 

 １/21（火）～４/27（日） 

・田淵行男賞写真作品公募 

応募点数 一般の部75点、ジュニアの部２２点 

作品選考会 ３/12（水） 

２ 髙橋節郎記念美術館 

 

 

・田淵行男生誕120周年記念細密画

展「蝶の道」 

 ４/22（火）～７/21（月） 

・田淵行男写真展「北アルプス縦走」 

４/29（火）～８/31（日） 

 

 

・春季展「髙橋節郎とは（仮称）」 ４/１

（火）～６月下旬 

髙橋節郎記念美

術館改修工事 

３ 安曇野髙橋節郎記念美術館 

・空調工事、照明LED化等の改修のため休館 

12/２（月）～３/31（月） 

 

豊科近代美術館

大規模改修工事 
工事期間：R6.６/３（月）～令和７年８月下旬  

博物館担当 
事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

豊科郷土博物館

教育普及事業 

１ 豊科郷土博物館こたつ講座(１月) 

・期日：２/８（土）参加者：20 人、 

２/15(土) 参加者：19 人 

 

１ 春季企画展関連講座 

・講演会「韓国の食べ物って辛い

の？—日韓食文化比較—」３

/23(日) 

 

２ 春季企画展「食卓の風景 食と家族の 80 年」 

・会期：２/22(土)～５/18(日) 

３ 春季企画展関連講座「昔のカレーと現在のカレー食

べ比べ」 

・期日：３/９(日) 参加者：36 人 

４ 『豊科郷土博物館紀要 第 11 号』及び『博物館ブッ

クレット６』（３/31 刊行） 
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事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

穂高鐘の鳴る丘

集会所施設整備

事業 

１ 工事請負業者（株式会社相模組）からの引渡し 

・期日：３/12（水） 

 

貞享義民記念館

教育普及事業 

１ 瀧澤伸介水彩画展  

・会期：２/18(火)～３/２(日) 参加者：134 人 

２ 三郷美術会作品展 

・会期：３/８(土)～３/23(日) 

１ arp コレクション春～spring～

展  

・会期：３/25(火)～４/20(日) 

文書館施設運営

管理事業 

１ 重要文書等収集・整理（公開資料点数） 

・公文書 56,610 点、地域資料 55,671 点(２月末現在) 

(２月新規点数/公文書 69 点、地域資料 17 点) 

 

文書館教育普及

事業 

１ 『文書館紀要 第６号』刊行（３/31 刊行）  

市誌編さん事業 

１ 市誌編さん専門調査会 

・（民俗部会）３/３（月） 

・（自然部会）３/７（金） 

・（考古部会）３/13（木） 

２ 『市誌編さんブックレット』刊行（３/28 刊行） 

 

文化財保護係 
事業（懸案事項） 現   況 今後の取り組み 

文化財保全事業 

１ 安曇野市文化財保存活用地域計画 

 策定支援業者と打ち合わせ（随時） 

２ 市指定文化財等々力家を含む土地の有効活用の検

討 

第４回地域計画策定協議会３/21

（金） 

 

図書館係 

事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

全館事業 

１ 春の子ども読書月間 

  テーマ『本で世界とつながろう』 

  ・期間  ４/８（火）～５/11（日）    全館 

  ・内容  スタンプラリー・おはなし会等 

 

中央図書館 

１ 春の子ども映画上映会 

  ・３/１（土）   みらい  

  ①午前の部   午前 10：30～    参加者：74 人 

   「レオ・レオニ ５つの名作集」 

   「楽しいムーミン一家」    

  ②午後の部   午後２時～      参加者：48 人 

「映画 ざんねんないきもの辞典」 

２ 大人のための絵本講座～絵本の楽しみ～ 

                          参加者：９人 

  ・３/６（木）   みらい  午後２時～ 

３ 映画上映会 「駅までの道をおしえて」 

  ・４/11（金）   みらい  午後６時～ 
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５ 子ども家庭支援課 
子ども子育て政策係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童クラブ整備事

業 

 １ 豊科東小児童クラブ６年生までの受

入開始 ４/１（火）～ 

  明南小児童クラブ学校内での受入

開始 ４/７（月）～ 

第３次安曇野市子

ども・子育て支援事

業計画策定業務 

１ 第３次安曇野市子ども・子育て支援事業計画策定支

援業務 完了 ～３/14（金）、 検査 ３/17（月） 

 

こども計画策定業

務 

１ 安曇野市こども計画策定支援業務 

完了 ～３/14（金）、 検査 ３/17（月） 

２ 安曇野市こども計画及概要版印刷製本 

～３/27（木） 納品予定  

 

地域子育て支援事

業実施支援補助金

事業 

 １ 募集期間  

４/１（火）～４/30（水） 

黒沢洞合自然公園

整備事業 

１ 黒沢洞合自然公園整備検討委員会 

・２/28（金）午後１時 30 分～ 本庁舎３階 会議室 301 

２ 造成・造園工事 着工 ３月下旬から 

・造成工事 R7.2.５（水）～R8.3.19（木） 

・造園工事 R7.2.13（木）～R8.3.19（木） 

 

子育て給付係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

重点支援地方交付

金を活用した給付

金事業 

１ 物価高騰対応重点支援給付金（子育て世帯分） 

・支給対象  住民税均等割非課税世帯の児童 

※ 福祉課の給付金で支給対象世帯の児童 

・対象児童数 1,150 人（見込み） 

・支給開始  ４月以降（見込み） 

２ 価格高騰特別対策支援金（子育て世帯分） 

・支給対象  住民税均等割のみ課税世帯の児童 

※福祉課の給付金で支給対象世帯の児童 

・対象児童数 350 人（見込み） 

・支給開始  未定 

３ 子育て世帯生活支援特別給付金(ひとり親世帯分) 

・支給対象  児童扶養手当受給世帯の児童 

※上記１・２と併給可能 

・対象児童数 1,000 人（見込み） 

・支給開始  ４月以降（見込み） 

１ 令和６年度中に電算システム改修

等の準備を進め、新年度に予算を繰越

した上で４月以降に順次支給開始予定 

児童青少年係 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童館運営事業  １ 新児童クラブ室使用開始 

・４/１（火） 豊科東小児童クラブ 

・４/７（月） 明南小児童クラブ 

豊科児童館整備事

業 

１ 豊科中央児童館 建築工事 

・工期：R6.9.3（火）～R7.9.30（火） 

 

青少年育成環境整

備事業 

１ 長野県青少年補導委員会・同補導センター両連絡協

議会合同理事会 

・２/20（木）web 開催 午後１時 30 分 

１ 青少年センター 春休み街頭巡回 

・３/24（月）、３/27（木） 市内５地域 

午後５時 
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青少年体験事業 １ 市子ども学芸クラブ 入会募集 

・２/28（金）まで 

１ 市子ども学芸クラブ入会式 

・４/５（土）大会議室 午前 10 時 

子ども会育成会支

援事務 

１ 第２回松本地方子ども会育成連絡会 

・２/17（月） 塩尻総合文化センター 午前 10 時 

２ 市子ども会育成会第４回常任委員会 

・３/４（火） 共用会議室 305 午後７時 

３ 子ども会育成会活動均等割補助金実績報告受付 

・３月中 

１ 各地域子ども会育成会連絡協議会 

・４/３（木）堀金公民館 午後６時30分 

・４/４（金）豊科公民館 午後７時 

・４/８（火）明科公民館 午後７時 

・４/９（水）三郷公民館 午後７時 

・４/10（木）穂高公民館 午後７時 

２ 市子ども会育成会連合会総会 

・４/14（月）大会議室 午後７時 

放課後子ども教室

実施事業 

１ わいわいランド実施 

・毎週水曜日 市内 10 小学校 

・３/５(水)今年度最終回実施 

２ 穂高北小わいわいランド地域連絡会議 

・２/19（水） 穂高北小学校 午後５時 

３ 穂高西小わいわいランド地域連絡会議 

・２/26（水） 穂高西小学校 午後５時 

４ 三郷小わいわいランド地域連絡会議 

・２/26（水） 三郷小学校 午後５時 

５ 豊科３小学校合同わいわいランド地域連絡会議 

・３/６（木） 豊科公民館 午後６時 

６ 放課後子ども総合プラン運営委員会 

・３/11（火） 大会議室 午後７時 

１ 令和７年度放課後子ども教室「わい

わいランド」参加者募集 

・４/21（月）まで 

子ども家庭相談担当〈子ども発達支援相談室〉 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童発達支援事業 

１ 遊びの教室 

・３月は６回実施 

こあ ら （１歳児）穂高（３/６（木）、３/11(火)、３

/25(火)） 

こあら（１歳児）豊科(３/４（火）） 

いるか（２歳児）穂高（３/７（金）、３/10（月））   

      

２ 発達相談日（親子であっぷっぷ） 

・３月は２回実施（３/５（水）、３/19（水）） 

 

３ 運動発達相談日（はいはいたっち） 

・３月は２回実施（３/14（金）、３/27（木）） 

 

４ ことばの相談日 

・３月は３回実施（３/６（木）、３/14（金）、３/17(月)） 

 

５ 親子で遊ぼう教室 

・３月は１回実施（３/12（水）） 

１ 遊びの教室 

・４月は５回の実施を予定 

 

 

 

 

２ 発達相談日 

・４月は２回の実施を予定 

 

３ 運動発達相談日 

・４月は２回の実施を予定 

 

４ ことばの相談日 

・４月は１回の実施を予定 

 

５ 親子で遊ぼう教室 

・４月は１回の実施を予定 
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６ こども園幼稚園課 

保育幼稚園担当 
事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

令和７年度公立園

入園式について 

令和７年度公立園入園式について 

 

認定こども園 

日時 令和７年４月３日（木）  

午前 10 時 ～ 

 

穂高幼稚園 

日時 令和７年４月７日（月） 

   午前 10 時～ 

 

 

 

 

園艇芝生化事業に

ついて 

園庭芝生化事業について 

 

園庭整備（２月下旬から５月上旬） 
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